

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この世で一番強いヤツは誰だれだ？

　あいつか？　こいつか？　それともそいつか？

　いいや、違ちがう。俺だ！　俺こそがこの世で唯ゆい一いつ最強なのだ!!

　他ほかの最強はすべて偽にせ者もの、当たれば砕くだける張り子の虎とらだ。それを証明しなければならない。天下万ばん民みんに示さなければならない。

　あらゆる最強を叩たたきのめして！　雄お叫たけびのように勝ち名乗りを上げて！　己おのれの強さを見せつけてやるのだ！　皆みなに！　全員に!!

　そのために彼らはここに集つどったのだ。王国南部に位置する戦いの聖地、アルムの円形闘とう技ぎ場に、名だたる男たちは集ったのだ──!!

「ああああああああああ……っ!!」

「わあああああああああ……っ!!」

　闘技場に響ひびき渡わたる大だい歓かん声せい。それはビリビリと大気を震ふるわせて、人々を熱ねつ狂きようの渦うずへと吞のみ込んでいく。八月の太陽の下、観客たちの様子は恐おそろしいほどだ。顔中から汗あせを吹ふき出して、しかし、彼らはそれを拭ぬぐおうともしない。そんなことをしている暇ひまなどない。瞬まばたきさえも惜おしむように、観衆はギラつく瞳ひとみをコロッセオの中央へと向けていた。

「オオオオオオオオオッ!!」

　瞬しゆん間かん、一ひと際きわ大きな声が上がった。

　今まさに剣けんを振ふり上げた剣闘士、《グラディエーター》が雄叫びを上げたのだ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたスキンヘッドの大男は、裸はだかの上半身の至る所に血管を浮うき上がらせて、ごう、ごう、と大きな剣を振り回していた。その度たびに生じる風が渦を巻き、客席と闘技場を仕切る透とう明めいな障壁バリアに小石がビシビシとぶつかった。

　離はなれていても伝わる剣闘士の膂りよ力りよくに、観客はごくりと生なま唾つばを吞み込む。あれが振り下ろされたら、どれほどの破は壊かいが巻き起こるのか。あれを受け止められる者は、果たしてこの世に存在するのか。

　誰もが固かた唾ずを吞んで見守る中──。

　遂ついに《グラディエーター》が動いた！

　闘技場の乾かわいた土を蹴けり、猪ちよ突とつ猛もう進しんする赤しやく銅どう肌はだの戦士。彼ははちきれんばかりの筋肉をいからせて、鉄てつ塊かいのような剣を再び振り上げた。

　硬かたさ、重さ、速さ、鋭するどさ。破壊力に繫つながる全すべてを備えた男の一いち撃げきは、巨きよ獣じゆうすら叩き潰つぶすと言われている。そう、斬きるのではなく、相手を叩き潰してしまうのだ。

　ついたあだ名は「スカッシュぺちやんこ・ガルディ」。彼の剛ごう剣けんを受けてしまえば、人間など一たまりもないだろう。きっと、床ゆかに落としたミートパイのように、中身を撒まき散らして、ぺちゃんこに潰れてしまうのだ！

　その光景が脳のう裏りに浮かび、気が弱い観客は思わず細く目を閉じた。

　その狭せばまった視界の中で、ガルディは大きく飛び上がり──。

「喰くらえやああああああああああっ！」

　咆ほう哮こうが、コロッセオを揺ゆらした。

　昨年度の大会から一年。更さらに荒あら々あらしく、更に雄お々おしく鍛きたえ上げられた重戦車が、今、破壊の一撃を振り下ろした！

　巻き上がる大量の土ど砂しや。ドン、と腹の底まで響く重低音。決まった。ガルディの一撃が、コロッセオごと相手を粉ふん砕さいしたのだ。

　強ごう引いんに勝利をもぎ取る決定打。それを棒立ちで受けてしまえば、結果は火を見るよりも明らかだろう。この勝負、「スカッシュ・ガルディ」の勝ちだ。

　誰もがそう思い、緊きん張ちようから握にぎりしめていた拳こぶしをそっと解いた時──。

　立ちこめていた土つち煙けむりが、晴れた。

「……が、はっ」

　果たしてそこにあったものは、彼らが予期したものだっただろうか？

　切り裂さかれた首から鮮せん血けつを噴ふき出し、ゆっくりと倒たおれていくガルディの姿。信じられないとばかりに顔を歪ゆがめ、転移の光に包まれていく《グラディエーター》。

「え……？」

　誰かのつぶやきが、その場にいる者たちの総意だった。

　何が起きたのか。どうして攻撃した側が倒れているのか。観衆には分からない。

　彼らが知覚できたのは結果だけだった。「大男が負けた」という結果だけだ。どのようにして倒されたのか、それは素人しろうとには分からなかった。

　誰もがみんな、言葉を無くした。闘技大会が始まってからずっと、狂きよう騒そうに包まれていたコロッセオは、水を打ったように静まり返っていた。誰も、何もしゃべらず、身動き一つ取りはしない。まるで世界が静止したかのように、会場は凍こおりついていた。

　しかし、それも長くは続かず──。

「うおおオオオオオオオオオオオおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　破は裂れつするような大歓声。

　地鳴りのような爆ばく音おんが、コロッセオを、いや、アルムの街を揺らしていた。

「黒くろ騎き士しっ！　黒騎士っ！　黒騎士っ！　黒騎士っ！」

　圧あつ倒とう的な強さを見せつけた男を──。

　漆しつ黒こくの全身鎧よろいに身を包んだ人物を、観衆は手を叩き、床を踏ふみ鳴らして絶賛する。

　龍りゆう殺しの英えい雄ゆう。正体不明の英えい傑けつ。大国を救った時の人。

　年に一度の大闘技大会。人種も性別もレベルも問わない、何でもありの最強を決める闘たたかいに、また新たな名が刻まれようとしていた。少なくとも観衆はそれを期待していた。見み飽あきた戦士たちではない。新たな強きよう豪ごう、黒騎士の雄ゆう姿しを、余すところなく見てみたかった。龍すら屠ほふる力を、是ぜ非ひ、対人戦で振るって欲しい。

　そんな観衆たちの期待に満ちた視線を受けて──。

　これ以上ないほどの熱気に包まれて──。

　しかし黒騎士の中の人佐山貴大は、

（あちい……だりい……）

　と、黒い兜かぶとの下で、げんなりとした顔をするのだった。
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　きっかけは一枚のチラシだった。

　島から戻もどったあの日、フランソワが持ってきた一枚のチラシ。

　それを見てしまったがために、俺は闘技大会に参加する羽目になったんだ。

「こんなの見なきゃよかった……」

　椅い子すに腰こしかけうなだれる俺。その脇わきに置いてあるのは件くだんの紙切れだ。

　そこには闘技大会のことが記されている。参加条件や大会の日程など、主だったことが並べられている。それ自体には何の問題もないんだけど、

（優勝賞品がなあ）

　そこに大きな問題があるようだった。

（やっぱりこれ、あれだよな？）

　見つめるのはチラシに描えがかれたイラストだ。液体に満ちた円えん筒とう形のガラス瓶びん、そこにはでかでかとバイオハザードマークが記されている。

　俺はこれと同じものを《Another World Online》で見たことがあった。

　起動することでゾンビ大発生イベントが始まるアイテム。それとそっくりなのが、今回、優勝賞品にされている代しろ物ものだった。

（くそっ！　何が『壊こわれないガラス瓶』だよ。壊れるんだよ、それは！）

　プレイヤーが使用することで、ガラス瓶は砕け、中の液体が濃のう霧むのように噴き出して、それを吸い込んだＮＰＣたちが次々とゾンビ化していって──。

　そして街は死者の街と化すんだ。ゲームの世界ではイベントの一言で済まされていたが、あんなのが現実に起きたらとんでもないことになってしまう。

　万が一にも使わせちゃいけない。誰かがうっかり起動する前に、俺が手に入れ、アイテム欄らんの奥底にしまい込まなくちゃいけない。

　そのために俺は黒騎士に扮ふんして、闘技大会に参加することを決めたんだけど、

（やっぱり早まったか！）

　後こう悔かいの念が雨雲のように湧わいてくる。優勝賞品は優勝した者にしか触さわれない。そのような封ふう印いんがかけられていて、それは俺にも破れないようなものだ。

　しかし「優勝者から強ごう奪だつする」とか「封印が解けた瞬間にかっさらう」とか、そういった手段も取れないことはなかった。当然、その場は大おお騒さわぎになるだろうが、ゾンビが大発生するよりはマシだろう。それなのに「確実に入手するためだ」とか「周りの人に迷めい惑わくをかけないためだ」とか、余計なことを考えてしまったばかりに──。

　俺はこうしてここで、頭を抱かかえる結果となった。

「よくもガルディさんをヤりやがったな」

「マッチ棒みてえな腕うでをしやがって。ええ？　どんな汚きたねえ手を使ったんだ？」

「ふしゅ～……！　ふしゅ～……！」

「ボーっとしやがって。どこを見てんだ、ああん？」

「オレらみたいなのは眼中にねえってか！」

（へるぷみ～……）

　アルムの街の中心部、そこにそびえ立つ円形闘技場の控ひかえ室で──。

　俺はむくつけき男たちに囲まれていた。四方八方からにらみつけられ、そのうえ距きよ離りがとっても近い。針のむしろとはこのことだろうか？　飛び入り参加して、そのうえ勝ち進んでしまった俺に対し、他ほかの選手たちの敵意は強い。

「おめえみたいなひょろ男が、どうやってカオスドラゴンを倒したっていうんだ？」

「どうせサマ師だろうが!?　ええ!?」

「何とか言ってみろ、黒騎士ぃ!!」

　どうやら黒騎士の名はイースィンド南部でも有名なようだった。

　さもありなん、龍殺しなんておとぎ話でしか聞かないからな。相手が混こん沌とん龍りゆうともなるとそれ以上で、噓うそだとかイカサマだとか、そう考える方がよほど自然だった。

　そんな胡う散さん臭くさい存在が有力選手を倒し、トーナメントを順当に勝ち上がってきているんだ。選手たちの不ふ審しん感かん、警けい戒かい感かんは極きわまりつつあり、それに加えて──。

「きゃああああああああああああああああああああああああっ!!」

「黒騎士様よおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「サインを！　握あく手しゆをしてくださあああああああああああいっ!!」

　これだ。

　控え室の外では女の子たちがごった返していて、それを警備員たちが必死になって食い止めている。その声が高まるほどに選手たちの殺気も高まっていき、俺をにらみつける顔はどんどんどんどん近づいてきていて──。

「限界だーっ!!」

「「「うわああああああっ!?」」」

　緊張感が頂点に達する前に、俺は煙えん幕まくを撒き散らして逃とう亡ぼうを図はかった。

　控え室からは依い然ぜんとして「野や郎ろう！　どこへ行きやがった！」「ぶち殺してやる！」なんて物騒な声が聞こえてくるが、それは聞こえないふりをして闘とう技ぎ場の外がい壁へきを登った。

　そして周囲に部外者がいないことを確かく認にんして──。

　俺はようやく、暑っ苦しい兜を脱ぬいだ。

「ぶはあっ！　ああ～、も～！」

「……お疲つかれさまです」

　使われていない控え室、そこで俺は濡ぬらしたタオルを差し出された。

　ユミエルだ。正体を明かせない俺は、ここを身内との密会場所として使っていた。

　部屋の中にはユミエルの他にメリッサやルートゥーもいて、それぞれが飲み物やら椅子やらを持ってきてくれていた。

「すまないな」

　受け取ったタオルで顔を拭ぬぐいながら、俺はどっしりと椅子に腰を下ろした。

　そして大きく熱っぽいため息をひとつ。早くも疲ひ労ろう感かんを覚えた俺は、タオルを顔にかぶせて天てん井じようを仰あおいだ。
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「なんだかお疲れだね？」

「[image: あ゛]～、うん。もうすでにヤバいわ……」

「それほど強い相手だったのか？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

　無む駄だに熱いというか、場の雰ふん囲い気きに馴な染じめないというか──。

「なんというか、甲こう子し園えんに飛び入りした気分だ」

「うん？　よくは分からんが」

「大変なんだね～？」

「ああ……」

　ジュースをすすりながらぐったりとする。

　三回勝ったから、次が準々決勝か。もう三回、頑がん張ばろう……。

「……それほど大変でしたら、わたしが代わりましょうか？」

「は？」

「……代役ということで、今からでも主しゆ催さい者しやにかけ合って」

「いやいやいや！　んなことできないんだって！」

「……そうなのですか？」

「そうだよ！」

「そうだ！　そうだ！」

「ほら、ルートゥーもこう言って……」

「我はタカヒロの勇姿が見たいのだ！　メイドは引っ込んでいろ！」

「お前はお前で分かっていないな!?」

　人生二度目の闘技大会、今度は冷やかしじゃなくてガチの挑ちよう戦せんだ。

　それなのにいまいち気の抜ぬけるやり取りに、「こんなんで大だい丈じよう夫ぶかな？」と不安な気持ちが湧いてくるのだった。
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　夏の闘技大会は、準々決勝からが本番なのだという。

　予選のバトルロイヤルではまだ甘い。二回、三回の本戦でもまだ足りない。

　運や偶ぐう然ぜん、不確定要素では勝ち進めないほどに戦い抜く。そうして残されたのが最強の八人であり、これから激闘を繰くり広げる猛も者さたちだった。

「「「わああああああああああああああ……!!」」」

　灼しやく熱ねつの太陽の下、ますます高まった熱ねつ狂きようは、はっきりと感じ取れる震しん動どうとなってコロッセオ全体を揺ゆらしていた。

　俺は再び闘技場の土を踏ふんでいる。黒い鎧よろいに身を包み、慣れないショートソードを腰に下げ、準々決勝の相手と向かい合っている。これからあいつと戦うんだ。ベスト８にまで残った戦士。言わずと知れた歴戦の猛者。

　すなわち、「皆殺しのキリング」と──。

「会いたかったぜ、黒くろ騎き士し」

「……っ！」

　大だい歓かん声せいの中でも、不思議とよく通る声でキリングがつぶやいた。

　やつの顔には表情らしい表情がなかった。ただ落ち着き払はらった顔をして、キリングは俺に向かって話しかけてくる。

「混沌龍の一件では世話になったな。礼を言うぜ。ありがとうよ」

「…………」

「お前がいなけりゃやべえことになってたかもな。それくらいはオレにも分かるぜ」

「…………」

「オレはブレス一発でダウンしてたからな。お前がいてくれて本当によかった」

「…………」

　わずかに顔をほころばせ、自じ嘲ちよう気味に笑うキリング。

　やつは俺の正体に気づいていない。俺のことを黒騎士だと思ってくれている。

　しかし、それゆえにキリングは──冒ぼう険けん者の長おさは──。

　かつてないほどに闘志をみなぎらせ、その目に炎ほのおを宿していた。

「あれからオレも鍛きたえ直した。今日はそれを見ていってくれ」

（ひいぃ……!?）

　偉い大だいなギルドマスター。超ちよう重力の戦士。荒あらくれどもの王にして、どんな魔ま物ものも血祭りにあげる、万ばん夫ぷ不ふ当とうの大だい豪ごう傑けつ。

　あのぶっとい腕を見ろ。丸太のような脚あしを見てみろ。分厚い胸むな板いたは鉄板のようで、背筋は盛り上がって山脈のようだ。混沌龍戦の時よりも一回りは大きくなっている。やつの言葉に噓はなく、鍛え直された王国最強が俺の目の前に立っていた。

「さあ、やろうぜ！　心ゆくまでやろう！　オレとお前の全力をぶつけ合って!!　どっちが強つええか確かめるんだ!!」

　赤毛の獅し子しが戦せん斧ぷを振ふり回して吠ほえた。

　咆ほう哮こうは大歓声をかき消して、より強く天と地とを揺らしている。

　再びざわつく観衆の中、戸と惑まどう運営に向かってキリングは叫さけぶ。

「鳴らせぇ!!」

　遅おくれて鳴らされる鐘かねの音に合わせ、キリングは爆ばく発はつするように駆かけ出した。

「くっ……!!」

　雰囲気に吞のまれ、わずかに初動が遅れてしまった。

　それを見み逃のがすキリングじゃない。やつは一秒足らずで距離を詰つめると、大きく戦斧を振り下ろしてきた！

（く、そっ！）

　さすがに場慣れしている。伊達だてに修しゆ羅ら場ばもくぐってないな。やつは地面を叩たたき壊こわすことで、俺の動きを封ふうじ、同時にダメージを与あたえようとしている。

　揺れる地面は不安定で、飛び散る小石は弾だん丸がんのようだ。それはキリング自身には通用しないが、この俺には効果てき面のものだった。

（もう見み抜ぬかれてるか……！）

　騎士の格好をしているが、俺のジョブは斥せつ候こう職、動きの速さが肝きもの職業だ。

　スピードを殺されたら何もできない。小石をかわすことも、この場から飛び退のくことも、俺の強みらしい強みが生かせない。

　それを承知のうえでキリングはあの攻こう撃げきをしたんだ。これまでの戦いで、俺の強みと弱点が他のやつらに見抜かれつつある。準々決勝からが本番とは、こういったことも指しての言葉だろう。それを今さらながらに痛感しつつ、俺はキリングの二の手、三の手を必死になってさばいていた。

「オラアアッ！　オオオッ!!」

「ぐっ！　くっ！」

「砕くだけろォォォォォッ!!」

　キリングが叫ぶごとに闘技場が砕ける。

　地面には亀き裂れつが走り、舞まい上がった小石が音を立ててぶつかってくる。

　甲かつ冑ちゆうを着ていて良かったのか悪かったのか。そんなことを考えているヒマもなく、俺は絶え間ない猛もう撃げきにさらされ続ける。魔物の群れを皆殺しにする腕わん力りよくが、俺ひとりに向けて集中しているんだ。燃え盛る炎のように、あるいは吹ふき荒あれる嵐あらしのように、キリングは止めどなく、また、一いつ切さいの容よう赦しやが感じられなかった。

「黒騎士っ！　黒騎士っ！　黒騎士っ！　黒騎士っ！」

「キリングゥゥゥーーーーッ！　皆殺しのキリングゥゥゥッ!!」

　刻むような黒騎士コールと、引き伸のばすかのようなキリングコール。

　不思議と調和するふたつの音に囲まれながら、俺たちは刃やいばをぶつけ合い、闘技場の中心でつばぜり合いを始めた。

「本物だ！　おめえはやっぱり本物だよ！　この強さ、この力強さ、間ま違ちがいねえ！」

　歯をむき出して笑うキリングは、ますます斧おのに力を込めて押し込んできた。

　それを何とかショートソードで押し返し、しかしすかされそうになって慌あわてて転がる。

（ちっ！）

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした見た目から、キリングは純じゆん粋すいなパワーファイターだと勘かん違ちがいされやすい。しかし実際はレイピアやシャムシールさえも使いこなすほどの技ぎ巧こう派で、馬ば鹿か正直にぶつかり合うだけの力ちから自じ慢まんとは一線を画していた。

　力だけで頂点に立てるほど冒険者の山は低くはない。心技体、すべてを兼かね備えた者が立てる境地が、今、キリングが立っているような場所だった。

「オレの国の騎士団長でも、まともに打ち合えば数すう合ごうと保もたねえ！　それをおめえはやってのけている！　誇ほこれ！　そして闘たたかえ!!　もっと！　もっとだ!!」

　獰どう猛もうな本能を解放して、キリングは加速度的に手数と一撃の重さを増していく。

　その猛撃を前に防戦一方の俺は──しかし、まだ余よ裕ゆうを残していた。

（……この程度か？）

　仮面の下の冷たい瞳ひとみで、客観的にキリングの実力を分ぶん析せきする。

（かなり腕うでを上げたと思ったが……ここまでだったか）

　巨きよ岩がんのように重たい戦斧をショートソード一本で逸そらし、俺は危なげなくキリングの攻撃を避さけ続ける。そろそろやつの攻撃にも慣れてきた。焦じれたキリングが、力強く、しかし雑な一撃を放つまで。俺は暴風のような攻撃に身をさらし続ける。

（そろそろか。カウンターで首を狩かって終わり。それで準決勝進出だ）

　やがてキリングの動きに疲つかれが見え始めた時、俺は勝利を確信していた。

　一いつ騎き当とう千せんの重戦士。巌いわおのごとく鍛え上げられた剛ごう腕わんにかかれば、貧弱な防ぼう御ぎよ力しか持たない俺など一たまりもないだろう。しかしそれは当たればの話で、彼我のレベル差、ステータス差を考えると、このまま続けてもそんな未来は訪おとずれない。

　斥候職は「回かい避ひする盾たて」と呼ばれるほどの技巧派だ。避けて、かわして、受け流して。俺は十二分の余裕を持って、その瞬しゆん間かんを待ち続けていた。

　そして──。

「オラアアアアアアアッ!!　砕けろおおおおおおおおおっ！」

（きた）

　気き炎えんを上げたキリングが、一ひと際きわ大きく戦斧を振り上げた。

（ここだ。この大振りをかわして、首を狩る）

　一瞬の隙すきを突つき、速すみやかに敵を絶命させる。それこそが斥候職のファイトスタイルであり、俺の最も得意とすることだ。なに、簡単なことだ。目をつぶってでもできる。ほら、この軌き道どうに剣けんを沿わせて。すれ違うように首筋を切り裂さいて──。

　俺にははっきりと数秒先の未来が見えた。首を切られて倒たおれ伏ふし、転移と治ち療りようの魔ま法ほうに包まれて消える、そんなキリングの姿が見えていた。

　しかしそれが油断というものだったんだろう。俺の【首狩り】が決まるよりも早く、キリングはとっておきの切り札を発動させていた。

「【グラビトン】！」

「ぐああああああっ!?」

　全身にのしかかる重圧に、俺は今大会において初めて苦く悶もんの声を上げた。

　重い。立っていられない。自分自身の重さによって、俺はひざを突いてしまっている。

　これは上級スキル【グラビトン】だ。使用者の半径十メートルを囲む超重力の檻おり。何倍にも増した重力は、武器や防具を足かせに変え、空飛ぶ龍りゆうですら大地に堕おとす。

　この俺でさえ【グラビトン】には抗あらがえない。手が、足が、肉が、骨が、俺を地面へと縛しばりつける鎖くさりと化している。正体を隠かくすために身に着けている鎧も仇あだとなった。黒く重たい鎧は、まるで拘こう束そく具か何かのようだ。

「切り札を切ろうとしてたみてえだが……」

「……っ！」

「オレの方が、一枚上手だったみてえだな」

　超重力の檻の中、キリングが再び斧を振り上げた。

　すべてはやつの策略だったんだ。あえて豪快に戦ったのも。それで疲れたふりをしていたのも。すべてはこの一撃のためで、俺の油断を引き出すためのブラフだった。

　俺は事ここに至って、自分がまんまと術中に陥おちいっていたことを悟さとった。「この程度だ」と侮あなどっていた相手に、いいように手玉に取られていたことに気がついた。

　俺の中で強い焦しよう燥そう感かんが湧わき上がってくる。まずい。このままではやられる！　冷静を気取っている余裕はなく、しかし、手足は鉛なまりのように重くなっている。

　これでは満足に剣を振るうこともできない！　焦あせる俺は解決策を必死に考え──。

　それを断ち切るように、キリングは大きく戦斧を振り下ろした。

「これで……終わりだあああああああああああっ！」

　直後、闘とう技ぎ場は爆ばく音おんを立てて大きく揺れた。

　巻き上がった土ど砂しやが地面へと落下した時、そこに黒騎士の姿はなかった。あるのは大きなクレーターだけだ。そして立っているのはキリングだけ。

　間違えようもないほどに明確な結果。それを受けた観客は、一際大きな声を上げ、

「……ガハッ」

　血を吐はいて倒れたキリングに、言葉を失った。

「……えっ？」

　転移の光に包まれるキリングに代わって、ひとつの影かげが立ち上がった。

　黒い兜かぶとに黒い鎧よろい。漆しつ黒こくの衣い装しように身を包んだ人物、つまりは俺が、

「…………」

　準々決勝の勝者として、ひとり闘技場に佇たたずんでいた。




「お前、なんだろ？」

　いつもの歓かん声せいではなく、不思議なざわめきに包まれたコロッセオ。その一室で、俺はひとりの少女と向き合っていた。

「そんな形なりをしててもオレには分かる。お前、タカヒロ……なんだろ？」

　褐かつ色しよくの肌はだ。燃えるような瞳。そして赤毛とくれば、間違いようもなくアルティだった。

「なんだ。親父おやじにくっついて観みに来てたのか」

　兜を脱ぬいで髪かみをかき上げる。露あらわになった俺の顔を見て、キリングの娘むすめアルティは「やっぱり！」と大きな声を上げた。

「やっぱりお前だったのかよ！　黒くろ騎き士しの正体はお前！」

「こ、こら。大きい声でわめくな」

「聞こえるだろうが」とアルティの口を封じつつ、俺は周囲の気配を素す早ばやく探さぐった。

　幸い、周りに人はいないようだったが──。

「注意してくれよ、ったく」

「む、む～」

　俺に口を塞ふさがれたアルティは、うんともすんとも言えないような返事をしていた。

「ぷはっ！　って、いつまで触さわってんだ、この馬鹿！」

「ああ、すまんすまん」

　ジタバタと暴れたアルティは、俺の腕うでの中からぴゅうっと逃にげ出して──。

　しかし扉とびらの前でピタリと止まり、照れたような怒おこったような、そんな複雑な表情で俺の方へと振ふり返った。

「う～……まあ、なんだ」

「うん？」

「準決勝進出……おめでとう」

「ああ、うん。ありがとう……？」

　正直、意外だった。こいつのことだから、てっきり「よくも親父を倒したな」とか「ネズミのくせに生意気だ」みたいなことを言うものかと思ってた。

（うーん、でも、最近はそうでもなかったか？）

　一時期のトゲトゲしさはなくなっているようにも思える。

　俺の自じ業ごう自得とはいえ、あれはなかなか激しかったからな……。

　あの頃ころのことを思うと、今は昔のように付き合えて──。

「だ、だけど調子に乗るなよ！」

「うおっ!?　な、なんだよ急に」

「急にじゃねえよ！　分かってんだろ？　次の準決勝、お前の相手はあの騎士だ！　お前みたいに偽にせ者ものの騎士じゃないぞ！　騎士の中の騎士ってやつで、お前のズルい技わざなんか通用しないんだからな！」

「ズルくないって。あれは【ミラージュ・エッジ】っていってな？　幻げん影えいの刃だから、重力操作の影えい響きようを受けなくて……」

「うるせーっ！　お前なんか負けちまえ！」

　なぜかアルティはひとりで勝手にヒートアップし、ぷりぷり怒ったまま部屋を出ていこうとした。相変わらず訳の分からないやつだ。結局何が言いたかったのやら。

「あ、もしかして心配してくれてたのか？」

「はあ!?」

「いや、今のって忠告だったのかなって」

「そ、そんなわけ……!!」

　その声は小さくなって消えていった。

　アルティは頰ほおを染め、口をぱくぱくさせて、しかし何も言わなかった。

　そのまましばらく時間が過ぎて──硬こう直ちよく状態が続くと思いきや──アルティは後ずさるように、ゆっくりと部屋の外へと逃げていった。

「なんだあいつ……？」

　分かるような分からないような。

　うーむ。

「青春だねえ」

「……青春ですね」

「うわっ!?」

　控ひかえ室の隅すみ、木箱の陰かげに隠れていたやつらがぞろぞろ出てきた。

　空気を読んで隠れてくれていたんだろう。しかしその割にはメリッサの、下世話な表情に遠えん慮りよがない。

「いやー、甘あま酸ずっぱい。甘酸っぱいよ、タカヒロくん！」

「なんでそんな嬉うれしそうなんだ……」

「……甘酸っぱいのですか、ご主人さま？」

「お前はお前で興きよう味み津しん々しんだな」

　激げき闘とうのあとだと余計に気の抜ぬけるやり取りだな。

　メリッサやユミエルにまとわりつかれながら、「あれ？　ルートゥーは？」なんてことを気にしながら──。

　これではいけないと思い、しっかりと気合いを入れ直す。

　アルティが忠告してくれた通り、次の試合はあいつとの対戦だ。さしもの俺も本気でかからないと、ちょっとどうなるか分からないような相手だった。

（しかし、騎士の中の騎士か）

　かつての戦いを思い出しながら、俺はぶるりと身み震ぶるいするのだった。




　　　　‐３‐




　こういった大会には賭かけ事が付き物だ。

　誰だれが勝つか、あるいは誰が優勝するかで、みんなが賭けに興じている。

　俺も詳くわしくは知らないが、賭けというのは強い選手ほど配当金が少なく、弱い選手ほど配当金が多くなるらしい。「もしもこいつが勝ったら支し払はらった額の百倍のお金を差し上げます」なんてのは雑ざ魚こ中の雑魚で、勝つ見込みがないからそんな倍率になっているとか。これが優勝候補になると真逆の倍率となり、「[image: 1.2]倍で勘かん弁べんしてください」とか「[image: 1.3]倍でいかがでしょう？」という話になってくる。

　強いやつほど配当金の倍率が低い。それが優勝候補ならなおさらだ。

　そういった事情を頭に入れて、もう一度俺の対戦相手について考えてみよう。

　優勝候補「鉄のカウフマン」。倍率なんと[image: 1.1]倍なり。音に聞こえし最強騎士、武神の加護を受けた帝てい国こくの騎士が、今、俺の目の前に立っていた。

「カウフマン！　鉄のカウフマンだ～っ！」

「ジークムント！　我らが最強の騎士～！」

　再びの闘技場、観客席からは野太い声せい援えんが届いていた。

　帝国バルトロア出身のやつらもいるのだろう。しかしそれだけではなく、王国の民たみさえカウフマンのことを応援していた。最強騎士とうたわれるジークムント＝フォン・カウフマン。優勝候補はさすがに人気が高く、その前では黒騎士人気なんて霞かすんで見えるようだった。

（こいつにだけは当たりたくなかったが……やっぱり出てきたか）

　嫌いやな記き憶おくに表情が歪ゆがむ。実はこの騎士との対戦は、これが初めてのことではなかった。

　冒ぼう険けん者時代、帝国領内にて追いかけ回されたんだよな。俺と優ゆう介すけ、れんちゃんの三人がかりでも止められなくて、結局俺たちは龍りゆうの住まう山まで追い立てられた。あの無限のスタミナ、鋭するどい槍やりさばき、そして憤ふん怒ぬの表情は今でもたまに夢に見る。そんなトラウマ発生源のような存在には、できれば一生再会したくなかったが──。

（いるんだよなあ、目の前に）

　どんな因果だ。さては前世の行いが悪かったのかと、真しん剣けんに悩なやみ始める俺だった。

「姫ひめ様、ご笑しよう覧らんあれ！　貴女あなた様の騎士が、見事、龍殺しに打ち勝ってみせます！」

（ん？　姫様？）

　カウフマンの視線の先、貴き賓ひん席には生徒たちの姿があった。

　そしてその中心近くにはドロテアが楚そ々そと座っている。ということは、

（なるほど。こいつはドロテアの護衛で王国に来てたのか）

　そして生徒たちが闘とう技ぎ大会を観に行くから、余興として出場することにしたと。

　帝国の武ぶ威いを示すためだとか、あるいは王国との友好のためだとか、そういったややこしい事情もあるのかもしれない。しかし大事なのは「俺の目の前に最強騎士がいる」ということであり、いい加減腹をくくる時が来たということだった。

『それでは始めます！　闘技大会準決勝……!!』

「…………っ！」

「…………っ！」

『開始ぃぃぃぃ～～～～～～っ!!』

　ごうんという低い鐘かねの音に、俺は先手を打つように駆かけ出した。

　これまで俺は防戦からのカウンターで勝利してきた。相手を先に動かして、それを見切ってからの反はん撃げきで勝ち進んできたんだ。カウフマンはそれが俺のファイトスタイルだと知っているはず。今回もそのように動くと思い込んでいたはずだ。

　だからこそ、意表を突つくように今度は俺が先に動く。先手必勝の精神で、俺は矢のようにカウフマンに飛びかかっていったのだが──。

（……駄だ目めかっ！）

　小細工でどうにかなるような相手じゃなかった。

　相手は神の加護を持つ神格者だ。レベルこそ俺より低いが、それが当てにならないような技量、膂りよ力りよくを身につけている。

「ふん！　はああっ!!」

「っ!!」

　槍の一振りで俺は子犬のようにはね飛ばされた。

　空中をくるくると回りながら、俺は兜かぶとの下で冷たい汗あせを感じていた。

「黒騎士など何するものかっ！　我が国、我が姫に勝利を捧ささげる！」

　銀ぎん髪ぱつの偉い丈じよう夫ふが吠ほえた。甲かつ冑ちゆうの重さを感じさせず、やつは槍を高らかに掲かかげて──。

　グッと力を込め、空中の俺へと追撃をかけてきた！　ロケットのような爆ばく発はつ力に、俺は慌あわててショートソードを盾たてのように構える。

「はあああああああっ!!」

「うっ！　ぐっ!?」

　まるでゲームか何かのような動きだ！

　俺を槍で突き飛ばしたカウフマンは、何もないところを走り、二段、三段と空中でジャンプし、おまけに猛烈な勢いで加速を始めた。

（こんなのチートじゃねえか!!）

　これが神の加護の真骨頂というものなんだろう。

　かつて戦った時よりもでたらめな動きに、俺は早くも最強騎士に翻ほん弄ろうされつつあった。

「むううううんっ！」

（うわあああっ!?）

「はあああああああっ!!」

（ひいいいいいっ!?）

「逃にがさんっ！　逃がさんぞ、黒くろ騎き士しっ！」

（もう、勘弁してくれよ！）

　戦いはもはや完全にカウフマンのペースだった。

　俺が避さけても最強騎士は追ってくる。俺が逃げても瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめてくる。

　苦し紛まぎれに【ミラージュ・エッジ】を放っても、

「甘いっ！」

　これだ。幻影の刃やいばは腕うでの一ひと振ふりで払はらいのけられ、反撃とばかりにミサイルじみた槍が轟ごう音おんを立てて飛んでくる。

（倒たおすつもりで戦えば、勝てると思ったんだが……!!）

　それは甘い考えだった。最強騎士の名は伊達だてではなく、俺にはもう、選せん択たく肢しらしい選択肢なんて残されていなかった。

（だったら!!）

「むうっ!?」

　試合開始から五分、初めてカウフマンの動きが止まった。

　それもそのはず、倒すべき敵の姿が──四つに分かれ、増えたのだから。

（【ミラージュ・ボディ】）

　スキルで生み出した分身は、そのすべてが俺であって俺じゃない。

　この幻げん影えいは攻撃能力さえ備えている。剣を構えた俺たちと共に──。

　俺は横手から、カウフマン目がけて突とつ撃げきした！

「「「「おおおおおおおおおおおおっ!!」」」」

　狙ねらいはやはり首元！　一撃必殺の【首くび狩がり】だ！

　分身たちには好き勝手に攻撃させて、その混乱の中でやつの首を狩る！

　ただそれだけを考え、俺は無心にカウフマンの下もとへと近づいて、

「はああああああああああっ!!」

「…………っ!?」

　次の瞬間、分身たちは弾はじけて消えた。

　カウフマンの放った裂れつ帛ぱくの気合いが、すべての幻まぼろしをかき消したのだ。

　尻しりもちをつく俺に対し、最強騎士は槍を構えて静かに伝える。

「かつて私は貴様のような手合いに後おくれを取った」

「…………!!」

「しかし！　このカウフマン、二度の敗北は味わわん！　姫様を前にして、そう何度も負けるわけにはいかんのだ!!」

　それは果たして、どのような感情によるものだったのだろう。

　それは俺には分からなかったが、今のカウフマンはまさに神がかった力を宿している。

　それに対する俺の手は──勝利のための、次の一手は──。

「これで決着だ」

　あがくように分身を出す俺に対し、カウフマンはゆっくりとその槍を構えた。

　そして俺が立ち上がるよりも早く、やつは鋭く槍を突き出して──。

「がっ……!?」

　直後、驚きよう愕がくに目を見開き、後ろを振り向いた。

「きさ、ま……!!」

　背後に立っていた俺に対し、最強騎士はなおも槍を突き立てようとする。

　しかしそれよりも早くやつは転移光に包まれていき──。

　そして闘技場には、俺だけがひとり残されていた。

「……わ」

「……うわ」

「「「わああああ……!!」」」

「「「わあああああああああああ……っ!!」」」

　遅おくれて沸わき上がる歓かん声せいを聞きながら、俺はふうと大きく息を吐はき出した。

　最強騎士は強かった。その名に恥はじない実力を持っていた。俺もあの技がなかったら、きっと今ここにこうして立っていないだろう。

「【チェンジ・ボディ】。廃はい人じんプレイヤーから教わった、俺のとっておきだ」

　分身と入れ替かわる、シンプルかつ強力なスキルの名をぽつりとつぶやく。

　その直後に、ドッと冷や汗が噴ふき出してくるのを感じていた。




　　　　‐４‐




「決勝戦の相手は白騎士？」

　例の部屋に戻もどってきた俺は、ユミエルの前で素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

　Ａブロックの準決勝が終わってから、わずか数分後のでき事だ。うかつに表を歩き回れない俺は、ユミエルたちに偵てい察さつなんかを頼たのんでいたんだが──。

　部屋を出ていったかと思えば、すぐに戻ってきて言った言葉がこれだ。

　Ｂブロックは白騎士が勝った。白い甲冑の戦士が勝ったのだと。

「え？　白騎士って、白い騎士って意味？　俺みたいな甲冑姿の？」

「……はい。純白の鎧よろいを身にまとった、正体不明の騎士でした」

「そんなやついたっけな？　予選も違ちがう組でやったのかな？」

「多分そうだと思うよ～？　わたしも本戦で初めて見たもん」

「ふうん？」

「タカヒロ！　白騎士は素顔を隠かくして戦う怪あやしいやつだ！　怪しいやつだったぞ！」

「俺もそうなんですけどね？」

　報告を受けながら、あごに手を当てて考えてみる。

　大陸西部広しと言えど、名だたる実力者は数えるほどしか存在しない。「皆みな殺ごろしのキリング」「鉄のカウフマン」「紫し電でんのコルディア」に「聖戦士アル・エイド」。パッと思いつくのはこんなところか。このうちふたりはもう倒したから、残ったやつらが正体を隠して参加しているとか？

「……白騎士は強かったです」

「優勝候補のコルディアさんと……そうそう、聖戦士って人もやられたんだよ！」

「うわ、候補者が消えた！」

「「？？？」」

「いやいや、こっちの話で」

　う～む、謎なぞだ。白騎士の中の人候補が消え去ったぞ。

　いやまあ、世に知られていない戦士もいるだろうけどさ。そいつがわざわざ白騎士になって、俺と同じ大会に出ているのはなぜだ？　俺と戦いたかったのか？　しかし俺の参加は飛び入りだったから、後追いすることなんてできなかったはず。

「うーーーーーん」

　そもそもなんで白騎士なんだ？　いつぞやのコスプレ黒騎士とは違うのか？　ただの偶ぐう然ぜんかもしれないけど、それにしちゃあなんか作さく為い的だよな。

　決勝戦が白騎士対黒騎士なんて、狙ってやってもできることじゃないぞ。そこに何らかの意図を感じ、俺は考え込んだまま黙だまりこくる。

　しかしそうこうしているうちに、決勝戦の時間は迫せまってきていて──。

『黒騎士さ～ん……黒騎士選手～……どこですか……』

「あ、ほら！　係の人が呼んでるよ？」

「いよいよ頂上決戦の時だな！」

「……ご主人さま。ご用意を」

「ああ、うんうん」

　ユミエルたちに急せかされて、俺は座っていた椅い子すから腰こしを上げた。

　鎧の留め具を確かく認にんし、最後に兜をかぶって黒騎士に変身する。白騎士とかいうやつも、今、同じように準備をしているんだろうか？

　そんなことを考えながら、俺はとんとんとブーツの先で床ゆかを鳴らした。

「じゃあ、行ってくる」

「うむ！」「うん！」「……ご健けん闘とうを」

　少女たちに見送られ、俺はそっと静かに部屋の外へと出ていく。

　依い然ぜんとして白騎士のことは気にかかるが──今は大会のことだけに集中しよう。

　優勝して危険なアイテムを封ふう印いんする。ただそのことだけを考えて、俺はコロッセオ一階の控ひかえ室へと急いだ。




　三日にわたる大会も、いよいよ大おお詰づめを迎むかえようとしていた。

　予選のバトルロイヤルに始まって、一回戦、二回戦と重ねていき、三日目の昼過ぎ、いよいよこれが決勝戦だ。泣いても笑ってもこれが最後、この結果次し第だいで「今年度の最強は誰だれか？」が決定する。

　俺は正直、そんなことには興味はないが──。

　勝ちだけはなんとしてでも拾わなければならない。危険なアイテムが危険なものだと知られる前に、俺が手に入れてアイテム欄らんにしまい込むんだ。

　そうすることで誰の手にも渡らなくなる。俺が考えられる限りの最善が、このアイテム欄に頼たよった封印方法だった。

（……っ！　来たか！）

　薄うす暗くら闇やみの控え室、その正面にある鉄てつ格ごう子しが上がっていくのが見えた。

　いよいよ戦いの始まりだ。俺はここから、そして対戦相手は向かい側から出てくる。

　そして剣けんをぶつけ合うんだ。相手の正体は分からないままだが、ここは恐おそれず前に踏ふみ出すしかない。

「ふうっ」

　緊きん張ちようから吐と息いきが漏もれる。

　しかしそれを断たち切るように、俺は力強く、まっすぐに進んでいった。

「「「わああああああ……っ！」」」

　午後三時の闘とう技ぎ場、そこには変わらず大歓声が鳴り響ひびいていた。

　明るさの変化に俺はわずかに立ちすくみ──。

　やがてそれにも慣れた頃ころ、真正面に例の戦士の姿を認めた。

（白しろ騎き士し……）

　なるほど、白い。俺とはまるで対照的だ。

　背格好は同じくらいの純白の騎士が、俺と同じように佇たたずんでこちらを見ている。

（……誰だ？）

　兜かぶとに隠れて顔は見えない。しかしその姿勢、身に着けている装備の質から、相当な実力者であろうことは見て取れる。俺と同様、ここまで実力で勝ち進んできたんだ。たとえ名無しの戦士だとしても、これまで以上の警けい戒かいが必要だと思えた。

『皆みな様さま、お待たせしました！　いよいよ決勝戦が始まります！』

　観客席から司会の声が聞こえてきた。

　もうすぐだ。もうすぐ始まる。また小さく息を吐き、俺は剣を抜ぬき放つと──。

　開始の鐘かねと同時に、一直線に駆かけ出した！

「ふっ！」

　けん制代わりに【ミラージュ・エッジ】を投げ放つ。

　近い。向こうもこちらに近づいてきている。姿格好が似ていると、考えることまで似通うものなんだろうか？　うかがうようなヒマもなく、もう白騎士は目の前だ。わずかな動作でエッジを弾き、やつはロングソードを大上段に振ふりかぶる。

（……まずい!!）

　瞬しゆん間かん、俺は膨ふくれ上がるような力を感じた。

　ただの斬ざん撃げきが──キリングの渾こん身しんの一撃のように思える！

　想像以上の力量に、俺は震ふるえると同時に横手へと跳とんだ。しかし白騎士は回かい避ひを許さず、俺がいた場所を「空間ごと」切り裂さいた！

「なっ……!?」

　思わず声を漏らす俺。

　その視線の先は、三日月の形にえぐれていた。

（【クレッセント・キャリバー】……）

　どんな技わざを使ったのか、それ自体は俺にも分かった。

　だけど威い力りよくはけた違いだ。闘技場の地面が砂場のように切り裂かれている。

（思った以上の力だ！）

　細身の外見に惑まどわされちゃいけない。あの白騎士はとてつもないほどの実力者で、その力はキリングやカウフマンさえ上回っている。それでいて妙みような力を感じないということは、あれがやつの素の実力だということ。神の加護を受けず、悪あく魔まの力も借りず、白騎士はあれだけの攻撃をしてみせたのだ。

　おそらく、やつのレベルは２５０だ。とても信じられない話だが、この世界に俺と同等のレベルの人間がいた。

　本当に？　なぜここに？　やつもあのアイテムが狙ねらいか？　疑問が次々と湧わいてくるが、今は悠ゆう長ちように考えている時間がない。俺の動きを確かめていた白騎士は、合が点てんがいったとばかりに猛もう烈れつな攻撃をしかけてきた！

「くっ！　はっ!?」

　まるで嵐あらしのような連撃だ！

　ここ数年間、こんな攻撃はお目にかかったことがなかった。

　ＶＲＭＭＯでは飽あきるほどに体験したが、この世界に来てからはこれほどの剣、俺は受けたことさえなかった。人間に追い詰つめられたのさえ久しぶりだ。その数少ない経験が、まさか今日一日に三度もあるとは──。

　間違いなく今日は厄やく日びだ。俺は白騎士の攻撃をいなしながら、必死になって【ミラージュ・エッジ】や分身で反撃していた。

　しかし──。

（くっそ！　もう剣がもたねえ!!）

　受け流すように使っていたが、それでも白騎士の攻撃は強力だった。

　俺のショートソードは目に見えて曲がりつつあり、その根元には大きなヒビも見て取れる。あと一合、二合でお陀だ仏ぶつだ。代わりの剣がないこともないが、アイテム欄を開けるだけの余よ裕ゆうはあるのか。

　焦あせる俺に対し、白騎士は未いまだ多くの余裕を残している。

　わずかな汚よごれもない純白の鎧を光らせながら、やつはぐるりと俺の方を向き、

『どうした』

「……え？」

『なぜ本気を出さない……タカヒロ』

「…………っ!!」

　聞こえた声に総毛立った。兜かぶと越ごしにくぐもってはいたが──。

　今の声は、れんちゃんの声なんじゃないか？

（い、いや、まさか！）

　即そく座ざに否定の言葉が湧いて出る。こんなところにれんちゃんがいるはずがない。きっと俺の聞き間ま違ちがいで、あれはまったくの別人、れんちゃんとは違う人で、

（俺のことをタカヒロと呼んだのに？）

　あれだけの力を示したのに？　レベル２５０の膂りよ力りよくを見せつけたのに？　なんでお前は気づかないんだ？　本当に違うと思っているのか？

　パズルのピースがはまるように、白騎士の正体が浮うかび上がってくる。

　れんちゃん。倉くら本もと蓮れん次じ。俺の幼おさな馴な染じみにして、この世界においては並ぶ者なき剣士。

　それが今、俺の前に立つ者の正体だった。

「れんちゃん……！」

　呻うめくように俺は言った。

　押し殺すようなその声に、しかしれんちゃんは何の反応も示さない。

「なあ、れんちゃん、俺だ！　貴たか大ひろだ！」

　自分の顔を指し示して、俺は親友へと呼びかけた。

　だけどやっぱり何の言葉も返ってこない。れんちゃんは静かに佇んだまま──。

　いや、剣を握にぎり直し、猛もう然ぜんとこちらに襲おそいかかってきた！

「またかよっ！」

　これじゃ数ヶ月前の焼き直しだ！

　不意の再会、謎の襲しゆう撃げき。お互たがい顔こそ隠かくしているが、していることはまったく同じだ。

　れんちゃんはひとりで勝手に暴走して、俺はわけが分からないまま必死にそれを凌しのいでいる。こうなった以上、俺たちは戦うしかなかった。どちらかが倒たおれるまで、全力を尽つくして戦うしかなかった。そんなところも以前と同じだ。同じことの繰くり返し。

（……だけど!!）

　数ヶ月前とは違うことがひとつだけあった。

　それは俺の決意だ。今度、れんちゃんが現れた時は、縛しばり上げてでも事情を聴きこうという決意。殺すのではなく、話をするために全力を尽くす。そう決めていたからこそ、俺の立ち直りは早かった。

「【ブースト】！」

　襲いかかる白騎士に、俺は逆に加速をつけてぶつかった。カウンター気味に入った直じか蹴げりは、やつの体を大きくはね上げ、観客席近くまで後退させた。

　その隙すきにショートソードを放ほうり捨てる。こんなものはもう役に立たない。偽ぎ装そうとしての装備もいらない。

　俺はアイテム欄を素す早ばやく開くと、装備品の項こう目もくを慣れた手つきで操作していく。

「お望み通り本気を出してやる。覚かく悟ごしろよ、蓮次！」

　そして最後の操作を終えた時──。

　俺の体は光り輝かがやき、重たい鎧よろいが消失していった。

「お、おお……！」

「おおおおおお……!?」

　観客席からどよめきが起こる。それを耳にしながら、俺は自分が最適化されていくのを感じていた。

「黒騎士が、鎧を脱ぬいだ……！」

　馴染まない剣がナイフへと変わった。重たい鎧がジャケットへと変わった。何もかもが軽く強きよう靭じんになっていき、その度たびに俺は力が湧き上がってくるのを感じる。

　このすべてが最強装備、それを装備した俺が最強の俺だ。正体を隠すため、顔には人の認にん識しきを誤ご魔ま化かすための仮面を着けて──。

　俺は再び、れんちゃんの前に立っていた。

「待たせたな。ここからが本番だ」

　口元だけでにやりと笑う俺。同じように白騎士が笑う気配が感じられた。

　ここからはもう言葉もいらない。ただ全力を発揮するだけだ。俺たちはゆっくりと歩み寄っていき──。

　次し第だいに加速し、音速を超こえてぶつかり合った。

「うわあああああっ!?」

　歓かん声せいではなく悲鳴が聞こえる。

　闘技場は壊こわれんばかりに震え、失神する者、逃にげ出す者たちが見えた。

　さもありなん、ここからは闘技者ではなく、化け物同士の戦いだ。俺たちの技のひとつひとつが、まるで天変地異のような効果を発揮していた。

「喰くらえよっ！　【サンダー・ブリッツ】！」

『ぐうう……!!』

「【シャドウ・バイト】で……千切れろおおおおおおおっ!!」

　雷いかずちをまとった掌しよう底ていに、地面から湧き上がる無数の影かげ。

　それに対してれんちゃんは、【ガイア・ブレイク】で大地を砕くだき、【ドラゴン・ファング】で俺を切り裂こうとした。

　だけど、甘い！　まだだ！　まだ！　まだ！　まだ、足りない!!

　俺を倒そうと思うなら、もっと、もっと、もっと！　速さと力強さが必要だ！

　アドレナリンの分ぶん泌ぴつを感じる。気分が高こう揚ようしていくのを感じる。しかしそれが心ここ地ちよく、今の俺はかつてないほどに速く鋭するどく動けていた。

（勝てる……!!）

　数ヶ月前にも俺は勝った！

　その時よりも俺は確実に動けている！

　このままスキルと攻撃とで押し切って、有う無むを言わさず決着をつけてやる──。

『……ここだ』

「…………っ!?」

　不意に、腕うでを取られたのを感じた。

　左腕がれんちゃんによってつかまれている。そしてそれは万力のような力強さで、俺の自由な動きと俊しゆん足そくとを妨さまたげていた。まさか、これを狙っていたのか!?　この一瞬、俺の腕をつかむために、こいつは俺に好き放題やらせていたと？

（しまっ……!!）

　気づいた時にはもう遅おそい。

　白しろ騎き士しの右手の剣けんは光り輝き、必殺の威力をもって振り下ろされて──。

　次の瞬間、閃せん光こうがコロッセオを照らしていった。同時に巻き起こる土つち煙けむり。リングを囲むバリアは音を立てて崩くずれ、そこからもうもうと砂と煙とが漏もれ出していた。

「けほっ！　けほっ！」

「た、戦いは？　戦いはどうなったんだ？」

　天変地異でも逃げ出さない、性しよう根ねの据すわった観客たちがいたようだ。

　そいつらはおそるおそる観客席から顔を出し、椅い子すを盾たてにするようにリングの様子をうかがっていた。勝ったのはどっちだ？　白いのか？　黒いのか？　必死になって探す人々が見たものは──。

　立ち上がる俺と、今まさに倒れていく白騎士の姿だった。

「うおっ……！」

「お、おおお……!!」

「黒騎士だぁぁぁぁぁああああああっ!!」

　ここで初めて、観衆は興奮のままに声を上げた。

　言葉を忘れたかのように静まり返っていた人々は、まさかの逆転劇にあらん限りの声を張り上げた。

「「「黒騎士っ！　黒騎士っ！　黒騎士っ！　黒騎士っ！」」」

「「「おおおおおおおおおおっ!!」」」

　唱和される黒騎士コール。

　爆ばく発はつするような音のリズムに圧おされ、俺はゆっくりとその場に尻しりもちをついた。

　そして仰あお向むけに倒れるれんちゃんに語りかける。今度も俺の勝ちだったなと。すんでのところで俺の切り札が間に合ったなと。

「ふう……ははは、どうだったよ？」

『………………』

「俺の【蜃しん気き楼ろう】はやっぱ強つええだろ？　完全回かい避ひスキルだもんな」

『………………』

「だけどタイミングが難しいんだぜ？　早くても遅くてもさ」

『………………』

「何とか言えって、おい」

『………………』

　白い兜かぶとを小こ突づきながら、俺は笑ってれんちゃんを見た。

　その体は末まつ端たんから、ゆっくりと転移光に包まれつつある。数分もしないうちに転移と治ち療りようが完かん了りようし、こいつは控ひかえ室へと移されるんだろう。

　転移が遅いのはバリアが壊れたせいか、はたまた致ち命めい傷しようではなかったからか。それは俺には分からなかったが、今ここで少し話す余裕くらいはありそうだった。

「ったく、なんで正体を隠してたんだよ？　お前も賞品狙ねらいだったのか？」

『………………』

「あのアイテムはヤバいもんな。見て見ぬふりとかできないよなあ」

『………………』

「ん？　れんちゃん？　気絶でもしてんのか？」

　案外だらしないやつだな。そう苦く笑しようしながら、俺が再び兜を小突くと──。

　パカッと音を立て、白い兜が真っ二つに割れた。そしてその下から現れたのは、

「は!?」

　まず目についたのは、長く美しい黒くろ髪かみだった。俺と違ってストレートで、夏の太陽の下で艶つや々つやと輝いて見えるようだった。そして爬は虫ちゆう類るいにも似た金色の瞳ひとみ。それはいわゆる龍りゆう種としての特とく徴ちようで、れんちゃんの目とは似ても似つかないものであり、

「ってお前、ルートゥーじゃねえか!!」

　果たして白騎士の正体とは、俺もよく知るドラゴンだった。

　変身能力で大人の姿になっていたのか？　よく見ると体のあちこちには丸みがあって、どこか女性的な要素を感じさせた。

[image: ]

　だけどそれらはここまで近づいてようやく気づくレベルのもので──。

　いや、冷静に考えてる場合じゃねえぞ！　なんでだ!?　なんで!?　なんで白騎士がルートゥーで、なんで俺と決勝戦で!?

「なんでなの!?」

　混乱のままに俺は叫さけんだ。否いな、叫ばずにはいられなかった。

　しかしルートゥーはうっとりとした顔で、頰ほおを染めてこんなことを言い出して──。

「最高だったぞ、タカヒロ。やはり我のつがいは、貴様しかおらぬ……」

「お、おい!?　おい！　おい!!」

「我は、満足、だ……」

「ちょっ、待て待て待てって!?　お前には聞きたいことも言いたいこともたくさんあってだなっ！」

　がくがくとルートゥーの体を揺ゆらし、何とか引き留めようとする俺。

　しかしルートゥーは転移光に包まれて、あっけなく俺の腕の中から消えていった。

　残されたのは俺だけだ。いや、俺と観客、そして万ばん雷らいのような拍はく手しゆだけだ。視界のすみでは司会がマイクを拾い上げ、何事かを告げようとしている。

　いやいやいや、ダメだ、ダメだって！　これで終わりにするな！　俺はまだ、色々と整理がついていなくて──!!

『決まりだあああああっ！　優勝者は、黒騎士ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!』

「「「わあああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」」」

「ああっ!?　あ、ああ……しゃ、釈しやく然ぜんとしねええええええっ!!」

　俺の悲痛な叫び声は、勝者を称たたえる歓声にかき消されていった。
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「なんで正体を隠かくしていたんだよ！」

　闘技大会からの帰り道、俺は馬車の御ぎよ者しや台だいでそう叫んだ。

　隣となりに座っているのはルートゥーだ。少女の姿に戻もどったこいつは、悪びれることもなくにっこり笑ってこう言っている。

「なに、こうでもしないと本気のタカヒロと戦えないからな。我はタカヒロに愛されておるだろう？　そんな我が相手では、タカヒロも遠えん慮りよしてしまうと思ったのだ」

「あの鎧よろいはなんだ……！」

「うむ！　実はな、恥はずかしながら、我は『ぺあるっく』というものに興味があったのだ。密ひそかにあつらえていたのだが、なかなか見せる機会がなくてな。あのような大だい舞ぶ台たいでお披ひ露ろ目めとなって、我は嬉うれしかったぞ！」

「れんちゃん、って呼びかけただろう！　違ちがうなら違うって言えよ！」

「れんちゃんとはなんなのだ？　食べ物か何かか？」

「ぐあーっ！　もーっ！」

　馬の手た綱づなを握にぎりしめ、俺はわなわなと怒いかりやら何やらで震ふるえた。

　その気持ちが本当に伝わっているんだろうか？　ルートゥーは満足げにしなだれかかり、俺の腕を抱だいてうっとりとつぶやいていた。

「実に最高だったぞ……あの戦い、あの斬きり合い、我は実に満足だ……」

「俺は大いに不満だ！　なんなんだよ、お前。紛まぎらわしい真ま似ねをしやがって！」

「釣つった魚に餌えさをやらないタカヒロが悪いのだ。我のアプローチを無視してばかりいるから、我はこのような手段に出たのだぞ？」

「は？　魚に餌？　あの戦いが？」

「龍にとって戦いとはじゃれ合いだ。重要なコミュニケーションなのだぞ？」

「初耳ですぅー!!」

　後ろの荷台にいるユミエル、メリッサに見守られながら、俺はルートゥーと言い合いを続けた。しかしドラゴン相手では俺の方が分が悪い。異文化コミュニケーションの難しさを痛感しながら、俺は降参するようにこう叫んだ。

「分かった……今度から気をつけます！」

「うむ、それでこそだ。愛しておるぞ、タカヒロ」

　とろけるように微笑ほほえんで、ルートゥーはまたもや俺の腕を抱いてきた。

　俺はそれに軽くため息をついて、改めて馬の手綱を握り直した。

（そろそろ見えてくる頃ころかな）

　逃にげるように飛ひ竜りゆうに乗った俺たちは、すでに王都近きん郊こう、イースィンド北部へと戻ってきていた。このまま馬車を転がして、あと一時間程度だろうか。とんだバカンスになってしまったが、どうにかこうにかここまで戻ってきたわけだ。

（なんとか目的も果たしたしな）

　優勝賞品はちゃっかりいただいてきた。祝賀会なんかはすっぽかしたが、そこはまあ、許してもらいたい。なんせ「ゾンビ化ウィルス」を無事に回収したんだ。俺は陰かげの功労者と言っても過言ではなく──。




　ファファーン!!




「っ!?」

　突とつ然ぜん鳴り響ひびいたファンファーレに、俺は体を震わせた。

　続いて響く語り部べの声に、ユミエルたちは不思議そうな顔をして辺りを見ている。

【王歴ＸＸＸ年　深い森の中で、そのウィルスは発見された】

【《ネクロマンサー》の大家であるフォルクスラー家は、当初からウィルスの価値に気がついていた。これは革新だと。我らの時代が訪おとずれるのだと。彼らは奮い、歓かん喜きした。やがて彼らに訪れる悲劇を知らず】

【ウィルスの研究は順調に進んだ。脆ぜい弱じやくだった感かん染せん力の強化。遺伝子変異の方向性の固定。管理、培ばい養ようも問題なく進み、末には被ひ験けん者しやを素材とした生物兵器すら生み出した】

「あ、あ、あああ……!?」

　陰いん鬱うつな男の声、それは俺がかつて聞いたことがあるものだ。

　ゾンビイベントのプロローグ。死者の街をさ迷うための導入部。俺が封ふう印いんしたはずのアイテムは、なぜかアイテム欄らんから抜ぬけ出して、勝手に起動を始めていた。

「お、俺は使ってねえだろ！　ちゃんとロックもかけた！」

　なのになんで!?

　驚きよう愕がくに目を見開く俺の前で、例のガラス瓶びんがふわりと宙に舞まい上がっていく。

【フォルクスラー家は滅ほろびた。ウィルスに手を出した者は残らず滅びた。しかし、悲劇はそれだけでは終わらなかった】

【漏もれ出したウィルス。感染した人々。嘆なげきに沈しずむ街。消えていく悲鳴】

【終しゆう焉えんを迎むかえる世界。そして始まる、数多あまたの惨さん劇げき】

「止やめろっ！　も、戻れぇぇぇぇーっ！」

　叫んでもガラス瓶は止まらない。ナレーションは鳴りやまない。

　宙に浮うかんだガラス瓶は、そのまま王都の方へと向かっていき──。

【死者の街、グランフェリア】

【ここでは、誰だれも、生き残れない】

「みんな、逃げろぉぉぉぉーーーーっ！」

　あらん限りの声で俺は叫んだ。

　届かないと知ってなお、俺は叫び声を上げ続けた。

　直後、グランフェリアの上空でガラス瓶が破は裂れつし──街は、緑の霧きりに吞のみ込まれた。
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　大陸有数の大都市、グランフェリアは──。

　今まさに、滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしていた。

「来るなっ！　く、来るな化け物ぉぉぉぉっ!?」

　下級区の路地裏で、一人の男が剣けんを振ふっている。

　誰かを、何かを斬きるためではない。その何かを威い嚇かくし、寄せ付けないためだ。

　ただそれだけのために、大の大人が泣き叫さけび、一心不乱に剣を振り回している。

「来るなっつってんだろ!?　来るなって……オレは来るなっつってんだ！」

　悲鳴のような声にも、でたらめに動く剣の風切り音にも、その者たちは臆おくした様子も見せずに近づいてくる。強くなる血の香かおり。路地裏に響く湿しめった足音。それらがすべて、自分に向かっていることに気がついた男は──剣を放ほうり投げて、逃げ出していた。

「嫌いやだっ！　もう嫌だっ！　神様！　神様ーっ!!」

　入り組んだ下級区の路地を、順路も滅め茶ちや苦く茶ちやに走り続ける男。

　彼は何も信じたくなかった。目に映るすべてを否定してしまいたかった。

　そうでなければ、何もかもがおかしいじゃないか。ここは花の都とうたわれた城下町だ。英えい雄ゆうの末まつ裔えい、イースィンド王のお膝ひざ元もとでもある。あの混沌龍の爪つめでさえ、この街には届かなかったのだ。海路、陸路の要かなめでありながら、要よう塞さい都市としての側面も持ち合わせているグランフェリア。この街は無敵だ。千年王国とはイースィンドのことで、その象しよう徴ちようがグランフェリアだ。それは男にとって絶対不変の真実のはずだった。

　それが、今、揺ゆらいでいる。音を立てて崩ほう壊かいしかけている。

　花はむしられ、風は渦うず巻まき、眩まばゆいばかりの太陽は黒い雲に隠かくされた。生活音は消え、煙えん突とつから昇のぼる煙けむりは散り、街を行き交かう人々は──何かに変わった。

「ひっ！」

　男の視界に何かが映った。路地を抜けた先、下級区の五番目の大通りに、無数の何かが蠢うごめいている。

　いや、本当は「何か」などではない。男には彼らの正体が分かっている。

　彼らは──当たり前のようにグランフェリアにいる彼らは、

「あいぃっ!?」

　背後から忍しのび寄り、男の腕うでに嚙かみついた彼らは、

「止めろ、放せっ！　はな、や、やだぁっ！　やだぁぁぁぁ！」

　悲鳴を聞きつけ、男の下もとへと集つどってきた彼らは、

「オレはっ、オレはぁっ！」

　男の肉を狙ねらい、両手に、耳に食くらいつく彼らは、

「オレは、ゾンビにはなりたくねぇぇぇぇぇ……っ!!」

　名前を、感染者ゾンビといった。
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　俺が駆かけつけた時には、もうすべてが手て遅おくれだった。

　街の人間の多くはすでにゾンビと化していた。かろうじて難を逃のがれた者も、ゾンビに襲おそわれて彼らの仲間入りを果たしている。まだ「ヒト」のままでいる者は人口の一割にも満たないだろう。城じよう壁へきの上からゾンビに埋うめ尽つくされた正門前広場を見つめ、俺は悔くやしさのあまり拳こぶしを強く握にぎりしめていた。

「これは俺が招いた事態だ……」

　あんなものを持って帰らなければ、この光景はなかった。

　遠くで誰だれかの悲鳴が聞こえる。風に乗って粘ねん着ちやく質しつな水音が耳に届いた。少し前まではヒトであったはずの者たちは、濁にごった瞳ひとみで獲え物ものを探していた。

「[image: あ゛][image: あ゛]～、いだぁ～」

　ここにもひとり──いや、一いつ匹ぴき。ゾンビがいる。

　城壁の上をよたよたと頼たよりない足取りで歩く中年男。警備隊のひとりだったのだろう。白い胸当てと兜かぶとをつけた男は、己おのれの持ち場も放ほう棄きして、俺の方へと近づいてきた。

「わがい～、肉だぁ～」

　嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに俺に両手を伸のばす中年男。しかし、ずれた兜からのぞくふたつの眼まなこは、欲望に白く濁っていた。

「……すまん」

　その抱ほう擁ようを、俺は冷たい刃やいばで拒きよ絶ぜつした。

　銀のナイフを、一振り、二振り。それだけで中年男の首は裂さけ、断面からはドス黒い血がどろりと溢あふれ出した。

「本当に、すまない」

　音を立てて倒たおれた警備兵を見つめ、俺はまた顔をしかめた。

　城壁の上から遠くを見つめ、俺は──俺は──。

「いや、でも、俺、本当に男色だけは無理なんだ！」

「いやだぁぁぁぁ！」

　俺が見つめる先、下級区と中級区を分かつ城壁の近くでは、ひとりの青年がゾンビたちに襲われていた。

「オレはゾンビなんかになりたくぅうむむむっむう～～～～～～～っ!?」

　脂あぶらぎったハゲオヤジに唇くちびるで口を塞ふさがれる青年。厚ぼったい唇での濃のう厚こうなベーゼに、青年は手足をでたらめに動かすが、精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうも他ほかのゾンビたちに取り押さえられていた。そしてそのまま、じゅっぱじゅっぱと激しい音を立てて、彼の体には無数のキスマークが刻まれていく。

　やがて青年の抵抗が収まる頃ころ、ハゲゾンビはようやくつかんでいた肩かたを放した。青年の目は他のゾンビたちと同じく、暗く、暗く、濁っている。しかし彼の目の縁ふちからは、一筋の涙がこぼれ落ちるのだった。

「ゲームの中じゃ、もっとマイルドな表現だったんだけどな……」

　やっぱり仮想現実と現実では、生々しさもリアリティも違ちがうってことか。

「ううっ！」

　いよいよ吐はき気を催もよおして、俺は眼下の景色から視線を逸そらした。

　そして記き憶おくに残るイベントのことを──《Another World Online》屈くつ指しの迷イベントのことを改めて思い出していた。

　ゾンビものに見せかけたゲテモノ系イベント。それが『死し霊りよう都市Ｚ　～ゾンビは生肉の夢を見るか？～』だ。プレイヤーはゾンビ化したＮＰＣがあふれる街で、生き残りをかけて必死に戦う。ここまでは普ふ通つうのゾンビものと一いつ緒しよなんだが、

「ああ～！」

　再度、響ひびき渡わたる悲鳴。

　民家の上で、追い詰つめられた少年が感かん染せん者たちの熱ねつ烈れつなキスを浴びていた。

（違うのはあれだ。このイベントのゾンビたちは、嚙みついてくるんじゃなくてキスをしてくるんだ）

　感染が進むと甘嚙みもしてくる。情熱的なハグもしてくるんだったか。

　ともかくそういった接せつ触しよくを──同性相手にしかけてくるんだ!!

（ＶＲゲームもご多た分ぶんに漏もれず、表現規制とか厳しかったからな……）

　ゾンビが人を食い殺すようなイベントは苦情が来る。

　だったら嚙みつきをキスにしよう！　同性相手のいちゃいちゃを好むヤツは腐くさっているとも表現されるし、ゾンビイベントにはちょうどいいんじゃないか？　そうだそうだ、そうしよう！　今度のイベントはそうしよう！

　このイベントは、そんなおかしなノリで作られたんだそうな。

（運営や開発も疲つかれていたんだろうな……）

　しかしそのせいでこの街は今、とんでもない事態に陥おちいっている。

　男が男を襲う。女が女を襲う。薔ば薇らと百合ゆりとが咲さき乱れ、花の都としては相応ふさわしいのかもしれないけれど──。

（いやいや、こんなのとびっきりの非日常だ！）

　グランフェリアがソドムやゴモラみたいに焼き払はらわれてはたまらない。そうなる前に俺が何とかするんだ。幸か不幸かこれはイベント、終わらせる手段も存在している。そしてそれは俺の視界の中に映っている。

「……よし！」

　現状確かく認にんを済ませた俺は──。

　アンデッドらしく復活し、再び立ち上がってきた警備兵を蹴けり飛ばし、城壁の上から勢いよく飛び出していった。




「さて、と。このまま進むんだったか」

　ウィンドウを開いて確認をする。

　あのイベントアイテムが起動してからこちら、俺のシステムメニューにはいくつかの変化が現れていた。まず新しい項こう目もくができている。「イベント」というシンプルな名前のそれには、現在の感染率だの、達成すべき目標だのが書かれている。

　今のところは『感染率：０％』、『港に向かえ！』ってとこだな。イベント欄らんにはミニマップも表示されていて、進むべきルートまで親切丁てい寧ねいに示されていた。

「やっぱりこれってイベントなんだな……」

　そしてそれを始めた俺が、事態の収しゆう拾しゆうを図はかるプレイヤーキャラというわけだ。

　正確にはアイテムが勝手に起動しただけなんだが──今さら誤作動だのなんだのと言ったところでしょうがない。まずは指示に従うこと。そしてそれを続けていって、最終目標まできっちりクリアすることだ。イベントが終われば何もかも元の状態に戻もどるはず。そこもゲーム準じゆん拠きよでありますようにと願いながら、俺は足早に港の方へと向かった。

「おっと……」

　大通りに出ようとしてたたらを踏ふむ。

　駄だ目めだな。ここはもう満員だ。正気を無くした街の人が、次の犠ぎ牲せい者しやを探してあーだのうーだの呻うめいている。

「できればここは通りたくないけど……」

　そうもいかない事情があった。このイベントはあくまでゾンビイベントであり、その参加者の行動は「ホラーゲームらしい制限」で封ふうじられている。決められたルートでしか移動できない。鍵かぎがなければ窓や扉とびらは開けられない。バリケードはなぜか飛び越こえられず、俺の能力自体、いくつかの弱化デバフがかかっていた。

　いや、気持ちは分かる。高いステータスでごり押しだとか、屋根の上を伝って目標まで一直線だとか、そんなのを許したらまともなイベントにはならないもんな。それを防ごうとした開発者の気持ちは理解できないこともなかったが、

（今だけは勘かん弁べんして欲しかったよな～！）

　切実にそう思う俺だった。

「まあいい。行くぞ」

　誰に言うでもなくそうつぶやいた。

　直後、俺は下級区の大通りへと歩き出していく。

　日頃から込み合っているこの区画には、やはりそれだけ多くの人間がいる。正門から放射状に延びる五つの大通りにも、複雑に入り組んだ路地の中にも、大きな樽たるや木箱がいくつも水みず揚あげされる西の港にも、老ろう若にやく男なん女によ、様々な人たちが行き交かっているんだ。

　その多くが感染者となり、そのうち半数が俺の唇を狙ってくるのだからたまらない。事態の収束に向けて動いてはいるが──。

　俺は数ブロックも進まないうちに、早くも泣き出しそうだった。

「うう、男なのに男性恐きよう怖ふ症しようになりそうだ」

　緩かん慢まんな動きで群がる男たちをなぎ倒し、俺は一路、港へと向かう。

　ここまでの道中、襲ってきたのはすべて男だった。華きや奢しやな少年が、精せい悍かんな青年が、腹を揺ゆらした中年男が、杖つえをついた老人が、俺の頰ほおや尻しりに吸いつこうとしてくる。倒れても倒れても起き上がり、唇をちゅぱちゅぱと鳴らす異常なまでの獣じゆう欲よくに、俺はなんだか子犬のように震ふるえてきた。それでも前へ前へと進めているのは、ひとえに高い身体能力のおかげだろう。腕うでを振ふっただけで感染者は吹ふき飛び、一時的にその動きを止めていた。

「これならまあ、何とか」

　いけるかもしれない。そう思いながら、いよいよ港に差しかかったところで──。

　俺は驚おどろきのあまり動きを止めてしまった。

「カ、カオル!?」

　船員や町人、恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんに紛まぎれて──。

　見覚えのある少女がいた。黒くろ髪かみに入った赤毛のメッシュ、あれは間ま違ちがいなくカオルのものだろう。へらへらと締しまりのない顔はカオルらしくはなかったが、そこはゾンビ化の弊へい害がいだと思いたい。

「[image: あ゛]～、タカヒロだぁ～。どこいっでたのぉ～」

　よたよたと、子どものような足つきで俺に迫せまるカオル。

　その瞳ひとみはどんよりと濁にごり、そのくせ頰はピンク色に染まっている。

「えへへ～。がぶがぶ～。がぶ～」

　かぷかぷ、はみはみと、カオルは俺の腕に甘あま嚙がみをしてきた。

　かゆいようなくすぐったいような不思議な刺し激げきだ。俺は呆あつ気けに取られてその行動を見つめていたが、

「って！」

　ハッと我に返った。同時にカオルを軽く突つき放す。

「あう～ん」

　カオルは未練がましい変な声を上げていたが──。

　俺は今、それどころじゃなかった。

（なんでゾンビが異性を襲おそうんだ？　俺の知ってるイベントとは違うのか？）

　だとすれば俺にとって、女性のゾンビも敵ということになる。

　いや、しかし、周りにいるおばちゃんたちは、俺に目もくれていないが、

（こいつだけ特別なのか？）

　俺だけを見つめ、へらへらと笑っている少女。

　このカオルは特別なゾンビで、異性にも襲いかかる習性を持っているとか？

　しかし周りにいるおっさんには興味を示していないし──。

「う～む」

　再びかぷかぷと甘嚙みされながら、俺は腕を組んで考え込んでしまった。

　なぜだ？　どういうことなんだ？　なんでなんだ……？

「いや、考えるのはあとだ！　港に着いたぞ！　次の指示だ、指示！」

「あうん！」

　再びカオルを突き放してシステムメニューを開く。

「うっ……!?」

　感染率が微び妙みように上じよう昇しようしている。０％だったはずが今や３％だ。

　あの甘嚙みにもしっかり効果があったんだろう。改めてカオルを警けい戒かいしつつ、俺は素す早ばやく次の指示を確認した。

「次は『中級区に向かえ！』か。遠回りじゃねえか、くそっ」

　ゾンビだらけの港でひとりごちた。

　愚ぐ痴ちを言ったところでしょうがないな。今は素直に指示に従うとしよう。

「カオル！　今はそこでうーうー言ってろ！」

「うう～」

「絶対に助けてやるからな！」

「ああ～！」

　寄ってきた船員ゾンビを蹴り飛ばし、俺は急ぎ中級区へ向かった。

　このイベントは大部分が俺の知っているイベントだ。しかし、そうとは言い切れない要素に俺は不安を感じていた。




「さて、と」

　指定されたルート通りに道を進み、俺はどこかの路地裏へと来ていた。

　誰だれかがここで感かん染せん者を斬きったんだろう。まだぬらぬらと鈍にぶく光っている血ち糊のりが、べったりと住居の壁かべを窓ごと濡ぬらし、地面に滴したたり落ちていた。

「……人がいないな」

　大通りや港とは打って変わって、人の気配もなければゾンビの気配もない。

　ただまっすぐに薄うす暗ぐらい路地が続いていて──。

　それがどうも怪あやしく感じる。

（こういう場所にはちょっと強めの敵が現れるもんだけど）

　それは果たしてどのようなゾンビなのだろうか？

　緊きん張ちよう感かんから足音を殺し、俺は人ひと気けのない路地裏をゆっくり、ゆっくりと進んでいく。

　するとすぐ横、ポスターがベタベタと貼はられた壁に、何やら真新しい紙が貼られていることに気がついた。

「ん？　なんだこりゃ？」

　思わず足を止めてじっと見る。

　他ほかのものと違ちがって上質の紙だ。色のいいインクも使われている。

　その紙の冒ぼう頭とうには「猛もう犬けん注意！」と書かれていて、続く内容にはこのようなことが記されていた。

『当区画には犬が出ます。あなたの匂においを嗅かぎつけて、獰どう猛もうな犬がやってきます。もしも遭そう遇ぐうしたのなら、一目散に逃にげ出すことをおすすめします。戦おうなどとは考えないでくださいね？　犬は、人間よりも強いです。　Ｍより』

「うわ、フラグが立ったぞ！」

　しかもどっかで見た筆ひつ跡せきだ！

　手紙と来ればあのぽわぽわ聖女の仕し業わざなんだろうが──。

　なんでこんな回りくどい警告をするんだ？　俺がプレイヤーであるように、あいつも何らかの役割を与あたえられているのか？

「……あり得る」

　この場合は陰かげからの支し援えん者だろうか。ホラーゲームにたまにある役回りだ。

　そいつが警告したのなら、それは起きるという前まえ振ふりになるはず。この手紙はそういったもので、俺はそれにまんまと引っかかってしまったんだ。

「いや、そもそも、この場所からしてもう」

　犬が出る雰ふん囲い気きなんだよなあ。

　路地は不思議と一直線で、突き当たりにはいかにもな高い塀へいがある。わずかに鼻をつく獣けもの臭しゆう、そして耳をすませば聞こえてくる犬のうなり声。決定的な状じよう況きように、俺は覚かく悟ごを決めなければならなかった。

「これは、もしかするともしかするのか……？」

　できれば予想は外れて欲しい。そう願いながら、俺はおそるおそる歩を進めていく。

　しかし願いはあっさりと打ち砕くだかれ、猛犬は忠告通りにやってくるのだった。

「「アオーーーーーーーーーンッ！」」

　ゾンビ犬だっ！　ゾンビと化した犬が二匹ひきも飛び出してきた！

「って、クルミアとゴルディじゃねえか！」

　大きな犬の獣じゆう人じんが、四つん這ばいになって俺の方へと駆かけてくる。

　その隣となりにいるのはゴールデンレトリバーのゴルディだ。どちらもへろへろと舌を出し、勢いよく俺へと飛びついてくる。

「タカヒロ～♪」

「わうんわうん！　わうんわうん！」

「ぐあっ！」

　やっていることはいつもと同じだが──。

　すさまじいまでの寒気を感じる！　これは、これは──!!

「まさか！」

　システムメニューを開く。するとイベントタブにある感染率が、

「８％、１０％、１５％……!!」

　カオルの時とは比ひ較かくにならない上昇速度だ！

　異様な速さで上昇する感染率に、俺は慌あわててクルミアたちをはねのけようとする。

　しかし、

「「くぅ～ん」」

「うっ……！」

　で、できない！　とても邪じや険けんには扱あつかえない！

　ゾンビ化してもクルミアたちはかわいいわんこ。それを力任せにどかすなんて！

「だ、だけど」

「わうんわうん！」

「ぐあああああああああっ!?」

　感染率は２０％を突とつ破ぱした！　このままじゃ、俺もゾンビの仲間入りだ！

　くそっ、こうなったら、

「これだっ！」

　進しん退たい窮きわまった俺は、非殺傷武器──閃せん光こう弾だんを取り出して、放ほうり投げた。

　瞬しゆん間かん、白い光が路地を埋うめ尽つくした。たまらず転げるクルミアたちを押しのけ、俺は路地の先へと駆け出していく。

「すまん……！」

　罪悪感に胸を押さえつつ、俺は路地をひた走る。

　中級区は目の前まで迫っていた。




　　　　‐３‐




　中級区に到とう達たつした俺、そこに届いたのは次の指示だった。

『冒ぼう険けん者ギルド本部に突とつ入にゆうせよ！』

　毎度のことながらシンプルな指示だった。内容的には複雑なものではなく、その点だけはありがたい。そんなことを思いながら、ギルド本部に向かった俺なのだが──。

　前言撤てつ回かいだ。こんな指示を考えたやつをぶん殴なぐってやりたかった。

「ぷりぷり筋肉……」

「もみ……もみ……」

「おおおおお、おおおおお……」

　冒険者ギルド本部、その一階にあるホールには──。

　厳いかめしい男たちがひしめき合っていた。筋肉と筋肉がこすれ合って、何やら「にゅっ！　にゅっ！」と不思議な音を奏かなでている。

「ふぉおおおおお！　しっくすぱああああっく……」

「ずり……ずりいいいい……」

　二階に続く中央の大階段と、その脇わきに備え付けられた四つの受付カウンター。一階右の扉とびらは訓練場に繫つながり、左は宴えん会かい場も兼かねた大食堂に続いている。ホールの規模も相当なもので、門を潜くぐった者は、まずその広さと高さに目を見張るだろう。

　立派なホールだ。冒険者の本ほん拠きよ地ちに相応ふさわしい場所だ。しかし今やそのホールは、筋肉だるまたちの集会場と化していた。まるで魔ま窟くつ、いや、筋肉地じ獄ごくだ！　男たちの汗あせは異様な熱によって蒸発し、サウナのような様相を呈ていしていた。

「オロロロロロロロロロ」

　俺は近づいただけで吐はいた。

　こみ上げる胃液を抑おさえられず、大広場で滝たきのように吐としゃ物をぶちまけた。

「ぐええ……な、なんて臭においだ」

　納なつ豆とうとワキガを混ぜて、長時間熟成させたかのような臭いだ。

　今からあの場所に飛び込むの？　マジで？　マジで!?

「はっ、はっ、は、は、は」

　口で息をしながらもう一度指示を確かく認にんする。

　依い然ぜん変わらず『冒険者ギルド本部に突入せよ！』だ！　ちくしょうめ！

「くそ、くそう……!!」

　躊躇ためらっているうちに、大広場の感染者たちも集まり始めている。

　このままではここも筋肉と蒸気の地獄と化す。遅おそかれ早かれ同じことだ。

　だったら俺は、俺は──!!

「あー、くそっ！　なるようになれっ！」

　俺は左ひだり腕うでで口元を覆おおい、いよいよギルドホールに飛び込んでいった。

　途と端たんにむわっとからみついてくる酸すっぱい蒸気。ニシンの塩しお漬づけを発はつ酵こうさせたかのような臭いに、俺はまた、胃い袋ぶくろから胃液を吐き出しそうになった。

（臭くさい臭い臭い臭い臭い臭いくさいくさいくさいっ!!）

　床ゆかを蹴けり、肉にく壁へきの頭を踏ふみ潰つぶし、俺は一心不乱に階上を目指す。

　他のことは何も考えない。今が何階だということも、上がっているだろう感染率のことも、すべて余計な思考として排はい除じよする。そのまま上へ、上へと走り続け──。

「ぶはあっ!!」

　およそ一分後、最上階の五階へとたどり着いていた。

「あ～、微び妙みような匂いだと馬ば鹿かにしていた五階の空気が美味うまい」

　しくしくと泣きながら深呼吸を繰くり返す俺。この階はキリング好みのお香こうが焚たかれ、いつもはそれを変な匂いだと感じていたんだ。

　冒険者だった頃ころ、仲間と一いつ緒しよに何度か話したこともある。みんな「防虫剤ざいみたいだな」と笑っていたが、それがこんなに良いものに感じられるなんて──!!

「窓を開け放ってくれていた誰かにも感謝だな」

　毒どく霧ぎりのような筋肉蒸気も、階を進むにつれて薄うすれてきたようだ。

　きっと生き残った誰かが窓を開けておいてくれたんだな。そいつがまだ無事でいるよう、俺はそっと神に祈いのって──。

「……ん？」

　軽い足音に振ふり返った。

　赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下か、そこにはアルティの姿があった。

「なんだ、もう帰ってきてたのか」

「…………」

「自前の飛ひ竜りゆうがあるとこは違うな。王都までひとっ飛びだもんな」

「…………」

「あ、もしかしてお前が窓を開けたのか？　正直助かったよ。下はほんと酷ひどくて」

「…………」

「アルティ？」

　違い和わ感かんに俺は、アルティの様子を見直してみた。

　何やらぼんやりとしている。どこか苦しそうでもある。うつむきがちの赤毛の少女は、胸を押さえて「ああ」とか「うう」とか言い出して、

「タ、タカヒロ！」

「お、おう！」

「オレは……オレは～～～～っ！」

「なっ!?」

　数メートルの距きよ離りから一足に跳ちよう躍やくしてきた！

　アルティは俺の頭にしがみつき、これを放すまいと強い力で抱だきしめてきた。

「も、もが～!?」

「うううう！　ううううう！」

「もが～～～～っ!?」

　強力なホールドだ！　ステータスに弱化デバフがかかった今の俺では、力任せにアルティを引きはがすことは不可能だ！

　おまけになんだか甘い匂においがして、俺の頭には段々と霞かすみがかかってくる。

「うううううううう！」

　頭に抱きつかれたまま、俺が今にも気を失いそうになったところで──。




「ネズミィィィィィィィィィィィイイイイイイイイ!!」




　突とつ如じよ、壁かべを突つき破って大男が現れた。

　瓦が礫れきを撒まき散らし、ギルド本部を丸ごと揺ゆらす突進を受け、俺とアルティはたまらず吹ふき飛ばされて廊下を転がる。

「げ、げえっ、キリング!?」

　現れたのは「皆みな殺ごろしのキリング」と恐おそれられる男だった。

　って、そんなのよく知ってるよ！　数日前にガチンコバトルもした！　あの戦せん斧ぷの一いち撃げきを思い出し、俺はたらりと冷や汗を垂らした。
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「ぶっ殺してやるぞ、このネズミ野や郎ろうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」

「ひいいいいいいいっ!?」

　アルティには目もくれず、俺に向かって拳こぶしを振るうキリング。

　ゾンビ化して理性をなくしたギルドマスターは、壁も床も見境なく破は壊かいしていく。

「てめえみてえなへなちょこにぃぃぃぃぃぃ！　アルティはぁぁぁぁぁぁ！　うちの娘むすめはああああああああああっ!!」

「お父さん自重しろーっ！」

「お義父とうさんだとおおおおおおおっ!?」

「なんか響ひびきが違ちがうぞおおおおーっ!!」

　五階の床に穴を開けながら猛もう進しんするキリング。やつの剛ごう腕わんを避さけながら、俺は自然と屋上の方へと向かっていった。屋上には飛竜の発着場もある。そこにもしも飛竜がいたら、この窮きゆう地ちを脱だつすることも──。

「ごがぁあぁあああぁぁっぁぁ!!」

「しまっ……!?」

　屋上に出た瞬間、キリングに捕つかまってしまった。ゾンビ化した結果なのか、今のやつは一回りも二回りも大きくなっている。

　その巨きよ大だいな男に頭をつかまれ、俺は人形のように持ち上げられて──。

「これは、や、ばい……！」

　強きよう烈れつな痛みが俺の行動を縛しばっていく。

　手足はジンと痺しびれ、体を思うように動かすことができない。

　システムメニューも開けそうにない。腰こしにあるナイフを、どうにか、引き抜ぬい、て、

「あああああああっ!!」

　このままではここで終わる。俺はここで終わってしまう。

（これで、最後だなんて）

　いよいよ視界が赤く染まっていく。

　イレギュラーに次ぐイレギュラーで、俺はここでゲームオーバーに──。

「タカヒロを、放せぇぇぇぇっ！」

「があっ!?」

　思いがけない衝しよう撃げきに、キリングは腕の力をふっと緩ゆるめた。

　それだけで俺の視界は蘇よみがえり、世界に色が戻もどってくる。そこで俺が見たものは、

「逃にげ、ろ、タカヒロぉぉぉぉ！」

「アルティ!?」

　ゾンビとなったはずのアルティが、父親にナイフを突き立てている光景だった。

「うううううううううう!?」

　娘のナイフを背中に受けて、戸と惑まどいの咆ほう哮こうを上げるキリング。彼に向かって、アルティは深く、深く、ナイフを突き入れていく。

「アルティ……！」

　アルティの目に理性の光を感じた俺は、あいつに向けて手を伸のばした。

「タカヒロ……！」

　対するアルティも、宙ちゆう吊づりにされた俺に向かって手を伸ばす。

　俺たちは目と目で通じ合っていた。この窮地をともに脱しようと、目には見えない絆きずなの糸を結ぼうとしていた。

　しかし、どうにもそれがお義父さんの気に障さわったらしい。

「させるがああああああぁぁぁぁぁっぁあぁっ!!」

「うわあああああああああああああっ!?」

「タカヒローーーーーーっ!?」

　大事な娘と悪い虫を引き離はなすため、キリングは俺を力いっぱい放ほうり投げた。

　ウィルスによって強化された筋力。怒いかりによる限界突とつ破ぱ。ゾンビとなっても失うことはなかった、娘への愛と俺への悪感情。それらすべてが集結し、人ひとりを空の彼方かなたへと遠投する力となった。

「あのおっさんは、ばけもんかぁーっ!?」

　俺が発する悲鳴も、遠く、遠くへ消えていった。




「がっ!?」

「ごっ!?」

「ぐええええっ!?」

　民家の上をバウンドし、バウンドし、バウンドして──。

　俺はようやく勢いを止めた。海え老びのようにのけぞって、全身に走る痛みに転がるように悶もだえ苦しむ。

「ぐおおおおおお……！　痛いてえ……！　全身が痛え……!!」

　これがアルティといい雰ふん囲い気きになった報むくいか。

　それにしちゃあ痛すぎる痛みに、俺は青あお息いき吐と息いきでポーションを取り出していた。

「う、うう、どこだここ？」

　ポーションを飲みながら辺りを見回す。

　落下の衝撃で少し荒あれてはいるが、なんだか見覚えがあるような、

「ご主人さま！」

「あ、あ!?　ユミィ!?」

　ここは俺んちの屋上だったのか！

　ぶるぶると頭を振って、俺は駆かけつけてきたユミエルの方を見る。

「あ、あー……ユミィ、か」

「そう、そうです、ご主人さま！」

　普ふ段だんは小声のユミエルが、今は大きな声で話している。

　そのことがなんだかおかしく感じられ、俺はまた屋上にひっくり返った。

「ご主人さま、一体、何が……？」

　今度は不安げな声で聞いてくる。

　そんなユミエルに、俺はピンと指を立てて話しかけた。

「王都に戻る途と中ちゆう、なんか変なアイテムが浮うかんだのは見たか？」

「は、はい。その直後、わたしは家に戻っていて、街にはゾンビがあふれていて……」

「詳くわしくはあとで話すけどさ。これは試練みたいなものなんだ」

「試練、ですか？」

「そう。俺がクリアしなきゃ、街はずっとこのままって類たぐいのやつ」

「そんな……」

　ユミエルの目に絶望が浮かぶ。

　俺はそれを吹き消すように、あえて明るく振る舞まってみせた。

「まあ、いつも通りサクッと片づけてくるさ。お前はここで待っていてくれ」

「……わたしも同行します。今のわたしなら、ご主人さまの助けに」

「お前、多分、家から出られなかったんじゃないか？　だったらお前の役割は『セーフハウスの管理者』か『俺をここで助けるＮＰＣ』だな」

「……どういうことでしょう？」

「これもあとで話す。話すけど……ふう」

「……ご主人さま？」

　立ち上がろうとして傍かたわらのユミエルにもたれかかった。

　思った以上にダメージが大きかったらしい。加えてこのイベントによる気苦労だ。どうにもこうにも力が抜ぬけて、何か支えが欲しくなった。

（なるほど、上手うまくできてるもんだ）

　多分、こいつはここで俺を癒いやすために配置されている。

　どこの誰だれが決めたのかは知らないが、憎にくらしいほどにその企たくらみは上手くいっていた。

「……ご主人、さま？」

「わりい、ちょっと疲つかれた。少しこのままでいさせてくれ……」

　小さなユミエルの体に体重を預ける。

　それを少しも嫌いやがらず、ユミエルは逆に俺の体を抱だきしめてくれた。

　心も体も癒されていくのを感じる。急ぎの話ではあるんだけど、もう少しここで、こうしていたい気持ちが──。

「けしからんな」

「え？」

「我を差し置いて、メイドが主人といちゃいちゃするのは感心せんぞ」

「ル、ルートゥー!?」

　弾はじかれたようにユミエルから離れ、俺は現れた少女の方を凝ぎよう視しした。

「お前もここにいたのか？」

「ああ。なぜかこの家にいて……外に出られなかった」

「これはどういうことだ？」と続けるルートゥーに、「あとで話す」と返しつつ──。

　俺はイベントタブを確かく認にんしていた。この場に縛られているのなら、こいつにもここでの役割があるはずだ。それは一体何なのか、俺には少し思い当たることがあった。

「やっぱりか！　お前が治ち療りよう薬だったんだなあ！」

「む？　むむ？」

　ルートゥーやユミエルは何が何やらという顔をしていたが──。

　イベントタブにははっきりと書かれていた。

『ワクチンの元となる龍りゆうの血を採取せよ』と！

「ルートゥー！　何も言わずに血を採らせてくれないか？」

「なんだ？　不ふ老ろう長ちよう寿じゆの薬にでも使うのか？　それとも万ばん能のうの霊れい薬やくか」

「後者に近い感じだな。ゾンビ化を治せる薬が作れるらしい」

「なるほど、そういうことか。龍血はとびっきりの触しよく媒ばいとなるからな」

　ゲームの世界でもそうだった。この世界でもそんな話をちょくちょく耳にした。

　龍血はかの有名な回復薬「エリクサー」の材料にもなるくらいだ。それが混こん沌とん龍りゆうのものならとびっきりで、ゾンビ化程度なら簡単に治せそうだった。

「イベントアイテムとして……小こ瓶びんが追加されてるな」

「なんだ、それくらいの量でいいのか？　タカヒロのためならいくらでも出すのだが」

「これくらいでいいんだよ！　さっ、早く採ろう採ろう！」

　アイテム欄らんから小瓶を取り出し、俺は腰から愛用のナイフを抜き放った。

　ゴールが見えて興奮していたんだろう。傍はたから見ると完全に猟りよう奇き的な現場だったのだが、それさえ気にせず俺はナイフを突つき出した。

　そしてそれをルートゥーの手に、差し出された手に突き刺さして──。

「ああ～！」

「……ん？」

「い、いいぞ。もっとだ。もっと深く」

　ナイフで刺しているとは思えないような声が出た。

　見ると、ルートゥーは頰ほおを上気させ、はあはあと荒あらい息を吐はき出している。

「やはりお前のナイフは、さ、最高なのだ……!!」

「マゾかな？」

　マゾなんだろうなあ。隠かくすまでもない、真正のマゾだ。

　そういや惚ほれられたきっかけが心臓を突いたことだった。闘とう技ぎ場では半殺しにされてうっとりと微笑ほほえんでいた。生物として強すぎる分、この程度の怪け我がは鍼はりか献けん血けつくらいにしか感じられないんだろう。ゾクゾクと震ふるえるルートゥーを見て、俺は先ほどの余計な興奮が冷めていくのを感じていた。

「はい、採血終しゆう了りようでーす」

「はふー」

　満足げなルートゥーはあえて無視。何か言いたげなユミエルもあえて無視だ。

　俺は龍血の入った小瓶をアイテム欄にしまうと、再度イベントタブを確認し、すっくと力強く立ち上がった。

「それじゃ、俺はそろそろ行くよ」

「……どちらにですか？」

「王立図書館。多分、そこでエルゥの力を借りるんだろう」

「それでこの騒さわぎは終わるのか？」

「多分な。そう長いイベントじゃなかったはずだ」

「「イベント？」」

「ああ、いやいや。こっちの話で」

　誤ご魔ま化かしながらルートを確認する。もう余計な寄り道もないようだ。このまま図書館まで一直線だな。

「お前らはここで待ってろ。すぐに終わらせてくるからな」

「うむ！　頼たのんだぞ！」

「……ご主人さま、ご健けん闘とうを」

「ああ」

　最後にふたりの頭を軽く撫なでて──。

　俺は自宅の屋上から飛び降りていった。




　　　　‐４‐




　率そつ直ちよくに言って、上級区はこれまで以上の地じ獄ごくだった。

　人の数こそ他ほかの区に比べて少なかったが──。

　とにかくひとりひとりの質が高い。そして普ふ通つうのゾンビに加え、特とく殊しゆな行動、奇き抜ばつな言動を取るゾンビが非常に多く見受けられた。

「いかがですかなっ!?　いかがですかなっ!?」

　ステッキをレイピアに見立て、刺し突とつを繰くり返す燕えん尾び服ふくの男。手入れされた髭ひげが特とく徴ちよう的な男は、身なりからして名のある紳しん士しだったのだろう。そのような人物がウィルスに感かん染せんすると、男のケツ穴を執しつ拗ようにステッキで突つつき回る変態と化すらしい。

（どんどん元のイベントからかけ離はなれてきてる！）

　ウィルスが変異しつつあるということなのだろうか？　それともゾンビたちがウィルスによって進化しているとでも？　俺を襲おそってきた少女たち、そして大きくなったキリングを思い出しながら、俺は上級区の通りでひたすら飛んで、跳はねていた。

「わたくし、こう見えてエスコートには自信がありますぞっ！」

「ええい、いい加減にしろっ！」

「がっは!?」

　カウンター気味に右フックを一いつ閃せん！　おまけとばかりに左アッパーも放ち、俺は変態紳士を道路の脇わきへと殴なぐり飛ばした。しかしひとり片づけたところで、おかしなゾンビはひとり、またひとりと増えていき──。

「くそっ！　何気に手て強ごわい！」

　レベルの高さ、能力の高さこそが上流階級の証あかしだと言える。

　下級区民の緩かん慢まんな動きとは比べ物にならない。ぬるぬる動くおっさんたちを、俺は切り倒たおし、蹴けり飛ばしながら進んでいく。

　だけどやっぱりこの数だけはいかんともしがたくて──。

「ああ～、くそーっ！」

　イベントタブを素す早ばやく開き、俺はイベントアイテムである閃光手しゆ榴りゆう弾だんを勢いよく取り出した。そしてピンを抜いて前方に投とう擲てき。ほとばしる白光に紛まぎれ、無心に王立図書館へと向かっていく。

　いい加減、脚あしが鉛なまりのように思えてきた。いつものステータス、自由な進路で走れたらどんなに良かったことか。考えてもしょうがないことを考えながら、俺はひたすら大通りを駆かけていった。

　そして──。

「だーっ、やっと到とう着ちやくかっ！」

　茨いばらの道もいつかは抜ける。

　俺は上級区内を突き進み、王立図書館の前まで来ていた。

「[image: あ゛]～、サヤマさんだ～」

「ん？　ああ、セリエか」

「あうっ」

　見習い司書をデコピンで弾きながら、俺はイベントタブを改めて確認する。

　目的地に着いたことで指示は『地下研究室に向かえ！』に変化しているな。うん、まあ、それ自体はいいんだけど、

「地下……」

　地下の住人のことを思い出す。「図書館の魔ま女じよ」の異名を持ち、普ふ段だんからゾンビか悪あく霊りようかと見み間ま違ちがわれているやつがいる。

（あの女がゾンビ化したら、一体どうなってしまうんだ？）

　筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい変化をすると思う。こう、なんか化け物的な──。

「いやいや！　杞き憂ゆうだ、杞憂！」

　さっき倒したセリエのように、意外と無害な存在になっているかも。

　俺はそう自分に言い聞かせ、神しん殿でんのような造りの玄げん関かんへと向かっていった。

「うう……」

　勝手知ったる何とやら、図書館の地下には仕事で何度も訪おとずれている。

　特に迷うこともなくたどり着けたんだが──ここからだよなあ、ここから。

「おーい、エルゥ～？」

　そっと呼びかけてみる。駄だ目めだ。反応がない。

　薄うす暗ぐらい地下階には人の姿がなく、ただ魔石ランプの灯あかりが揺ゆれている。

「ゾンビはいないっぽいけど……」

　いかにも出そうな雰ふん囲い気きだ。クルミアが出たあの路地と同じ感じだな。

　脇の部屋から今にもゾンビが飛び出してきそうだ。そんな予感が捨て切れず、俺はいつもよりゆっくりと「立ち入り禁止区画」へと進んでいく。あの曲がり角の先が研究室だ。そこでおそらくワクチンを作り、それをどこかで散布してクリアだろうな。イベントの終わりが見えてきて、俺は緊きん張ちよう感かんが薄うすれていくのを感じていた。

（やれやれ。どうにかなりそうだ）

　なんてため息をつきながら、俺が角を曲がると──。

「きええええええええええっ!!」

「うおおおおおおおおおおっ!?」

「ばああああああああああっ!!」

　血走った目のエルフが、いきなり杖つえを振ふり下ろしてきた！

　乱れた黒くろ髪かみが悪霊のようだ！　そいつはぶんぶんと杖を振ると、俺に何とか攻こう撃げきを当てようとして──。

「って、エ、エルゥじゃないか」

「あれ？　タカヒロ君？」

　依い然ぜん乱れた髪のままだが、いつものエルゥと言えばいつものエルゥだ。

　ゾンビ化もしていないようで、動きを止め、俺にきょとんとした顔を向けている。

「な、なんだ、君だったのか。私はてっきりゾンビかと」

「声をかけただろうが。聞こえなかったのか？」

「切せつ羽ぱ詰つまっていてね……いやはや、恥はずかしい」

　ぽいと杖を投げ出して、エルゥはからからと笑い出した。

　うん、やっぱりゾンビではないな。ゾンビみたいな見た目だけどゾンビじゃない。徹てつ夜や三日目辺りのいつものエルゥだ。

「また籠こもって研究してたのか」

「うん、まあね。ちょっと作りたいものがあってだね」

「それが幸いだったな。地上はどこもかしこもゾンビだらけだ」

「うーむ、やはりそうか。参ったなあ」

　いかにも軽いノリで、しかし、深く考え始めるエルゥ。

　打開策でも練っているんだろう。こいつなら何とかしてしまう気もするが、

「ああ、そうだ！　多分これ、お前に渡わたすんだな！」

「うん？　なんだい、それは？」

「龍りゆう血けつだ。ワクチンの原材料なんだと思う」

「ほほう……！」

　龍血の二文字にエルゥはギラリと目を光らせた。やはり食いついてきたか。俺が取り出した小こ瓶びんを見つめ、学者様はさも面おも白しろそうな顔をしている。

「ふむふむ、これは……見るからに高品質の龍血だ！　しかも新しん鮮せんで状態もいいぞ！　これがあればどんな薬だって作れる。あれもこれも思いのままだ！」

「ああ。まさに薬……というか、ワクチンってのを作ってもらいたくてだな」

「まあ待て待て！　考えさせてくれ！　龍血はこれだけしかないんだろう？　だったらきちんと考えて、無む駄だなく有効に使うべきだ！」

「うん、だから」

「ポーション系がいいかなあ。いや！　エリクサーの研究を進めるべきかもしれない！　万ばん能のう薬なんてありきたりだし、ああ、だけど、龍化の秘薬も捨てがたく……」

「聞けよ」

「あいたーっ!?」

　暴走していたエルゥにチョップを入れる。

　こいつは頭が湧わいてんのか？　今作るべきはワクチンだろうが、ワクチン！

「まずはゾンビ化を治す薬を作るんだよ！　それが優先事じ項こう！　分かるか？」

「わ、分かっているさ。うんうんそうだね、優先事項だね」

「本当に分かってんのか……？」

　はなはだ疑問だったし、こいつならどさくさに紛れて他の薬を作りかねない。

　そう危き惧ぐする俺だったが、さすがの俺も専門的な知識、技術では《アルケミスト》であるエルゥに敵かなわない。餅もちは餅屋ということで、俺は素す直なおに龍血を渡すことにした。

「それじゃあ、頼んだ……って、作れるよな？」

「当然だとも。私を誰だれだと思っているんだい？　これほど上質な素材があるからには、失敗する方が難しいと思うがね。いや、しかし世の中には素材を無駄にする者もたくさんいて、先月の学会などでは……」

「ま、まあ、任せる」

　すっかり学者モードになったエルゥは、何やら話しながら研究室の方へと向かっていた。そのあとをついていきながら、俺はイベントタブをこっそりと確かく認にんする。

（うん。間違ってはなさそうだな）

　指示が『ワクチンの完成を待つ』に変わっている。

　じゃあこのままここで休きゆう憩けいしていて──。

「えっ？」

　ウィンドウが乱れたかと思うと、指示が『研究室を防衛する』に変わった！

　それに合わせて唸うなり声が聞こえ、俺が来た方からゾンビの司書たちが押し寄せてくるのが見えた。

「マジかよ！」

　何かが起きそうだとは思っていた。その予感は間違ってはいなかった。

　ゾンビものには付き物の防衛パートが始まったんだ！　あの群れに突とつ破ぱされるとゲームオーバー。問答無用でこのイベントが終わってしまう。

「くそっ！」

　慌あわてて脇の部屋から机を引っ張り出し、そこに椅い子すを重ねてバリケードを作る。

　幸いにしてキリングみたいなゾンビはいなかった。だけど痛みを感じない司書たちは、うーうーと唸りながら机や椅子を乗り越こえようとしてくる。人海戦術で押されちゃ分が悪い。バリケードはぎしぎしときしみ、今にも決けつ壊かいしてしまいそうだ。

「エルゥー!!　急げ！　急いでくれー!!」

「分かっている！　だが数分は保もたせてくれ！」

　さすがに状じよう況きようは理解できているようだ。

　真ま面じ目めかつ緊きん迫ぱくした声が返ってきて、俺は内心ほっとする。

（だけど……数分か！）

　最大で九分は持ちこたえなくちゃいけないわけだ。

　できるか、今の俺に？　できるのか、この貧弱なバリケードで？

「いや、やるしかないんだよ！」

　その通りだ。ここはもうやるしかない。

　机や椅子を重ねに重ねて、そこにとどめとばかりに本ほん棚だなも加えて──。

　それでもきしむバリケードを、俺は押し返すようにしてその時を待った。

（まだか？　まだか？　まだか、まだか、まだか!?）

　増していく圧力、壊こわれつつあるバリケードに、俺は危機感を強めて後ろを振り返った。

　もうすぐか？　もうすぐできるのか？　ただひたすらエルゥの声を待って、

「よーし、できた！　治ち療りよう薬だ！」

「よくやった!!」

　丸いフラスコにはルビー色の液体が満ちていた。

　あれがゾンビ化を治すワクチンなんだ！　だったら、すぐにもこの群れに向かって、

（……いや！）

　使う場所まで指定されている！

『王立学園の時計塔とうに向かえ！』だと!?　んな悠ゆう長ちようなことができるか！

　だけど指示は絶対、クリア条件を満たさなければこのイベントはクリアできない。

　俺はバリケードから離はなれると、ワクチンを受け取ってアイテム欄らんに収めた。

「タカヒロ君、これは散布して使うものでね」

「高いところで撒まき散らせっていうんだろ？　分かってる」

「ええ？　は、話が早いのは助かるが……」

　少し戸と惑まどうエルゥ。彼女はすぐにも立ち直ると言った。

「よし！　では目的地に向かいたまえよ！　ここは私に任せるといい！」

「ああ、頼たのんだ！」

「ああ！」

　エルゥはどんと胸を叩たたいて笑った。

　笑って、得意げな顔をして、そのまま固まっていて──。

「……あれ？」

　やつが正気に戻もどる頃ころ、俺はすでに裏口へと向かっていた。

　避ひ難なん路ろを使って地上に戻るんだ。向こうはもうゾンビでいっぱいだからな。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ！　こういう時は『馬ば鹿か野や郎ろう！　お前を置いていけるか！』となるものではないのかね？　少なくとも私が読んだ小説では……」

「うああ～」

「ひ、ひいっ!?　ゾンビたちが来た！　タカヒロ君！　タカヒロく～ん！」

「ぐうう～、ううう～」

「わああああああああっ!?」

　最後の最後、ゾンビに抱だきつかれるエルゥが見えたが──。

（まあ、すぐに治してやるよ）

　個人的な救助は後回しにして、俺はともかく地上へと向かった。




「み、見ろ！　魔ま術じゆつ障しよう壁へきが破られそうじゃないか！　そうなると、僕らは全ぜん滅めつだ！」

「落ち着けアベル！　取り乱したってどうにもならないぞ！」

「そうよ！　こういう時こそ平静でいるようにと、先生にも教わって」

「嫌いやだ！　そんな言葉に惑まどわされないぞ！　僕は、僕は、助かるんだ！」

「あっ、おい!?　アベル!?」

「待ちなさい、アベル！」

「僕は助かる！　助かるんだー!!　わああああああああ!!」

　なんてやり取りが見受けられる王立学園。無駄に広い敷しき地ち内では、あちこちでゾンビものらしいドラマや悲劇が生まれていた。今日は登校日だったんだろう。中等部や高等部の生徒たちがいて、その中には馴な染じみのある二年Ｓ組の生徒たちまでいた。

（あいつらにとっちゃ踏ふんだり蹴けったりなんだろうけど）

　俺はもっと踏んだり蹴ったりだよ!!　人には言えない苦労を吞のみ込んで、俺はいよいよ目的地、時計塔の前までやってきていた。

「さて、と」

　いつもなら外壁を駆かけ上って終しゆう了りようなんだがな。

　弱化デバフがかかっている身としては、律りち儀ぎに内部の螺ら旋せん階段を使わなくちゃいけない。

（これまた、いかにもなステージが出てきたな）

　どう考えたってラスボス戦の舞ぶ台たいだ。きっと中に入ると変な化け物が現れて、それと戦いながら上へ上へと向かっていくんだ。

「これが最後って言ったってなあ……」

　なかなか骨が折れそうだと、俺は時計塔を見上げてため息をついていた。

　すると──。

　ビュン！

「なっ……!?」

　風切り音と共に金色の何かが飛来した！　それは地面に突つき刺ささり、かと思えばするりと抜ぬけてうねうねとのたうった。

　これはなんだ？　この金色の触しよく手しゆは？　どこからともなく伸のびているそれ、その根元を視線で追っていくと──。

「フ、フランソワ!?」

　果たしてそこにいたのは、学園一の才女、フランソワだった。

　ゾンビ化のせいか見る影かげもない。やつはイモリのように壁かべに張り付き、そこから自じ慢まんの縦ロールを触手のように伸ばしている。

「グルルルルルルルル！」

「ま、まさか、お前がラスボスなのか？　このイベントの!?」

　答えはなかった。代わりに縦ロールが引っ込んで──。

　それが鋭するどく俺の方へと伸びてきた！

「うわーっ!?」

　間かん一いつ髪ぱつのところで攻こう撃げきをかわす。

　避さけた場所には触手が突き刺さり、それは石いし畳だたみさえも易やす々やすと貫かん通つうしていた。

「まさかとは思ったが、やっぱりそれ、凶きよう器きなのかよ!?」

「デスワッ！　デスワアアアッ！」

「ひいいいっ!?」

　荒あれ狂くるうフランソワはやはり答えなかった。

　いや、もしかして答えてたのか？　それっぽい言葉を発していたが、今の俺にはそれが鳴き声か咆ほう哮こうにしか聞こえない。最後の最後、とびっきりの変異を果たした教え子に、俺は悲鳴を上げながら追い回される。

「くっそーっ！　倒たおせばいいのか？　それとも放置なのか!?」

　時計塔内部に逃にげ込んで、とりあえず螺旋階段を上ってみる。

　駄だ目めだ。フランソワも追いかけてきた！　飛び跳はねながら立体的に動き、やつは隙すきを見ては例の触手を突き出してくる。

　ドリルのような縦ロールがドリルのごとく壁や階段に穴を開けていく、その光景にぞっとしながら、俺は上へ上へと駆け上がって──。

「デスワッ!!」

「しまっ……!?」

　疲ひ労ろうが足に来てしまった！　わずかに触手を避け切れず、俺は金色の髪かみの毛によって片手、片足を縛しばられてしまった。

　もがく俺にフランソワが迫せまる。やつはまるで蜘く蛛ものように、するすると手すりを伝って近づいてきて──。

「フフフフフフフフフフ……」

「うっ……な、なんだ？」

「フフフフフフ、センセイ……」

「うう……!?」

　ゾンビフランソワは俺を嚙かんだり刺したりするようなことはなかった。

　ただ嬉うれしそうに俺を見つめ、胸むな元もとに頰ほおずりをしたり、腕うでに手を添そわせたりして、それ以上のことは何もしなかった。案外無害なやつなんだろうか？　いや、しかし、この寒気。これはどこかで味わったような──。

「……感かん染せん率！」

「キャアッ!?」

　跳ねるような勢いで俺は拘こう束そくを断たち切った。

　そうだ、忘れていた。感染率だ！　ゾンビとの接せつ触しよくは厳禁だった！

　危あやうく１００％になるところだった。フランソワに向けてナイフを構えながら、俺は冷や汗あせが流れるのを感じていた。

「グルルルルルルル！」

　髪を切られたフランソワはご立腹だ。減ったはずの縦ロールが二倍にも三倍にも増えて、そのすべてが俺の動きを探さぐっている。

　今度こそ刺されるんだろうか？　それとも全身拘束されるのか？　そうなっては今度こそゲームオーバーだ。油断のできない戦いに、俺はじりじりと階段の上へと後ずさる。

（おそらく……勝負は一いつ瞬しゆん！）

　フランソワは全力で来る。俺はそれを全力で迎むかえ撃うつ。

　弱化したステータスでどこまでできるかは分からないが──。

　この戦いで、終わりにする！

「センセエエエエエエエエイ！」

「フランソワアアアアアアア!!」

　向かいからフランソワが跳ちよう躍やくしてきた！

　俺はそれにナイフを向けて、最善のタイミングでこれを迎げい撃げきせんと、




　ゾッ！　ズオオオオッ!!




「……え？」

　瞬間、視界が黒く染まった。

　下から伸びてきた何かが──フランソワを吞み込んだんだ。

　それはゆらゆらと水草のように揺ゆらめいていて──。

　俺が見ている間に、下の方へと引っ込んでいった。

『ひどいよ……ひどいよ、タカヒロ君……』

「こ、この声はっ!?」

　聞いたことのある声だ！　つい先ほどまでそばにいたやつの声だ！

　しかしなぜやつがここに？　あの状じよう況きようで助かったのか、はたまた別の脱だつ出しゆつ口があったのか。訝いぶかしむ俺に階下の女が声をかけて──。

『タカヒロくぅぅぅぅぅん』

「ラスボスだあああああああああああああああっ!!」

　間ま違ちがいなくラスボスだ！

　うねる黒くろ髪かみ、異様な体、巨きよ大だい化したエルゥが時計塔とうの一階にいる！

　あれは頭だけになってるのか？　ここからじゃよく分からないが、大きな顔がじりじりと、時計塔の中を上ってくるのだけは分かった。

「ひいいいっ!?　失うせろ化け物おおおおお!!」

『ひどいよ……乙女おとめ心ごころが傷ついてしまう……』

「その姿で乙女とか言うなっ！　どうせ触ふれたら即そく、ゲームオーバーなんだろっ!?」

　まず間違いない。あれに捕つかまったら助かりそうにない。今や黒髪は量を増し、中から外からざわざわと俺に迫りつつあった。

　あれに吞み込まれたフランソワはどうなったのだろう？　考えることさえ恐おそろしく、俺は絶対に捕まらないよう、上へと急いだ。

「ワクチンさえ使えばイベント終了だ！　みんな元に戻もどる!!」

　そのはずだ。そういったイベントのはずなんだ。

　念仏のようにつぶやきながら、俺は急いで、急いで、急いで階段を駆け上がり、

「よっしゃあああああ!!」

　時計塔の鐘しよう楼ろうに出た瞬間、アイテム欄らんから例のワクチンを取り出した。

　これで間違いなくイベントクリアだ！　丸いフラスコは光を放って浮うき上がり、しばらく浮ふ上じようして花火のように爆はぜた。光の粒りゆう子しが街全体に降り注いでいき、ゾンビとなった人たちが、ひとり、またひとりと元に戻っていくのが見えた。

　俺の倦けん怠たい感かんも徐じよ々じよに消えていくのを感じる。ワクチンは間違いなく作用し、これでイベントが終了するのだろう。勝手にアイテムが起動した時はどうなることかと思ったが、これでみんな元の日常に──。

『タカヒロくぅぅぅぅぅん!!』

「ええええええええええええっ!?」

　ドガアア!!　と大きな音を立て、巨大化エルゥが床ゆかを突き破って現れた！

　その勢いで俺は校舎の屋上へとはね飛ばされ、そこで何とか着地を決める。

「な、なんでだ？　なんであいつは元に……」

　戻らないんだ？　そう続けようとした俺の手元で、勝手にイベントタブが開く。

　そこに書かれていたのは──。

「は!?　『変異エルゥを倒せ』!?」

　いやいやいや、あれは倒せないだろう！

　いくら何でも限度がある！　そもそももうイベントは終わりなんじゃ、

『たぁ～かぁ～ひぃ～ろぉ～くぅ～ん！』

　髪の毛を引きずる音を立てて、エルゥは遂ついに時計塔と一体となった。

　まるで黒い太たい陽ようの塔だ。もしくは悪あく趣しゆ味みなひまわりで、要するに、要するにめちゃくちゃ気持ち悪くて──。

「う、うおおおおおおおおっ！　こうなりゃ自や棄けだぁぁぁぁぁぁ！」

　ここで引いては何もかも台無しになる。

　そう判断した俺は、いよいよラスボスとの戦いを開始していた。

　のたうつ触手をナイフで斬きった。露ろ出しゆつしたエルゥ部分に閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうり投げた。焼しよう夷い手榴弾も惜おしみなく使い、強酸弾も遠えん慮りよなくぶちまけた。とどめはメリッサ（唐とう突とつに現れた）が投げてくれた最終兵器、先せん端たんに火薬玉を取り付けたクロスボウを放ったんだ。変異エルゥは木こっ端ぱみじんに吹ふき飛んで、その衝しよう撃げきで俺もまたまた空中を舞まった。

　薄うすれゆく景色の中、「イベントクリア！」の文字が躍おどっているのが見えた。




　こうして事件は無事に解決した。

　王都市民は何事もなかったかのように元の日常へと戻っている。

　しかし、俺が払はらった代だい償しようは大きかった。

　休みなく動き続けた結果、俺の心身は限界に達し、

「……ご主人さまが、壊こわれた」

　俺は真っ白い灰と化していた。

　～GAME　OVER～
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　激動の夏は過ぎ去って、暦こよみは九月、秋の入り口へと差しかかった。

　昼間はまだ暑い日が続くが、日が落ちれば涼しく感じ、秋の到とう来らいを肌はだ身みで感じることも多くなってきている。そんな九月中ちゆう旬じゆんのある日のこと、何でも屋《フリーライフ》の店主、佐さ山やま貴たか大ひろはてくてくと通りを歩いていた。

「配達は終わったし、今日は家で事務仕事だけかな」

　誰だれに言うでもなく貴大はつぶやいた。

　バカンスを終え、店を再開し、せっせと働き続けて十日ほど。溜たまっていた仕事も片づいて、《フリーライフ》には余よ裕ゆうらしい余裕が出てきつつあった。

　夢のような避ひ暑しよから一転、漂ひよう流りゆうだの闘とう技ぎ大会だのゾンビイベントだのととんでもない事件が続いたが──。

　どうにかこうにか日常に戻ってくることができた。仕事続きの毎日だが、今ではそれも彼の心に馴な染じみつつあった。

「さて、と。さっさと帰ってあの帳ちよう簿ぼを片づけるか」

　そうひとりごちて、わずかに歩く速さを上げる貴大。

　秋めいてきた空の下、彼は王都の通りをするすると歩いていき、

「……ん？」

　途と中ちゆう、何かに気がついた。

　家の近所でのでき事だ。大衆食堂《まんぷく亭》の前で──。

　何やら荷物をまとめている少女がいる。大きな木箱に縄なわをかけ、それを十字に縛しばろうとしている少女。店の看板娘むすめであるカオルが、ふっと顔を上げて貴大の方を見た。

「あっ、タカヒロ。いま帰り？」

「ああ、うん、そうだけど……お前は何やってんだ？」

「これ？　これは、ね！　よいしょ！」

　ギュッと紐ひもを結んでカオルは笑う。そしてさも当たり前のように言った。

「明日あした田舎いなかに帰るから、その準備をしてるの」

「田舎に帰るぅ!?」

　それは青せい天てんの霹へき靂れき、ここ数ヶ月で類を見ないバッドニュースだった。

　ロックヤード一家が田舎に帰る。それはすなわち《まんぷく亭》の閉店を意味する。

　白いお米が食べられる《まんぷく亭》が！　貴大の心の拠より所である《まんぷく亭》が！　今、彼の目の前で閉じられようとしているのだ！

　おそらく資し金きん繰ぐりに問題が生じたのだろう。屋台経営の方で大きな失敗をしてしまったのかもしれない。あるいはゾンビになったことを覚えていて、こんな怖こわい街にはいられるかと、一家総出で田舎に帰ってしまうのかも──。

　いずれにせよ大事件だ。貴大は血相を変え、目の前にいるカオルにすがりついた。

「頼たのむ！　帰らないでくれ！」

「え？　ええ？」

「金に困ってるなら、俺がなんとかするから！」

「ええええええ!?」

　今度はカオルが驚おどろく番だった。

　田舎に帰る程度で、なんでこんなに必死になるのだろう？

[image: ]

　佐山貴大とはこんなにセンチな人間だったか？　まさか寂さみしがっているわけでもあるまいし、他ほかに何か理由があるのかもしれない。

「えっと……タカヒロはわたしに帰ってほしくないの？」

「そうだよ！　ずっとここにいてくれ!!　頼む!!」

「で、でも、いい加減帰らないと」

「帰るな！　帰らないでくれ！　帰らないでくれーっ!!」

「うわわわわわ……!?」

　強く抱だきしめられ、カオルは茹ゆでだこのように真っ赤になった。

　これはまさかプロポーズ？　あり得ない展開に合わせるように、あり得ない考えが彼女の頭に浮うかんでくる。理性的な部分ではそれは違ちがうと分かっているのだが──。

　それにしては貴大の表情は真しん剣けんだった。

「帰らないでくれー!!」

「ど、どうなってるのーっ!?」

　結局、帰省の一言が出てくるまで、このディスコミュニケーションは続くのだった。




「なんだ、田舎に帰るだけだったのか」

「最初からそう言ってるでしょ？」

「いや、すまんすまん。ニュアンス的に勘かん違ちがいしてた」

「もー……」

　頰ほおを膨ふくらませて怒おこるカオル。あれから少なくない時間が経たっている。

　まさか「田舎に帰るとは帰省のことですよ」と懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する羽目になるとは思わなかった。思わぬ騒ぎに、彼女はふうと大きな息をつく。

「だけどなんでそんな勘違いしたの？　帰省なんて珍めずらしくもないのに」

「いや、時季的におかしいなー、と思って。普ふ通つうは夏休みの間……七月とか八月に帰るもんじゃないのか？」

「うちの田舎は農村だからね。稲いね刈かりの時季に合わせて帰るんだよ」

「ああ、なるほど」

　ここでようやく鈍にぶい貴大にも合が点てんがいった。そういえばカオルの故郷ジパニア村は、東洋の米を育てている米農家たちの村だった。

　出で稼かせぎの会の面々もみんなそうだ。農作業のない時季に他の街へとやってきて、田植えや稲刈りの時季になると故郷の村へと帰っていく。そういった話を以前に聞いた覚えがあって、貴大は早合点した自分がどうにも恥はずかしかった。

「去年は開店したばっかりで、帰ることなんてできなかったけど」

「今年は帰省するだけの余裕ができたんだな」

「おかげさまでね」

　ふふっと笑い、カオルは新しい木箱に荷物を移した。

　これはきっとお土産みやげなんだろう。ワインやエールなどの瓶びんを見て、貴大は改めて観察力が足りなかったなと反省した。

「あ、ところでさ」

「うん？」

「帰省なんだけど……タ、タカヒロも一いつ緒しよに来ない？」

「俺も？」

「そ、そう！　いや、村のみんなが田んぼを増やしたみたいでね？　田植えが大変だったみたいで、稲刈りも大変そうなの！　だからタカヒロにもついてきてもらって……手伝ってもらえたらいいなあ、なんて思ったんだけど……」

　カオルはうかがうように貴大の顔を見た。

　彼女の言葉は半分が真実で半分がウソになる。稲刈りが大変なのはまさしくそうだ。しかし村人総出で取りかかれば、増えた分の稲も問題なく刈り取れるだろう。

　人手はあった方がいいが、なければないで別にいい。

　それなのにカオルが貴大を誘さそったのは──やはり、何かを期待してのことだった。

（タカヒロがうちの村に来てくれたら……）

　それはどんなにいいことだろう。

　生まれ育ったジパニア村で、彼と一緒に稲刈りをしたい。案内したい場所もあったし、紹しよう介かいしたい人もいたし、何より故郷の村を彼と一緒に歩いてみたかった。

　しかし、やはり話が突とつ然ぜんすぎたか、肝かん心じんの貴大の反応は芳かんばしくない。

　彼はううんと唸うなると、すぐにも首を横へと振ふった。

「いや、駄だ目めだな。そろそろ学校も始まるし、他の常連さんだってあれこれ依い頼らいを持ってくるはずだ。そんなに長く空けられないんだよ」

「い、一週間だけなんだけど」

「駄目だ。誘ってくれたのは嬉うれしいけど、まあ、またの機会にってやつだな」

「ううう……」

　貴大の言葉はもっともだった。自分には自分の都合があるように、彼には彼の都合というものが存在する。それを無視して誘った自分が馬ば鹿かだった。カオルは肩かたを落としながら、しかし、心の中ではすでに踏ふん切りをつけていた。

「うん、まあ、しょうがないよね。新米をご馳ち走そうしようと思ったんだけど」

「……ん？」

「お米は担かついで持って帰るね。再来週になるだろうけど、期待してて……」

「う、う、ううう……!?」

「タカヒロ？」

　何やら貴大の様子がおかしかった。

　一体どうしてしまったのだろうか？　目に見えて分かるほどに動どう揺ようしている。

「な、なあ。やっぱり新米って美味うまいんだよな？」

「え？　あ、う、うん。美味おいしいよ。あれだけは別格って感じ」

「田舎で食うともっと美味いんだよな……？」

「そりゃそうだけど……え？　なに？　何が言いたいの？」

「よし、決めた！」

「え？」

「俺もついていくぞ！　ジパニア村に!!」

「えええええええええっ!?」

　突然の心変わりに、カオルは大声を上げて驚いていた。

　いや、しかし、それも仕方のないことだろう。あれだけ渋しぶっていた貴大が、今や乗り気になって笑え顔がおを見せているのだ。

　カオルはわけが分からずに、呆ほうけた顔で貴大のことを見ていた。そんな彼女に対して貴大は、「やっぱ新米は強いよ」と短く伝える。

「先月は魚とかヤシの実ばっかり食ってたからな……思いっきり美味しい米が食いたくなったんだよ」

「いや、こないだ店に来て食べてなかった？　丼どんぶりで三杯ばいも」

「あれはあれ！　これはこれ！　俺は新米が食べたいの！」

「そ、そうなんだ」

　勢いに押されて思わずのけぞる。

　そんなカオルに構わずに、貴大は大きな声を上げて走り出した。

「明日の朝、出発するんだよな!?　俺も急いで用意をしてくる！」

「あっ、ちょっと!?」

「それじゃ、明日の朝にな～！」

「あああ、タカヒロ～!?」

　貴大は風のような速さで消えていった。

　あとに残されたのはカオルと木箱とつむじ風と──。

　そして、「貴大が村に来る」という真実だった。

（え？　え？　本当に？　本当に来るの!?）

　誘ったのは自分だったが、まさか実現するとは思わなかった。

　降って湧わいたような大イベントに、カオルはあたふたと冷静さを失っていく。

「ど、どうしよ？　どうしよう～？」

　うろうろと辺りをうろつき回り、無意味に木箱の中身を確かめ、

「お、お母さ～ん！」

　結局彼女は、両親に貴大参加の旨むねを伝えに行った。

　ジパニア村に彼が来る。生まれ故郷に意識している男性が来る。まるで夢のような話に、途と端たんにカオルは乙女おとめになっていったのだが──。

　現実はそう甘くはなかった。




「よう、おはよう！」

「……おはようございます」

「わうん！　わんわん！」「世話になるぞ！」

「…………………………」

　明けて翌日、大衆食堂《まんぷく亭》の前には、多くの人たちが集まっていた。

　まずはカオルの両親だ。そして参加を決めた貴大。そこになぜかユミエル、クルミア、ルートゥーまでもが加わって、店の前はなかなかのにぎわいを見せている。

「え、え？　どういうこと……？」

　つぶやくカオルに貴大が答える。

「いや、稲刈りは大変だって言ってただろ？　だったら総出で手伝おうかと」

「ふ、ふ～ん……？」

　カオルの声が震ふるえていた。こんな事態は予想していなかった。

　貴大の説明は道理なのだが、だとすれば、そうだとすれば──。

　ひとり浮かれていた自分はなんなのだろうか？　とっておきの服を着て、化け粧しようにも気をつかった自分が馬鹿みたいに感じられる。

「それじゃ行こうぜ。ほらほら、乗った乗った」

「タカヒロちゃん、よろしくね～」

「おう、ガハハハハ！　頼たのむぞ、タカヒロ！」

　両親はすでに順応している。ついていけないのは自分だけだ。

　ぞろぞろとみんなが馬車に乗り込むのを目で追い、カオルはぷるぷると小さく肩を震わせ続けて──。

（んんんんんん～～～～～～～～～っ!!）

　心の中で声にならない声を上げた。

　天を仰あおいでわななく少女を、一同はなんだなんだと見つめていた。
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　移動はどれも似たようなものだった。

　まずは馬車で発着場へ向かう。そこで飛ひ竜りゆうか竜りゆう籠かごに乗って空を行く。

　発着場の近くに目的地がなければ、そこから更さらに馬車に揺ゆられることになる。

　そうして乗り継つぎに乗り継ぎを重ねて一同は──。

　王都を発たって二日目に、いよいよ村に差しかかろうとしていた。

「おお……!!」

　街かい道どう沿いの宿場町から、南東へ馬車を走らせること約四時間。

　荒こう野やや草原ばかりで味気なかった景色は、重く頭こうべを垂れた稲いな穂ほに彩いろどられてゆき、進めば進むほどに黄こ金がねの色を濃こくしていく。

　水田という概がい念ねんがないのか、はたまた、あえてそうしているのか。辺り一面に広がっているのは水が張られていない土の畑だ。稲作といえば水田しか知らない貴大にとって、この光景は一種のカルチャーショックであり、彼は物もの珍めずらしそうに「稲いねの畑」を見ていた。

「どしたの、タカヒロちゃん？　稲がそんなに珍しいの？」

「お前はジパニア人だろ？　ガハハ！」

　馬車から身を乗り出す貴大を見て、御ぎよ者しや台だいの夫妻が振り返って聞いてくる。

　それにゆるゆると反応しながら、貴大は小さく息をはいた。

「いや、俺、水田しか知らなくて。米って畑に蒔まいても生えるんすね」

「あー、そういうことね。まあ、ここらへんだと畑の方が主流だからね」

「なんだなんだ！　冒ぼう険けん者のくせして、陸りく稲とうも見たことないのか、ガハハハハ！」

　どうやらこの辺りでは畑での栽さい培ばいが一いつ般ぱん的のようだ。

　小麦にも似た、しかし、見るからに違ちがう黄金の波を眺ながめつつ、貴大は改めて感心したように呆けていた。そしてその様子をロックヤード夫妻はにんまりと見つめ、

（きっかけは新米でいい。最初は花より団子でもいい。結果！　結果がすべて！　このチャンスをものにするわよ、あなた！）

（おう！　これでロックヤード家も安あん泰たいだな！　ガハハ！）

　分かりやすい両親のアイコンタクトを見て、同じ馬車に乗り込んでいたカオルは、そっと小さく息をはいていた。

（うう、そんなつもりじゃなかったのに。わたしはただタカヒロに、わたしが生まれ育った村を見せたかっただけなのに。お父さんやお母さんが考えていることなんて、そんなことわたしは……）

　考えていなかったと言えば、噓うそになる。

　貴大に故郷の景色を見せたい。貴大と一いつ緒しよに稲いね刈かりをしたい。貴大に手料理をふるまいたいし、貴大と並んで虫の音が聞こえる夜の村を歩きたい。

　カオル＝ロックヤードは十七歳。いわゆる年ごろである彼女は、他ほかの恋こいする少女がそうであるように、抑おさえきれない乙女心に難なん儀ぎしていた。

「きれいだね～？」

「……ええ。素す晴ばらしい景色です」

「お米はやく、かってみたいね～？」

「……そうですね。わたしもそう思います」

　カオルが切ない顔をして、貴大が馬車の外を見て、ルートゥーがぐーすか寝ね息いきを立てている間、仲良しなふたりはのん気な会話を続けていた。そうこうしている間にも馬車は走り、稲畑を抜ぬけ、林へ入り、南へ、南へと進んでいく。

　やがて馬車が緩ゆるやかな丘おかを登り始めた時──。

　貴大は短く「あれっ？」とつぶやいた。

「なあ、カオル。畑を抜けちゃったけど、道は合ってるのか？　さっき向こうに村が見えたけど、あれがジパニア村なんだろ？　やたら遠回りしてないか？」

　少し焦あせったように馬車の後方を指差す貴大。

　妙みように慌あわてた彼の姿に、ロックヤード一家は揃そろってきょとんとした顔をする。

「あれは別の村だよ？」

「別の村？」

「そうそう。ジパニア村は、この丘の向こうにあるのよ！」

「米だってなあ、うちはジパングみたいに水田で作ってるんだぜ！」

「ああ、そうなんだ。なんか聞いてた話と違ったから」

「新米が食べたいからって気が逸はやりすぎね！」

「そうだぞタカヒロォ！　落ち着け落ち着け！」

「ははは……」

　貴大は照れ笑いを浮うかべていた。そんな彼を一家はにこやかに見つめていた。

　そしてひとしきり笑ったあと、ロックヤード夫妻はくすくすとまた小さな声を立てて笑って──。

　何やら暗い顔をし始めた。

「ふふっ、隣となり村むらと間違えるなんて、本当に失礼」

「だって、オレたちの村」

「あんなに広くないからね……」

「ううっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、馬車の前方に村が見えた。

　丘を登り切ったのだ。そしてそこからは件くだんのジパニア村が一望できた。

　村の東西には森がある。村の中央を道沿いに流れる川がある。北から南へと流れる川が進む先には、もうひとつ小高い丘があり、そのふもとには小さなため池ができている。村には五十戸に届くかどうかの家があり、そのそばには小さな畑と水田があった。

　それがすべてだった。ジパニア村にはそれだけしか存在しなかった。

　広さにしてコロッセオ四個分といったところだろうか。森の中にぽっかりと開いた空間は、先ほど通過した村とは比べ物にならないほど小さい。

　なるほど、これでは比べることさえ失礼だ。このような場所を村と言ってしまっては、広い土地で大規模な稲作を行っている村に対して失礼にあたる。

　そう言い切れるほどに、ジパニア村は──。

　狭せまく、小さく、貧相だった。

「あ、あの、その、俺。そ、そんなつもりで言ったわけじゃ」

　しどろもどろになった貴大に、ロックヤード夫妻は死んだ魚のような目を向ける。そして、ため息をついた後に視線を落とし、そのまま、みな、黙だまり込んでしまった。

　いよいよもってまずい事態になってしまった。

　貴大が、額に冷や汗あせを浮かべた時──。

「こら、あんまり悪ふざけしないの」

　と、カオルが両親の頭をぱしりとはたいた。

「……え？　悪ふざけ？」

　急展開に目を白黒させる貴大。彼に向かって、カオルは苦笑いを浮かべる。

「そう、悪ふざけ。ジパニア村の人たちってね、村が大きくなった今でも、自じ虐ぎやくネタが大好きなんだ。村の一部分だけ見せて、『うちの村、こんなにちっちゃいんですよ……』とか落ち込んでみせるの。いい加減止やめればいいのに」

「へ？　村が大きくなった？　って、これで？」

　貴大は間の抜けた顔をして小さな村を指差した。そんな彼に対して、カオルは申し訳なさそうな顔をして、自分の顔の前で両手を合わせる。

「ごめんね。説明しておけばよかったね。今のジパニア村は、あの丘の向こうまで広がっているんだ」

　丘を下りた馬車は、再び向かいの丘へと上がった。

　すると、それまで阻はばまれて見えなかった景色が、段々と明らかになっていき──。

　貴大はようやく、カオルの言葉が理解できた。

「それじゃあ、改めて……ジパニア村へようこそ！」

　両手を広げる少女。

　彼女の背中の先には、隣村にも負けない規模の農村が広がっていた。

　貴大たちが来た方向、村の入り口である北側には、米の他に野菜や果物を育てている畑があった。一方、村の南側は稲田一色で、いくつかの民家の他には、川と水田、黄金色に染まった稲穂しかなかった。

　風を受けて、ざわり、ざわりと黄金の稲穂が波打っている。川の流れを利用して、木製の水車が音を立てて回っていた。それを見た貴大は、胸の奥に懐なつかしさを感じていた。彼が育った場所は都会だったが、水田は日本人にとっての原風景なのだろう。ギュッと目を細めて景色を見る主あるじの横顔を、小さなメイドはじっと見つめていた。

「ジパニア村？　ここが、ジパニア村？」

「そうだよ、クーちゃん。ここがジパニア村。わたしが育った村だよ」

「お米がいっぱい！」

「あはは、そうだよー。あれが全部お米だよー」

　村の中をゆっくりと馬車が進んでいく。そこから身を乗り出して、クルミアが尻尾しつぽをぶんぶんと振ふって喜んでいる。

　その声と様子に村の人たちが気がついた。稲の様子を見ていた村人たちが、大きく手を振ってそれぞれに声をかけてくる。

「おうーい！　アカツキー！　帰ってきたんかー！」

「おーう！　爺じい様も元気そうで何よりだー！」

「あらー、ケイトー！　予定より早かったわねー！」

「君に会いたかったからさー！　キリッ！」

「カオルー！　都のお土産みやげ、ちゃんと買ってきたー!?」

「久しぶりー、って第一声がそれ～っ!?」

　馬車が進む度たびに村の老人や女たちから声がかかるのは、さすが故郷といったところか。村人たちとロックヤード一家のにぎやかなやり取りに、やはりここは彼らが育った村なのだと、貴大は納なつ得とくしていた。

　その後も村人たちは声をかけてきた。それに挨あい拶さつを返しながら、一家は馬車をゆっくりと走らせていった。そして村の南なん端たんまでたどり着く頃ころ──。

　一同の前には、一いつ軒けんの大きな家が見えてきた。

「おお！」

　ジパング人であるカオルの祖父が住んでいるわりには、どこにもジパングっぽさがない二階建ての家だ。村にある他の家と同じように、木と石、煉れん瓦がでできた一軒家の屋根は、まるでサンタが出入りしそうな煙えん突とつまでをも備えている。

「あれがカオルの実家かー」

「う、うん、そう」

　貴大が何の気なしに言った言葉に、カオルはドキッと胸を高鳴らせた。

（そうだ。今、タカヒロが実家に来てるんだ）

　分かっていたことではあったが、いざその瞬間が来ると妙に緊きん張ちようしてしまう。それを誤ご魔ま化かすようにそっぽを向いたカオルは、ぎこちない動作で生家の方へと顔を向ける。

　すると二階の窓から大きな声が落ちてきて、その声にカオルはまたも体を震ふるわせた。

「あーっ!?　カオルだー！　おかえりー！」

　黒くろ髪かみに一ひと房ふさ、赤毛が交ざっているカオルとは対照的に、窓から身を乗り出した少女は、赤毛に黒いメッシュが入っていた。頭に包帯を巻いている十歳ほどの少女だ。彼女は窓から身を乗り出して、一行に向けて大きく手を振り、声を張り上げる。

「隣となりにいるのは誰だれだーっ!?　男か？　都会で男を作ったんかーっ!?」

「ヒ、ヒナ！」

「やべーっ！　大じけんだーっ！　じーちゃん！　じーちゃーん！」

　ヒナと呼ばれた少女は、カオルの咎とがめるような声にも臆おくすることなく、ドタドタと足音を立てて家の奥へと引っ込んでいった。やがて馬車は家の前についたのだが、そこには微び妙みような空気が漂ただよっている。ロックヤード夫妻はにやにやと笑い、クルミアはつられてにこにこと笑い、ユミエルは相変わらず黙ってその場に立っている。平常心でいるのはルートゥーだけだろうか。もっとも彼女は昼寝中で、未いまだに馬車で寝息を立てているのだが。

「いやっ、そのっ、あれは従妹いとこなんだけど、悪ふざけが過ぎるっていうか、その、ち、違ちがうっていうか」

「へー、カオル、従妹がいたのか」

（気にしてないっ!?）

　貴大が少しも動じていないのを見て、カオルはほっとするやらショックを受けるやら、実に複雑な心境を味わっていた。そうこうするうちに足音が聞こえ、またも元気で大きな声が聞こえてくる。

「じーちゃん！　こっちだ！」

　家の中に引っ込んで一分も経たたないうちに、再びカオルの従妹は姿を現した。今度は玄げん関かん扉とびらを開けて出てきて、その手でひとりの老人を引っ張っている。

　着流し風の服を着た、白い長ちよう髪はつを後ろでくくった老人だ。貴大ほどの背で、引き締しまった体の男性は、背筋までもがピンと伸のびている。これがカオルの祖父なのだろうか。彼の目は秋空のような穏おだやかさに満ちている。

「ええと、初めまして。俺は……」

　気品すら感じられる老人に、まずは頭を下げて挨拶を始める貴大。

　しかし、カオルの祖父はそれを右手で制し、浅くしわが刻まれた顔でにこりと笑い、口を開いた。

「息子むすこや孫から聞いているよ。君にはお世話になっているようだね。ありがとうサヤマ君。いや……佐山貴大君」
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　案内された客室に荷物を下ろした貴大は、ユミエルやクルミアと連れ立ってロックヤード家の居間へと向かった。途と中ちゆう、ヒナと呼ばれた少女が現れて、貴大たちを──特にクルミアを興味深そうに見つめてきた。

「こ、この姉ちゃん、しっぽがあるぞ。これ、本物なのか？」

「わうっ♪」

「わあっ！　なめたぞ!?　犬か？　この姉ちゃん、やっぱり犬なのか？」

　おっかなびっくり近づいてきたヒナの頰ほおをぺろりとなめたクルミアは、人ひと懐なつっこそうな顔でにこにこと笑う。

「犬っぽいけどこいつは人だ。他ほかにも猫ねこっぽい人もいるし、羊っぽい人もいるし、龍りゆうっぽい人もいるし、兎うさぎっぽい人もいるぞ。このメイドさんだって妖よう精せいっぽい人だ。獣じゆう人じんや亜あ人じんなんて、別に珍めずらしいもんじゃない」

「マジか!?　じゃあ、伝説のバニーちゃんは存在するのか!?」

「おー、いるいる。夜の街にな。ああ、それと、姉ちゃん姉ちゃん言ってるけど、こいつはまだ十歳だぞ。多分、お前と大して歳としは変わらん」

「同い年じゃん!?　や、やべー。世界マジやべー……！」

　世界の広さを知り、愕がく然ぜんとするヒナ。

　そんな少女をつまみあげ、貴大は一いつ緒しよに階段を下りた。

「ね、姉ちゃん、世界がヤバい。世界がヤバい……！」

「どうしたの、あんた？」

　居間に入り、床ゆかに下ろされたヒナは、貴大たちを出で迎むかえたカオルによろよろと近づいていった。おかしな様子の従妹を抱だき留めつつ、カオルは貴大たちに顔を向けて、食しよく卓たくに着くように勧すすめた。

「すぐにご飯ができるからね。ヒナやお爺ちゃんと一緒に待ってて」

　十人がけの大きなテーブルの席に、両手で持ち上げたヒナをすとんと下ろしたカオルは、隣りん接せつする台所へと消えていった。

　残された貴大たちは言われた通りに着席をした。貴大とユミエルは並んでカオルの祖父の正面に。ヒナと仲良くなりたそうなクルミアは、ちょこんと座るヒナの隣にそれぞれ腰こしを下ろす。

「お、な、なんだ？　村むら娘むすめなめんなよ？　都会のわんこが相手だからってなあ！　あたしは容よう赦しやしねえんだよ！」

「わうんわうんっ♪」

「うわっぷ、なめ、おまっ、そんなぺろぺろなめ……だ、駄だ目めだ！　この体格差はいかんともしがたい！　じ、じいちゃん！　助けてくれー！　この身の程ほど知らずなわんこに、ジパニア村の恐おそろしさを叩たたき込んでくれ！」

　ヒナはそう叫さけぶも、彼女の祖父は止めるどころか穏やかに微笑ほほえんでいる。

　それを確かく認にんした少女は、孤こ立りつ無む援えんとばかりにショックを受けて──。

「くそー！　お前、あんまり調子にのるなよ？　都会じゃぶいぶいいわせてたかもしれないけど、この村じゃあたしがルールぅおおお!?」

「わうっ♪」

「あら、クルちゃん、うちのヒナと仲良しねー」

　仲良くふたりがじゃれ合っている間に、どうやら昼食ができたようだ。

　両手に食器を持ったケイトを先頭に、カオルとアカツキが大皿に載のった料理を運んでくる。塩むすびに鴨かものロースト。ボイルしたザリガニに、バターで炒いため、チーズをのせたじゃが芋いもの山。そこにワインと水の瓶びんがそれぞれ並び、アカツキたちも席に着いた。

「よーし、じゃあ食おう食おう！　親父おやじ、頼たのんだ」

「ああ。それでは、いただきます」

「いただきます！」

　家長である老人が両手を合わせ、みながそれに倣ならって頭を下げた。

　ロックヤード一家が料理に手を伸ばしたあと、貴大たちは遠えん慮りよがちに取り皿に料理をのせていく。

「海え老びっぽいけど、なんか違うね？」

「お前、ザリガニ食ったことないの？　あー、やっぱ都会人は都会人だなー。いいよ、あたしがカラを取っちゃる。ふふん」

　ザリガニを指先で摘つまむクルミアに、ヒナが助け船を出している。

「あー、やっぱ村の料理は美味うまいなあ！　ガハハ！」

「この田舎いなかっぽさがいいわよね！　あはは！」

　アカツキが豪ごう快かいに塩むすびと鴨のローストを頰ほお張ばれば、ケイトが続いて、頰がぱんぱんになるまで料理を詰つめ込んでいた。

「ユミィちゃん、遠慮しないでね。タカヒロは、はい、お水。そうだ、ルーちゃんはどうしたの？」

「あいつはまだ寝ねてる。夜中に起きて、朝方まで飲んでたからな」

「ええ？　いくら何でも不健康じゃない？」

「まあ……多分、大だい丈じよう夫ぶだ。殺しても死なないようなやつだからな」

「？？？」

　このように、昼食の席はにぎやかに過ぎていった。

　その中で、いくらか腹を満たしたアカツキが、思い出したかのように隣に座る老人のことを紹しよう介かいした。

「そうだ、まだちゃんと言ってなかったな。この人はオレの親父のヤヒコだ。タカヒロ、お前と同じジパング人で、この村の村長でもあるんだぞ」

「はあ、ジパング人で、村長ですか」

　貴大の気のない返事を気にすることなく、ヤヒコは穏やかに笑っている。その態度から度量の大きさ、器うつわの深さを感じ取り、なるほど、いかにも村の長おさだと貴大は思った。

「他にご家族の方は？」

「おふくろはだいぶ前に死んじまったけど、オレの弟と嫁よめさんならいるぞ。今はエールシルトに越えつ冬とうの買い出しに行ってるけど、二、三日もすれば帰ってくるだろ。ああ、そうそう。この赤毛に黒毛が交ざったチビは、その弟夫ふう婦ふの一人娘だな。ヒナゲシって名前だけど、みんなはヒナ、ヒナって呼んでる」

「そうですか」

　クルミアをちょんちょんとつついて悪戯いたずらしているヒナゲシは、名前を呼ばれてパッと振ふり向き、なぜだか得意げな顔をした。話題にされて少し嬉うれしかったのだろう。そんな少女の頭を撫なでて、アカツキはまたガハハと笑った。

「まあ、オレからは以上だ。それよりも親父とタカヒロは同郷なんだからさ。積もる話もあるだろう？　オレたちには遠慮しなくていいからな？　好きなだけ故郷の話をしてもいいんだぜ？」

「え、いや、その」

　しゃべるだけしゃべって、アカツキはどうぞとばかりに手を差し出した。

　これに困ってしまったのは貴大だ。来るとは思っていたが、いざ来たとなるとやはり焦あせってしまう。なにせ彼はジパング人ではなく日本人だ。おまけにこの世界とは別の世界の住人でもある。いくらジパングが日本のような文化を持っていたとしても、その実情を貴大が知っているわけがない。

　思い出話に花を咲さかせることもできないし、突つっ込んだ話をされるとあっという間にボロが出てしまう。

　さてどうしたものかと、貴大が言葉を選んでいると、

「私からは特にないよ。それよりも、カオル。片付けが済んだら、貴大君たちに村を案内してあげなさい」

「あっ、うん。そうするよ」

　ヤヒコの申し出に助けられた形となった貴大。

　若じやつ干かん、拍ひよう子し抜ぬけではあり、ロックヤード夫妻も不満そうに唇くちびるを尖とがらせていたが、貴大はこれ幸いとばかりにそそくさと居間から出ていった。その背中をヤヒコは穏やかな顔で、やはり微笑みながら見送っていた。




「壮そう観かんってやつだな」

「……ええ」

　ジパニア村の南側、一面に広がる棚たな田だの中を貴大たちは歩いていた。

　祖父の言葉通りにカオルが案内役を務めている。その後ろをついていきながら、貴大たちはあちらにこちらにと目をやっている。

「あれ？　まだどこも刈かり取ってないのか？」

「そうだよ。稲いね刈かりは明後日あさつて……くらいかな？　刈るのにちょうどいい日じゃないと、美味おいしいお米が穫とれないんだ」

「ふーん、そんなもんか」

　答えながら貴大は歩く。脇わきの用水路では子どもたちがカエルを取って遊んでいて、その集団にクルミアやヒナゲシが突とつ撃げきしていた。

　きっと「新しい子分だ！」とクルミアのことを紹介しているのだろう。得意げなヒナゲシの様子を何とはなしに見つめながら──。

　貴大はぼんやりとヤヒコのことを考えていた。

（なんか聞きたそうなんだよなあ、あの人）

　なのに何も聞いてはこなかった。

　それがどうにも気にかかり、貴大はヤヒコの孫であるカオルに聞くことにした。

「なあ、お前の爺じいちゃん、ここに来る前は何してた人なんだ？」

「お爺ちゃん？　農家だったらしいよ。毎日お米を作ってたんだって」

　その割に、と貴大は思う。

　農家にしては身のこなし、立ち居振る舞まいが上品だ。毎日鍬くわを振るっていたにしては、体に無む駄だな筋肉がついていない。ヤヒコの細身な体は、どちらかといえば隠いん居きよした農民ではなく、フランソワのような貴人や、カウフマンのような武人に近く──。

「あ、あのね？　丘おかの上にベンチがあるんだ。そこに座ってお茶でも飲まない？」

「あー、うん」

「ほら、行こ行こ？　ユミィちゃんも行こ？」

「……はい」

「そっ、それにしても……なんだか変な気分だよね？　ジパニア村にタカヒロがいるんだーって思うと、ちょっと落ち着かないよ」

「そんなもんかー」

「そうだよ。なんだか不思議な感じ。いつもの景色が違ちがって見えて……」

「ほーん」

「……わたしの話、聞いてる？」

「うーん」

「もー！　タカヒロ、はいお茶っ！」

「熱うっ!?」

　丘を登り、ベンチに座った瞬しゆん間かん、貴大はあつあつのカップを渡わたされた。

　飛び跳はねる貴大に頰ほおを膨ふくらませるカオル。それをユミエルが横から見ていて、ヒナゲシやクルミア、村の子どもたちは丘の上へと駆かけ上がってきていた。




　結局、その日は気もそぞろなまま終わってしまった。

　そのことを反省しつつ、貴大はあてがわれた部屋で寝ようとしている。

　客室の窓からは丸い月が見え、涼すずやかな風がそっと静かに吹ふき込んできた。立ち上がって窓に近づくと、淡あわい光に照らされた棚田が視界に広がり、優やさしさとさびしさが入り混じった不思議な感情を貴大に覚えさせた。

（夜の田んぼを見て、こんな気持ちになるのは日本人だけなんだろうか）

　柄がらにもなくそのようなことを思う。

　そんな自分のセンチな気持ちに、貴大は笑ってベッドに戻もどろうとしたが──。

　ふと、遠くに見える丘の斜しや面めんに、誰だれかがいることに気がついた。

（あれは……カオルの爺ちゃんだな）

　着流し姿の老人が、ゆっくりと丘を登っている。右手に提さげているのは酒が入った徳利とつくりだろうか。これからきっと月見酒と洒落しやれ込こむに違いない。

（ちょうどいい。ちょっと話をしてみるか）

　夕食の席でも何も語らなかったが、ヤヒコにはきっと何か聞きたいことがあるはずだ。それも、家族がいる前では聞けないようなことが。

　確信めいた気持ちが貴大の足を動かしていた。彼は窓から抜ぬけ出ると、村の中を突っ切って、静かな足取りでヤヒコのあとを追った。

　そして丘の上にたどり着いた時。

　彼は自分の考えが間違っていなかったことを知った。

「…………!!」

　昼間カオルと訪おとずれた場所、そこにヤヒコは座っていた。

　木組みのベンチに腰こしを下ろし、手て酌じやくでちびり、ちびりと酒を飲んでいる。

　彼は一度、空の月を見上げてから──改めて貴大へと向き直った。

「来ると思っていたよ」

　その顔はやはり微び笑しようをたたえており、月光を浴びたヤヒコの姿には、そこはかとない儚はかなさが漂ただよっていた。

　彼にかける言葉が見つからず、答えあぐねる貴大に対し──。

　ヤヒコは手で向かいのベンチに座るように促うながした。

「迂う遠えんなことをして悪かったね。しかし、できれば家族には聞かれたくなかったんだ」

「まあ、そうじゃないかなとは思いました」

　ヤヒコ老人はますます笑えみを深くして、貴大に杯さかずきを渡した。

「飲んでくれ。どぶろくのようなものだが、村で造った濁にごり酒だ」

「いただきます」

　徳利から杯に注つがれた白い酒を飲んだ貴大は、甘あま酸ずっぱい酒だなと思った。正月に飲んだお神酒みきやおとそとは明らかに違うその味に、意表をつかれたような顔になる。

　貴大のわずかな驚おどろきを見て、ヤヒコはまた微笑んだ。その反応を待っていたのだと言わんばかりに、実に嬉しそうな顔をした。

「やはり違うか。私は米作りの知識はあったが、酒については門外漢だからね。何とか形にはしてみたが、故郷の酒とは明らかに違うものができてしまったよ」

「故郷。故郷というと、ここじゃなくて」

「ああ。はるか遠くの日ひノの本もとのことだ……」

　ヤヒコ老人はそう言って東の空を見つめた。

　その先に彼の故郷があるのだろう。ジパングではない、日ノ本という国が。

　ジパングなど大陸西部でつけられた名前に過ぎなかった。そのことを察し、貴大は微笑む老人に問いかけてみる。

「ジパングじゃなくて日ノ本ですか」

「ああ、そうだよ」

「ひょっとしてロックヤードってのも、本当は岩いわ庭ばって名字ですか？　ほら、岩と庭でロックヤード」

「ああ、その通りだ。君が佐山であるように、私には岩庭という家名がある。私は生まれも育ちも日ノ本の、生きつ粋すいの日本人なのだよ」

　岩庭という家名を懐なつかしそうに口にするヤヒコ。

　いや、岩庭弥や彦ひこの目には、遠い故郷を偲しのぶ色が浮うかんでいた。

（なるほど、な）

　きっとこの地に馴な染じむため名字を変えたのだ。

　通りのいいように、違い和わ感かんを持たれないように──。

　もしくはこの地に骨を埋うずめるために。

　自分はもう岩庭弥彦ではない、ヤヒコ＝ロックヤードなのだと言い聞かせて、堪こらえ難がたい望郷の念をどうにか断たち切って生きてきたのだろう。

　貴大にもそれくらいのことは分かった。弥彦の気持ちを理解して、十分にその辛つらさ、寂さみしさを慮おもんぱかることができた。

　しかしそんな彼にもできないことがひとつだけある。

　それは──日本について答えることだった。

「貴大君。不ぶ躾しつけな質問だが、ひとつだけ答えて欲しい。播はり磨まの国くには、今も日ノ本にあるのだろうか？　それだけを、どうか私に教えて欲しい」

（きたーーーっ!?）

　日本人だけど日本人ではない、そんな貴大には答えようもない質問が飛んできた。

　切なげな声の響ひびきから、それが重要なことだというのは分かる。それが、弥彦がただひとつ知りたいことで大事なことだというのは理解できるのだ。

　しかし、どうしても答えることができない。

　貴大は播磨国なぞ知らないからだ。

（それってどこなの!?）

　学生時代、地理や日本史の勉強に励はげんでいれば、あるいはその地名に聞き覚えがあったかもしれない。播磨国とは現代日本でいうところの兵ひよう庫ご県南西部のこと。姫ひめ路じや明石あかし、神こう戸べ市西区や赤穂あこうまでを含ふくむ地域が、弥彦の言う播磨国のことであった。

　しかし、それはあくまで貴大の世界のことであり、弥彦の言う播磨国はまったく違う場所にあるのかもしれない。そんな可能性があるかどうかも分からず、貴大がどうにも答えを言いあぐねていると──。

「まさか、滅ほろんでしまったのか!?」

　弥彦は目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。

　その顔からは微笑と余よ裕ゆうがなくなって、彼は今にも貴大に詰つめ寄らんばかりだった。

　そんな弥彦を落ち着かせるべく、貴大は迷いながらも口を開けて言った。

「い、いやっ、俺は田舎いなかの出なんで、あんまり分からないんです」

「……そうか。いや、すまなかった。変なことを聞いてしまった」

　苦し紛まぎれの貴大の言い訳を聞いた弥彦は、憑つき物が落ちたように力なくうなだれた。それからは口を開くこともなく、黙だまって地面を見つめている。

　それ以上、日ノ本について聞かれずに済んだ。

　しかし、これはこれで居い心ごこ地ちが悪いというものだ。

　まさかこのような重苦しい空気の中で、ひとりだけのこのこと家に帰るわけにもいかない。貴大は気分を紛れさせるように、おっかなびっくり弥彦に話しかけていた。

「その、弥彦さんは……播磨国出身なんですか？」

「……ああ。私は播磨国で生まれ、播磨国で育った武士なんだ」

　貴大からの問いかけに、弥彦はとつとつと語り始めた。

「岩庭家は代々播磨の地を治める当主でね。子や孫には農民だと偽いつわっていたが、私は武門の出なんだよ。君がそうであるように、私もかつては刀を振ふるい、槍やりを掲かかげていた」

「へっ？　い、いや、俺は武人とか、そんなんじゃ」

「焦あせらなくてもいい。隠かくしているということは、そこには理由があるのだろう。無理に暴あばき立てるつもりはないし、誰かに話すということもない。たとえ君が私より強く、信じがたいほどの力を持っていたとしてもだ」

「うっ……!?」

　底の底まで見み透すかされるような目に、貴大は無駄な抵てい抗こうを諦あきらめ、素す直なおに頭を下げた。

　それを受けて弥彦は、また重たい口調で続きを話し始める。

「おそらく君がそうであるように、私も戦いに明け暮れていたんだ。領地を脅おびやかす他国の者と戦い、人を食くらう悪あつ鬼き悪あく霊りようを成敗し続けた。その結果、私は十五の若さにして、一人前の武将と名乗れるほどに強くなったんだよ」

　月を見上げながら語る弥彦の目は、在りし日の自分へと向けられていた。

「すべてが順調だった。父が亡なくなってからは激動の毎日だったが、尽じん力りよくが報むくわれたのだろうね。家臣からは当主と認められ、許嫁いいなずけも決まり、遂ついには帝みかどへの謁えつ見けんが叶かなった。私は播磨国の当主として、誰に恥はじることなく生きていた。しかし、人生は何が起こるか分からないもので……十八歳の夏、私は異国へと飛ばされた」

　ギュッと拳こぶしを握にぎった弥彦は、辛そうに目を閉じて、己おのれの人生の転機を語った。

「うだるような暑い日が続く夏のことだった。私は帝に命じられ、京の都に現れた妖よう怪かいの討とう伐ばつに向かったんだ。それは珍めずらしくもない出来事であり、私にとっては日常茶さ飯はん事じだった。しかし、予想に反して妖怪との戦いは荒あれに荒れた。都に現れた狐きつねの力は強大そのもので、あろうことか帝の寝しん所じよまで私たちは押し込まれてしまったんだ。私も左手、左足を嚙かみ千切られ、虫けらのように地を這はいつくばった」

　言われて初めて貴大は気がついた。袖そでから出てこない弥彦の左手は、元からないのだということを。弥彦の細い左足首は、木でできた義足だということを。

　肘ひじから先がなくなった左ひだり腕うでを見せて、弥彦は話を続けた。

「限りなく危険な状じよう況きようだった。しかし、帝の加護を受けた武人たちは、最後の力を振り絞しぼって戦い抜いた。私も遮しや二に無む二に飛び上がり、体当たりをするように狐の首元に刀を突つき刺さしたんだ。私は確かな手て応ごたえを感じていて──それで、私は恨うらまれてしまったのだろうね。狐が大きく吠ほえたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、私は見知らぬ地に飛ばされていた。そこがイースィンドと呼ばれる異国だと知ったのは、それからしばらくしてのことだったよ」

　わずかに口惜くやしそうな顔をする弥彦。当時の驚きよう愕がく、戸と惑まどい、嘆なげきはこんなものではなかったのだろう。異世界から来た貴大には、そのことが少しだけ理解できた。

「帰りたかった。私は播磨国に帰りたかった。ひとり残してきた幼い妹に会いたかったし、気が善く、忠義に篤あつい家臣たちに会いたかった。働き者の領民たちにも会いたいと願い……しかし、それは叶わぬことだと痛感した。片手、片足をなくした身では短い旅もままならず、東洋へ続く道、東大陸の中央には、人外魔ま境きようたる中部地方があることも知った。諦めきれずに挑いどんだが、半死半生の目にあって、すごすご逃にげ帰るしかなかった。その傷が癒いえる頃ころには私の心は折れていたよ」

　弥彦はそこで言葉を切り、胸に刻まれた古傷をそっと撫なでた。それがその時のものだということは、容易に理解することができた。

「そこから一年ほどは茫ぼう漠ばくとした日々を過ごしたよ。お世話になった家に転がり込んで、人の情けに身を沈しずめていた。月を見る度たびに故郷を想おもっては、情けなくも涙なみだを流していた。しかし、その家の人たち、いや、村の人たちは、そんな私にも優やさしかったよ」

　弥彦はジパニア村を一望し、優しげに、愛いとおしそうにつぶやいた。

「彼らに受けた恩を返すため、私は少しずつだが働き始めた。開かい墾こんを手伝い、畑を荒らす魔物を狩かり、故郷の農法を伝え、お守り代わりに持っていた種もみを蒔まいた。やがて村の娘むすめと結ばれて、生まれた子どもがまた子を産んで、村は少しずつ、少しずつ、大きくなっていった。底そこ抜ぬけに明るく、お人よしばかりの村は、段々と豊かになっていったよ。楽しかった。本当にここでの暮らしは楽しかった」

「…………」

「今の私にとってはここが故郷だ。この地に骨を埋めることを、私はむしろ嬉うれしく思う。そう思っていた。そう思っていたのだが……日ノ本出身の君の話を聞いて、欲が出たのだろうね。せめて播磨国のことだけは聞きたいと思ってしまったんだ。思わせぶりな態度で招き寄せてすまなかった」

「いえ、気にしてないですよ」

「そう言ってくれると助かる」

　秘ひめていたことをすべて吐はき出した老人は、重荷を下ろした、今度こそ覚かく悟ごは決まったと言わんばかりに大きく息を吐いて、月を見上げた。

　そしてこれが最後だとばかりにゆっくりと語り出す。

「月はどこにあっても変わらず美しいな。星空は姿を変えようとも、月だけは日ノ本と同じ美しさだ。変わらぬ月に故郷を想い、涙を流したこともあったが、どうやらそれも今晩で終わりのようだ。私はこの地で幕を閉じよう。温かなこの村の人々に囲まれて、私はこの地に眠ねむるとしよう」

　望郷の想い。数多あまたのしがらみ。

　残してきた人々との繫つながりと、月に重なる故郷の幻げん影えい。

　それらすべてを吞のみ込んで、岩庭弥彦は穏おだやかに──。

　とても穏やかに、微笑ほほえんでみせた。




　さて、これで困ってしまったのは貴大である。

　話を切り出すタイミングが見つからなかった。しかし、今さら言ったらこれまでの話が台無しになってしまう。彼は冷や汗あせを浮かべながら、弥彦になんと言えばいいのか、そもそもこれは教えていいことなのかと悩なやみだした。

「う、あ、あの。そのー」

「ん？　どうかしたのかな？」

「えっと、どう言ったらいいのか……」

　言葉を何度も詰まらせて、貴大はあることを弥彦に伝えようとする。

　しかし、やはり言えない。言うことができない。まさか弥彦の望みを簡単に叶える手段があるだなんて──。

（あの話を聞いたあとだととても言えない！）

　弥彦が出した結論が台無しになるではないか。しかし、しかし──。

　顔を青ざめさせる貴大に、弥彦が声をかけようとした時──。

　肝かん心じん要かなめの人物が、ふわふわと浮うかんで現れた。

「なんだ、ここにいたのか。月見酒とはまた風流ではないか」

　ようやく起きてきたルートゥーが、貴大と弥彦、ふたりの間に割って入った。

　そして弥彦の徳利とつくりを奪うばうと、手て酌じやくでどぶろくをぐいぐいとあおる。

「うーむ、微び妙みようだ。我はもっと淡たん麗れいな酒が好きなのだがな」

「え、ええと？」

「仕方ない。口直しに東洋にでも行ってくるか」

「それだよおおおおおおおおっ!!」

「えっ？　ええっ？」

　我が意を得たりとばかりに叫さけぶ貴大。

　そんな青年を、弥彦は戸惑った顔で見つめていた。
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　大陸の東とう端たん、極東と呼ばれる地域に、とある大きな島があった。

　豊かな自然と独自の文化を持ち、しかし、人と人、人と魔が争い続ける戦国の島。

　この場所こそが、ジパニア村の老人、岩庭弥彦の生まれ故郷だった。

　播磨国とはその島の中に存在する国だ。京から見て西に位置するこの国は、いわゆる大国のひとつであり、陸は山さん陽よう道どう、海は瀬せ戸と内ない海かいと、各地を結ぶ交通の要所でもあった。抱かかえる戦力は日ノ本有数の規模を誇ほこり、力ある妖怪、大妖の討伐を何度もこなしているため、帝の覚えも大変良い。令制国の中でも五指に入ると言われる播磨国だが、意外なことに当主は齢よわい六十二歳の老人であり、しかもそれは女だった。

「お兄様……」

　播磨国の居城にて、老いた女が丸い月を見上げていた。

　彼の兄であり、前当主である弥彦が神かみ隠かくしにあって五十年。以前はがむしゃらに国を守り続けていたが、近頃はこうして空を見上げる機会が増えた。

「お兄様。貴方あなたがいなくなってから、五十年が経たちましたよ」

　弥彦の妹、岩庭薫かおるは空へと語りかける。

　この空はきっと兄がいる場所へと通じているのだ。同じ空の下、きっと同じ月を見上げているのだ。何度そう思って自分の心を慰なぐさめただろう。過去何度もそうしてきたように、老いた薫は言葉を続ける。

「私は五十度、初秋の満月を見上げました。一いつ緒しよに見ようと約束した晩秋の満月も、四十九度、私ひとりで寂さみしく見ました」

　縁えん側がわに腰こしかけた着物姿の老女は、白はく砂しやに水の流れが描えがかれた枯かれ山さん水すいの庭に目を落とし、少し、疲つかれたようにつぶやいた。

「がむしゃらに五十年。お家を、お国を守るためだけに、私は走り続けました。ですが五十年という月日は、とても長なごうございました」

　感傷的な声。しかし、流す涙も尽つきたとばかりに、彼女の視界は滲にじまなかった。

「お兄様はお達者でしょうか。遠くの地で生きておられるのでしょうか。私はここにいます。お父様が、お兄様が守った播磨国で、私は今も生きています」

　思い出の中の兄に、とつとつと語り続ける薫。返事がないと分かっていながら、どうしても期待が混じるその声は、どうしようもないほどに寂せき寥りよう感かんに満ちていた。

「播磨国は、まだあります。お兄様の帰る場所は、ここにあります。私が必死に守りました。お家もきちんと盛り立てました。だから……だから、帰ってきてください。昔のように、私の頭を撫でてください。『偉えらいよ、薫』と褒ほめてください」

　顔を落とし、背中を丸め、薫はじっと足元を見つめていた。

　五十年分の寂しさ。五十年分の虚むなしさ。それらは、時を重ねるほどに薫の胸を締しめ付けて、決して彼女の心は満たされることがなかった。

　今年もそうだ。来年もそうだ。薫の心は、もう、永遠に、満たされることはない。

　去りし日の思い出は思い出のままに消えていき、彼女の兄は、二度と播磨の地を踏ふまない──はずだった。

「すまない」

「──っ！」

　とても短い、たったひとつの言葉。

　そして、庭の白砂を踏みしめる、ほんのわずかな音。

　それだけで、薫の胸からは寂しさと虚しさが消え去っていった。

「長い間、待たせてすまなかった。岩庭家を、播磨国を……重荷を背負わせてしまい、本当にすまなかった」

　遠い昔、いつか聞いた声。刀の鞘さや走りにも似た、凛りんとして、よく通る声。

　今も色いろ褪あせず、思い出の中に残っている、あの人の声だ。

　これが幻まぼろしでも消えてくれるな。薫はそう願いながら、そっと、しかしすがりつくように、うつむいたままで声を出す。

「私、頑がん張ばったのです。いなくなったお兄様の分まで、頑張ったのです。恐おそろしい妖よう怪かいと何度も刃やいばを交えましたし、領土を狙ねらう者たちを何度も追い払はらいました」

「そうか」

「家名を汚けがさぬよう、女だてらに《武士》の道を歩みました。誰だれにも負けぬよう、鍛たん錬れんを一日も怠おこたりませんでした」

「そうか」

「それに、それに、私は、薫は……っ！」

　感極きわまった薫は、グッと言葉を吞み込んで、うつむけていた顔を上げた。

　秋の名月に照らされた枯山水の庭。何日も、何年も、何十年もひとりで見続けてきた景色。時が止まったかのように変化のなかったその場所に、ひとりの老人が立っていた。

　忘れるものか。どれだけ時が経とうとも、大事な人の顔を見忘れるはずがない。たとえしわが増えていたとしても、たとえ髪かみが白くなっていたとしても、あの目、あの気配、あの立ち姿を、自分は確かに覚えている。

　そう、この老年の男こそは。穏やかに微笑むこの男こそは──。

　薫の兄、岩庭弥彦、その人だ。

「お兄様っ！」

　万ばん感かんの思いを込めて、薫は兄に抱だきついた。五十年間、留守を預かっていた幼子は、ようやく帰ってきた家族を抱きしめた。

　二度と消えてしまわないように。自分を置いて、どこにも行かないように。涸かれ果てたはずの涙をぽろぽろとこぼしながら、薫は兄の背中を叩たたいた。

「お兄様、お兄様の馬ば鹿か、お兄様の馬鹿ぁ……！」

「すまない。寂しい想おもいをさせて、すまなかった……！」

　十二歳の頃ころ、ひとりぼっちになってしまった岩庭薫。十八歳の若さで、はるか異郷に飛ばされた岩庭弥彦。艱かん難なん辛しん苦くを舐なめつくした兄妹きようだいは、五十年の別べつ離りの末、ようやく再会することができた。

　穏やかな秋の月の下、ふたりの老人の姿に重なるように、若き日の弥彦、薫も、固く、固く、抱きしめ合っていた。夜が明けつつある岩庭家の邸てい宅たくには、ふたりの嗚お咽えつと優やさしい鈴すず虫むしの音色だけが、いつまでも、いつまでも、響ひびいていた──。

「よかったですね、弥彦さん」

「貴様、何なに奴やつっ!!」

「うおおおおおおおっ!?」

「こ、こら、薫っ!?」

　ちなみに、兄と妹の再会の場にひょこひょこと割って入るような無ぶ粋すいな輩やからは、薫の薙刀なぎなたに脳天をかち割られそうになりましたとさ。

　めでたし、めでたし。
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　播磨国とは、現代日本でいうところの兵庫県南西部に位置する国だ。

　東に京の都、西に出雲いずも大社、南に淡あわ路じ島しまを見み据すえるこの国は、古来より交通の要所として栄さかえていた。東西南北、どこへ向かうにも利便に満ちた土地であり、中国、四国、九州の特産品などは、一度この地に置かれてから、堺さかいや京へと渡わたっていた。

　交通と運輸は莫ばく大だいな利益を生み出す。ここに目をつけた大名たちは、この地を支配下に入れようと大きな戦いくさを繰くり返していた。何年も、何十年も争い合って、播磨国を手中に収めようとしていたのだ。

　それは現在も変わりない。ここ百年近く、播磨国は岩いわ庭ば家が善く治めているが、それで諦あきらめるような大名たちではない。富と権力に飢うえた彼らは、隙すきあらばすべてを奪うばおうと、今でも播磨国への侵しん攻こうを行っている。

　国くに境ざかいの合戦場には、今も野ざらしの屍しかばねが並んでいるという。草木は血にまみれ、土や岩には死し臭しゆうが染しみ込んでいるという。絶えず他国の脅きよう威いにさらされ、何十年と小こ競ぜり合いが続く播磨国。しかし内に目を向けると、この国は意外にも穏おだやかだった。

　平野は極きよく端たんに少ないが、その分、山間部は土と水に恵めぐまれ、良質の米と山の幸さちを得ることができる。魚湧わく海と呼ばれる瀬戸内海からは、日々、丸々と太った魚が揚あげられる。

　それらは領民の腹を満たし、仕事に励はげむ活力を与あたえている。そのうえ彼らは戦に駆かり出されることもなく、土地を荒あらされることもなく、平和な日常を送っている。戦乱のジパングにあって、得え難がたい平へい穏おんがそこにはあった。

　もちろん、領民たちは知っている。これが異常なのだということを。

　播磨国から一歩外に出れば、貧困に嘆なげく村、農民に槍やりを持たせて戦わせる国は、そう珍めずらしいものではなかった。落ち武者を狩からねば食べていけない者たちも、それこそ星の数ほど存在していた。

　播磨国は、軍事的に大国であるがゆえに平穏なのだ。領土を、領民を守り切れる武人がいるからこそ、播磨国は平和なのだ。

　そのことをよく理解している領民たちは、自国の武士を深く敬愛していた。清貧を貴たつとぶ武家には素そ朴ぼくな差し入れを。威い勢せいを誇ほこる豪ごう傑けつには盛大な歓かん声せいを。彼らは惜おしみなく、できる限りのすべてを贈おくった。

　それは主家である岩庭家に対しても例外ではない。播磨国中央南部、飾しき東とう郡の姫路と呼ばれる城下町では、領民たちが大いに活気づいていた。

　新米が詰つめられた俵を担かつぎ、通りを歩く男がいる。海水が入った桶おけに魚を泳がせ、台車に載のせて運ぶ女がいる。栗くりやキノコを笊ざるに盛って、風ふ呂ろ敷しきに包む童わらべがいる。彼らは皆みな一様に、海を見下ろすようにそびえ立つ、目にも眩まぶしい白しら壁かべの城を見上げていた。




「うう、美味うまい。美味い、美味い」

「ああ、貴たか大ひろ君。美味いな、本当に美味いなあ」

　城の中の大広間で、震える手で箸はしを動かす者たちがいた。

　貴大と弥や彦ひこのふたりだ。彼らは炊たきたての新米を頰ほお張ばりながら、その味、その香かおりに涙なみださえも滲にじませている。漬つけ物で一杯ぱい、納なつ豆とうで一杯、そして梅干しで二杯はいも平らげた彼らは、更さらに勢いを増して刺さし身みで飯をかきこんでいた。

「あああ……!!　山葵わさびなんて何年ぶりだろ。しかも、このたまり醬じよう油ゆが鯛たいとどんぴしゃ！　飯が進み過ぎてヤバいです」

「私は炊きたての銀シャリがたまらないよ。ああ、故郷ふるさとの土と水の味がする」

　数年ぶり、数十年ぶりの味は一ひと入しおだろう。

　それを想おもう薫かおるの目は、どこまでも優やさしく、柔やわらかかった。

「存分に味わってくださいましね。お米もお刺身も、まだまだたんとありますから」

　その言葉に噓うそはない。宴うたげ用の座ざ敷しきには、いくつものおひつ、いくつもの膳ぜん、山の幸に海の幸、そして酒さか樽だるや鯛の姿焼きなどが並べられている。それらすべては領民の善意であり、今もなお、続々と届けられている祝いの品であった。

「播磨国は松まつ茸たけも有名なのですよ。さあさ、遠えん慮りよなく食べてください」

　山のように贈られてくる品物を、今回ばかりは薫は拒こばまなかった。

　岩庭家の家訓を守り、質しつ実じつ剛ごう健けんな生活を心がけていた女当主は、嬉うれしさのあまりタガが外れたようで、あれもこれもと座敷の内に持ってきた。まるで温和な老婦人のようににこにこと、彼女は客人にも身内のように接してくる。

「ゆみえるさんも、るうとうさんも、何でも召めし上がってくださいね」

「……恐おそれ入ります」

「うむ。くるしうないぞ」

　岩庭の鬼おに姫ひめだの、千人斬ぎりの薫だのと、天下に勇名を轟とどろかせている老女が、人の善いお婆ばあさんのように甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いている。

　その事実に、宴えん席せきに並ぶ家臣たちは呆ぼう然ぜんとして固まってしまっていた。彼らにとっての薫とは、岩のように厳格で、鬼のように強い女だったので、朗ほがらかに笑う老女を薫と認にん識しきできずにいるのだ。

　しかし、古くから岩庭家に仕える老臣たちは、弥彦のみならず、本当の薫が帰ってきたのだと、感極きわまってボロボロと涙をこぼしていた。

　そうだ。今の姿が本当の薫だ。立場上、つけざるを得なかった「強い当主」の仮面を外した薫。よく笑い、よく泣く、純情な女が薫の真実の姿なのだ。

　鬼姫ではなく、花姫と呼ばれた頃ころの薫が本当の薫。当時を知る者たちは、溢あふれ出す涙を抑おさえることができなかった。

　姫路の城の大広間。帰き還かん祝いと恩人への感謝、そして、家臣の戸と惑まどいと老臣の熱い涙。そこに祝いの品が次々と届き、混こん沌とんとしていく空間の中にあって──ひとりだけ、未いまだに事情を理解できていない少女がいた。

「こ、ここはどこ？　あの人たち、誰だれ？」

　貴大の隣でカチコチに固まって、しかし、ぷるぷると震えている着物姿の少女。

　彼女の名前もまた、カオルといった。
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「実はこいつ、カオスドラゴンなんだ」

　カオルの大だい冒ぼう険けんは、この一言から始まった。

　神しん妙みような顔で帰宅した弥彦。居間に集められたロックヤード夫妻と一人ひとり娘むすめのカオル。いつも通り無表情なユミエルと、どこか得意げな顔のルートゥー。

　彼らの前で、事もなげに放たれた言葉がこれだ。

　ルートゥーはドラゴンであると。存在自体が大災害とされている混こん沌とん龍りゆうだと。

　このちっちゃくて可愛かわいい龍人の女の子が、イースィンドを恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落とした存在だと、貴大はそう言ったのだ。

　当然、ロックヤード夫妻は鼻で笑った。

「ハハッ、ナイス・ジョーク」

「タカヒロちゃん、寝ねぼけたんでちゅか？」

　にやにやと笑って、欠片かけらも信じようとしないアカツキとケイト。もちろんカオルも、貴大の言葉を冗じよう談だんか何かだと決めつけていた。

　しかし彼らの目の前で、ルートゥーは大きな龍へと変じたのだ。居間に収まる程度ではあったが、それは話に聞いた混沌龍そのものだった。

『どうだ。これでもタカヒロの言葉を信じぬか』

　龍に変じたルートゥーが、牙きばがぞろりと生え揃そろった口を開く。その姿に、アカツキとケイトは乾かわいた笑いで頰ほおをひくつかせ──。

「ルートゥー様ーっ!!」

「娘を生いけ贄にえに捧ささげますので、どうか村だけはーっ!!」

「ええええええええええっ!?」

　わずかな躊躇ためらいもなく、全面降こう伏ふくの意を見せるのだった。

「まあ、信じれば良いのだ」

　何度もひれ伏ふしては体を起こし、またひれ伏すロックヤード夫妻の姿に、呆あきれを通り越こして憐あわれみでも感じたのだろう。ルートゥーは少女の姿へと戻もどり、そこにすかさず夫妻はにじり寄っていった。

「ルートゥー様、どぶろくなぞいかがですかな？」

「村の特産品の米ぬかです。砂糖と混ぜて食べるとちょっと黄粉きなこっぽいです」

　米つきバッタのようにぺこぺこと頭を下げるふたりの姿に、混沌龍様はやれやれと頭を振ふるのだった。

「さーて、どうしますか、弥彦さん。この調子だと、連れて行くのもままならないと思うんですけど」

「ううん、どうしたものか。せめて息子むすこは連れて行きたかったのだが」

　混乱するロックヤード夫妻をよそに、貴大と弥彦が何やら話し合っていた。

　彼らなら事情を知っているに違ちがいない。そう考えたカオルは、貴大に向かって問いかけようとしたのだが──。

　それよりも早く首根っこを摑つかまれて、ひょいと持ち上げられてしまった。

「まあ、こいつでいいでしょ。息子さんよりお孫さんの方がしっかりしていますよ」

「それもそうだな。よし、そうしよう」

「え、ええ？」

　わけも分からぬままに話が進み、カオルは家の外へと連れ出された。

　そしてイエスもノーも言うヒマがなく、彼女は龍に変じたルートゥーの背中に転がされたのだ。

「え？　え？　え？」

「それじゃ、行くぞー」

『うむ！』

「ええええええええええっ!?」

　息つく間もなく出発だ。貴大、ユミエル、弥彦、カオルを乗せたルートゥーは、月夜の空へと舞まい上がり、流星のように東の方へと向かっていった。

　透とう明めいな風防が張られたルートゥーの背中は、とても温かく快適だった。襲おそいかかってくる魔ま物ものは爪つめやブレスで薙なぎ払はらわれ、死臭さえも風防の中には入ってこなかった。カオルたちは何の危険もなく、素す晴ばらしい空の旅を楽しんで──。

「いやあああ!?　血がっ！　臓物がっ！　窓にべちゃってーっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ルートゥーは強いんだから」

「そういう問題じゃなっ、ひ、ひいっ！　また来たーっ!?」

　少しだけトラブルはあったかもしれない。しかし、カオルたちは一いつ滴てきの血も流すことなく大陸を横断し、わずか二時間でジパングへとたどり着いたのだった。

　そして、一晩明けてのあの宴会である。

　まるで馴な染じみのない東洋の城に連れて来られ、触ふれたことはおろか、見たこともない「キモノ」なるドレスを着せられたカオル。事ここに至りながらも、彼女は何ひとつ理解できていなかった。

「ね、ねえ、タカヒロ」

「あーん？」

「ここ、どこなの？　お爺じいちゃんの妹とか言ってたあの人、誰なの？」

　座敷の隅すみにちょこんと座り、まだぷるぷると震ふるえていたカオル。

　彼女は貴大の袖そでを引っ張って、何とか事情を聞き出そうとしたが、

「げーふ」

　彼は使い物にならなかった。腹を大きく膨ふくらませ、夢見心ごこ地ちで畳たたみに寝ね転ころがっている。

　何を聞いても気だるい声を返してくるだけだ。ならばと祖父に話を聞こうにも、彼は妹や老臣に囲まれて近づけなかった。

　ルートゥーはルートゥーで酒を何度もおかわりしている。ユミエルはなぜか給きゆう仕じする者となって、料理や酒を宴会場へと運んでいる。戸惑っているのはカオルだけだ。この異国の地において、彼女だけがぽつんとひとり、浮ういていた。

「もういいよ」

　貴大の肩かたをぺしんと叩き、カオルはすっくと立ち上がった。

　少し催もよおしたのだ。記き憶おくにあるトイレに行こうと、彼女は座敷をあとにする。案内は丁てい重ちように断って、やはり見慣れない廊ろう下かを歩き、これまた見慣れない厠かわやに入り──。

　それから少しして、カオルはすっきりした顔で廊下に出てきた。

「ふー」

　宴会場から離はなれたら、少し落ち着けたような気がする。

　心のゆとりを取り戻し、カオルはゆったりと来た道を戻り始める。

「やっぱりおかしなところだけど」

　なかなか新しん鮮せんでいいかもしれない。板張りの廊下に紙でできたドア。それらはどこか幻げん想そう的で、しかし、祖父弥彦に通じる雰ふん囲い気きがあった。

（ここがお爺ちゃんの生まれた国かあ）

　そう考えると親しみも湧わいてくるではないか。

　カオルは少し微笑ほほえみながら、廊下の壁かべにかかった花かご、竹で編まれたそれに手を伸のばして──。

　直後、聞こえた足音に飛び上がった。

「ふえっ!?」

　体をビクッと震わせて、おかしな姿勢で振り返るカオル。

　そんな彼女を不思議そうに見つめたあと、その老人は穏おだやかな顔で近づいてきた。

「これはこれは、カオル姫様。驚おどろかせて申し訳ありません」

　好こう々こう爺や然とした小こ柄がらな男は、腰こしを深々と曲げてカオルに挨あい拶さつをした。

「あっ、す、すみません」

　釣つられてカオルも頭を下げようとするが──。

　それを老人は片手で制し、少し慌あわてた様子で首を振った。

「姫君が軽々しく頭を下げるものではありません。一国の姫たる者、常に鷹おう揚ように構えていてちょうどいいくらいです」

「いや、でも……って、ええええっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるカオル。

　驚く老人も捨て置いて、少女は彼に詰つめ寄った。

「姫って、ひ、姫ぇっ!?　それってお姫様のことですよね!?」

「はい。カオル様は岩庭家の直系、弥彦様のお孫様であらせられますので」

「えええ……!?」

　まさに青せい天てんの霹へき靂れきだった。思ってもみないことだった。

　自分がお姫様、姫と呼ばれる身分だなんて──。

　きっと何かの間ま違ちがいだと、カオルはぶんぶんと頭を振る。

「って、ないない。わたしが姫ひめとか、タカヒロが黒くろ騎き士しってくらいないよ」

　自分のような小市民が、実は一国のお姫様でした！　なんて。

　そんな話は童話の中でしか聞いたことがない。子ども向けの絵本じゃあるまいしと、カオルはけらけらと笑って目の前の事実を否定した。

「そもそも、お爺ちゃんからして普ふ通つうの人ですよ？　実は王様でしたーなんて、そんなことあるわけが」

「岩庭弥彦様は、第六代岩庭家当主であらせられました」

「え、え？」

　カオルの言葉を否定するように、突とつ然ぜん始まった老ろう爺やの話。

　その神しん妙みような顔と声こわ色いろに、カオルはまたもやビクッと体を震わせた。

「先々代、頼より忠ただ様が病に没ぼつしたことにより、弥彦様は十四歳の若さで播はり磨ま国の当主を継つがれました。若さよりも幼さが目立つ若君に、頼忠様はあとを託たくして逝いってしまわれたのです。私は当時から岩庭家に仕えておりましたが、あの時ばかりは決死の覚かく悟ごをいたしました。ここぞとばかりに牙を剝むく他国の者、妖よう怪かい変へん化げどもから若様を守り抜ぬこう。そのように思ったものでございます。しかし、初うい陣じんで敵大将を討うち取った弥彦様の姿を見て、それは杞き憂ゆうだったと思い知らされたのですよ」

　今も武士であるのだろう。柔にゆう和わな笑え顔がおが特とく徴ちよう的だった老爺は、今はキリリと眉まゆを引き締しめて、凛りんとした空気を纏まとっていた。

「弥彦様は戦いくさの天才であらせられました。乱戦を長なが槍やり一本で切り抜けて、一いつ騎き打うちでは常勝不敗を誇ほこりました。十八歳になる頃ころには、魂こん力りよく二百にも至り、天下に播磨の弥彦ありと、その名を轟とどろかせておりました」

「こんりょく？　それって……も、もしかして、レベルのことですか？」

「左様でございます。弥彦様はれべる二百の《鬼おに武む者しや》でございました」

「お爺ちゃんが……!?」

　カオルの脳のう裏りに、いくつもの思い出が蘇よみがえる。

　隻せき腕わんであるがゆえに、苦労して薪まきを割っていた弥彦。義足をきしませて、ゆっくりと丘おかを登っていた弥彦。庭に出した椅い子すに腰かけ、のんびりと本を読んでいた弥彦。そのどれもが高いレベルとは結びつかず、カオルは老爺の話をにわかには信じられなかった。

　しかし老爺は昨日のことのように、弥彦との思い出を語り続ける。

「弥彦様とは何度も戦場で轡くつわを並べました。何度も弥彦様の背中を守り、その何倍も弥彦様に守られました。当時の播磨国は、弥彦様の若さで輝かがやいているようだとも称たたえられました。ですが、盛じよう者しや必ひつ衰すいの故事通り、播磨国は滅めつ亡ぼう、岩庭家は没ぼつ落らくの危機に瀕ひんすることとなります。そう、弥彦様が、神かみ隠かくしに遭あわれたのです」

「神隠し……？」

「力ある妖よう怪かい、大妖。彼奴きやつらめは摩ま訶か不ふ思し議ぎな力を操あやつるのですが、神隠しはその最たるもののひとつ。人を『戻ってこられない場所』へと隠してしまい、開いた扉とびらを閉じてしまうのです。弥彦様も、ある日、大おお狐ぎつねに隠されてしまい、以後五十年間、消息を絶ってしまわれていました」

　老爺は当時の苦い記憶を思い返しているようだ。前ぜん途と洋よう々ようたる播磨国の未来は閉とざされ、あとに残されたのは十二歳の少女薫のみ。今でこそ盤ばん石じやくの基盤を築いてはいるが、ここに至るまで、どれほどの苦労があったのだろうか。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい想おもいが、言葉の端はし々ばしから感じられ、カオルは思わずグッと息を詰まらせた。

「ひとり残された薫様は、噓うそか真まことかも定さだかではない、神隠しからは帰き還かんできるという伝承を支えに、ただただ弥彦様を待ち続けました。いつか兄は帰ってくる。いつか岩庭家に帰ってこられる。そう信じて、薫様は播磨国を守り続けられました。ですが、老境に差しかかってからは、寂さみしげな顔をされることが多く……」

「そうですか……」

「そのような折、弥彦様は帰ってこられたのです！　薫様が信じられた通り、弥彦様は帰ってこられたのです！」

　いつの間にか涙なみだを浮かべていた老臣に、もらい涙を浮かべるカオル。彼らは涙混じりの目で、顔を合わせて微笑んでいた。

「うう、よかったですねえ」

「ええ、ええ。弥彦様が帰られて、若き日の薫様そっくりの姫様まで現れて。それが婿むこ殿どのの手引きだというのですから、いやはや、お家はますます安あん泰たいですな！」

「ええ、本当に……え？　婿殿？　って、誰だれですか？」

　目の端を拭ぬぐっていたカオルは、思い当たる節のない言葉に、真顔になって老臣へと聞き返した。すると当の老臣は、ピンと立てた指を座ざ敷しきの方へと向ける。

「あの御ご仁じん、婿殿だと思っておりましたが。違うのですか？」

　廊下の先にちらりと見える、部屋の隅で幸せそうに腹を膨らませ、安らかな寝ね息いきを立てている黒くろ髪かみの青年。佐さ山やま貴大その人を、老臣はまっすぐに指差していたのだ。

「ち、違いますって！　タカヒロが婿だなんて、そんな！」

「違うのですか？　カオル様と懇こん意いだとうかがったので、てっきり婿殿かと」

　照れて両手を振ふるカオルを、老臣は釈しやく然ぜんとしないとばかりに見つめていた。
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「海かい賊ぞくどもとの戦いを覚えておいでですか？　私は昨日のように思い出せます。小こ舟ぶねが入り乱れる戦場で、弥彦様は源みなもとの義よし経つねもかくやとばかりに敵本船に躍おどりかかり、見事、大たい将しよう首くびを挙げられました。あの日の光景は、今でも私の目に焼き付いておりますよ」

「今にして思えば若わか気げの至りだった。いや、恥はずかしい」

「何をおっしゃいますか。弥彦様の戦いは繊せん細さいなように見えて、その実、豪ごう胆たんなものでした。勝機がなければ無む茶ちやはせず、逆に勝てると踏ふめば躊躇ためらわずに前に出る。飛鳥あすか城に単独で侵しん入にゆうし、内部から攻せめ落とした武勇伝は、今なお色いろ褪あせずに語り継がれております」

「いや、これは参ったな。思い出話に花を咲さかせていると、そのうち恥ずかしくて死んでしまいそうだ」

「おやおや、飛鳥城攻めはまだ序の口ですぞ。この調子では、三さん途ずの川を渡わたっても、思い出話が終わりませぬ」

「「「うわっはっはっはっ！」」」

　祝しゆく宴えんも昼に差しかかり、宴うたげは更さらなる盛り上がりを見せていた。

　大広間には老臣が集まり、弥彦と在りし日の思い出を語っている。その周囲にはその子、その孫までが集まって、興味深そうに話に耳を傾かたむけている。そしてその隣となりでは、ルートゥーが下にも置かないもてなしを受けていた。

「龍りゆう姫ひめ様、ささ、ご一いつ献こん」

「うむ」

　髪かみを結ゆったルートゥーは、黒地に花が描えがかれた豪ごう奢しやな着物を身に纏まとい、上座にあぐらをかいて大いに酒を飲んでいた。何と言っても弥彦帰き還かんの最大の功労者である。彼女は播磨国の国こく賓ひんとして扱あつかわれ、酒や珍ちん味み、山と積まれた菓か子しをふるまわれている。

「龍姫様、こちら、山海の珍味でございます」

「ほう、キノコの塩しお漬づけと魚ぎよ卵らんの塩干しか。いかにも東洋らしいつまみだが、悪くはないぞ。うむうむ！」

　上じよう機き嫌げんで肴さかなをつまみ、大きな杯さかずきでググッと酒を飲み干すルートゥー。その飲みっぷりに驚きの声が上がり、ますますルートゥーは機嫌の良さそうな声を上げる。

「うわははは、酒だー、もっと酒を持ってこーい！」

「ははーっ！」

　酒さか樽だる三つを飲み干して、まだ足りないと混こん沌とん龍りゆうがのたまっている。

　その顔はすでに真っ赤だったが、これも恩返しとばかりに、下働きの者がせっせと酒樽を運んできていた。

　そしてその中にはユミエルの姿もあって──。

「あらま、こんな下働きの子、いたかしら」

「さあ、知らない。でも、この子、結構な働き者よ。髪の色がちょっと変だけど、自分からよく働いてるわ。ねえ？」

「……メイドですので、働かないと調子が悪くなるのです」

「冥めい土ど？　よく分かんないけど、働き者は大だい歓かん迎げいよ。先代様が帰ってきてから、宴会、宴会、また宴会だからね。城下町の人たちも、ちょっと早い秋祭りだって楽しんでるし、とにかく人手が足んないのよ」

「忙いそがしい時期に入ってきて災難だとは思うけど、まっ、頑がん張ばってちょうだいよ。人ひと心ごこ地ちついたら、お饅まん頭じゆうをあげるから」

「……了りよう解かいしました」

　ユミエルもまた、すっかり播磨国に馴な染じんでいるようだ。

　宴席で着ていた和服も美しかったが、下働きが着る簡素な服も似合っている。せっせと働く少女のことを、他ほかの者は目を細めて見守っていた。
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　そして、その主人であるところの貴大は──。

　なぜか武士たちに囲まれていた。トイレに行った帰りにどこかの部屋に連れ込まれたのだ。いずれも精せい悍かんな男たちは、ごく近い距きよ離りから貴大を見ている。

「この男がそうか。うむ、細いな」

「人間、体つきだけで判断はできませぬぞ。魂力が高ければ、童わらべも武将を打ち倒たおせますゆえ。ふほほっ」

「どれ、私が試ためしてみますかな。それとも竜胆りんどう、そなたがやるか？」

「それも一興ですね。ふふふ」

「あの……？」

　貴大を囲む八人の男たち。彼らは体つき、そして年ねん齢れいこそバラバラだったが、みな一様に貴大を興味深そうに見つめている。その割には貴大とは話そうともせず、まるで品評するかのように身内だけで話し合っているではないか。体つきがどうとか、試してみるだとか、貴大にはさっぱり分からなかったが、

（もしや、そっちの趣しゆ味みが!?）

　貴大の頭を、戦国武将は男色を好んだ、という雑学がかすめた時──。

　貴大から見て右手側、あぐらをかいて座る巨きよ漢かんが口を開いた。

「貴き殿でん、生まれはどこだ？」

「は？」

　不意をつくような質問に、貴大は間の抜けた声を出してしまった。

　すると巨漢は不機嫌そうに、さもわざとらしく舌打ちをしてみせる。

「どの国の出身かと聞いているのですよ」

　向かって左側に座る男が、柔やわらかな声で助け船を出した。

　ここまでされて、ようやく質問の意味を理解した貴大は──。

　またもや言葉に詰つまってしまった。質問に答えられないわけではない。自分の出身地を言うことはできる。ただ、それをこの世界の人間が理解できるとは思えない。弥彦の時と同じ理由で、貴大は口をつぐんでしまった。

（俺が知ってるジパングの地名って、ゲームで出てきた京の都と出雲いずもしかないぞ。でも、弥彦さんには田舎いなか出身です、って言ってるから、メジャーな名前は出せないよな。だからって適当な名前を出しても怪あやしまれそうだし、うう、どうするよ）

　背中にじんわりと浮うかぶ汗あせを感じながら、貴大は固まってしまっていた。

　すると、周囲の男たちの表情が険しくなってくる。左列の奥に座る細身の男など、待ち切れないとばかりに問いかけてきた。

「どうした、なぜ答えない。何か後ろめたいことでもあるのか？」

「ち、違ちがいます、違います！　実は俺、日ノ本の記き憶おくがあんまりなくて。ちっちゃい頃ころに大陸の端まで飛ばされたようなんですけど、その時に頭をぶつけたのか、あんまりこの国のことを思い出せないんですよ」

「なんと、そうであったか」

「不ぶ躾しつけな質問をしてすまなかった。お主も苦労したのだな」

　口から出まかせの言葉を、しかし、八人の武士たちはすんなりと受け入れてくれた。

　食い下がられるだろう、怪しまれるだろうと考えていた貴大は、拍ひよう子し抜ぬけのような安心のような、両方がない交ぜになった気持ちを味わっている。

（なんだ。この人たち、実はいい人なんじゃないか？）

　にこやかな顔を向けてくる武士たちに対し、急に親近感が湧わいてくる。

　思えば弥彦は礼れい儀ぎ正しく、物もの腰ごしも柔らかな人間だった。弥彦の妹である薫も、貴大が恩人だと知ると申し訳なくなるほど頭を下げてきた。

　下働きの者たちは人当たりの良い人物が多く、城を訪おとずれている城下町の者たちは明るく気さくな人々だった。

　これが日ノ本、いや、播磨国の気風というものなのだろう。

　素す直なおで、優やさしくて、真ま面じ目めで、丁てい寧ねい。播磨国の人間は、武士であっても良い人ばかりなのだと、貴大は思わず微笑ほほえんだ。

「佐山殿どの。聞けば、貴殿は我らが主あるじ、薫様の薙刀なぎなたを避よけられたとか」

「い、いや、あれは咄とつ嗟さのことで」

「またまた、ご謙けん遜そんを。薫様の突つきは神速の突きですよ？」

「我ら播磨八将ですら、薫様の本気の突きは防げない」

「播磨八将？」

　優やさ男おとこの言葉に付け足すように、ずんぐりむっくりとした男がぼそりとつぶやいた。

　その中に聞き慣れない単語があった貴大は、思わずオウムのように言葉を返す。

　すると巨漢が口を開き、丁寧に説明を始めてくれた。

「そう、播磨八将。播磨国の四方、四よ隅すみを守護する武将の中の武将。三百人の部下を与あたえられ、八方のそれぞれに目を光らせる播磨の守護神。それが播磨八将だ」

「つまり、播磨国には八つの軍団があって、みなさんは軍団長である、と？」

「そうだ」

「その割には、部下の数が少なくないですか？　三百って」

「播磨国は兵農分ぶん離りが国こく是ぜである。武士は戦い、農民は田畑を耕す。役割分担をしておるわけだ。そのため、播磨国には常じよう駐ちゆうの守備兵、予備兵も合わせ、兵は五千もおらん」

　兵の数の少なさを恥じるのではなく、むしろ誇ほこらしげに語る巨漢の姿に、貴大は量より質を重視しているのだと感じ取った。

　レベルやスキルが物を言う世界では、確かに、有う象ぞう無む象ぞうの兵など必要ないだろう。精せい鋭えい部隊を重点的に鍛きたえ上げた方が効率がいい。レベル５０の兵を千人用意するよりも、レベル１００の兵を百人鍛え上げる方がよほど使い物になる。

　文字通りの一いつ騎き当とう千せんが可能なこの世界において、個人の質は下手な量を凌りよう駕がする。精鋭をもって国を守るという播磨国の方針は、理に適かなっていると貴大は考えた。

「つまり、播磨八将は最精鋭の武士の中でもかなり偉えらい人なんですね？」

「そうですね。そうなります」

「上座に座って申し訳ありませんでした」

　即そく座ざに土下座を決め、許しを請こおうとする貴大。

　そんな彼の体を、播磨八将たちは慌あわてて引き上げようとする。

「ああ、貴大殿。頭を上げてください！」

「上座に戻もどってください！」

「いや、でも」

「貴大殿は弥彦様を連れて帰られた大恩人。そのような方を、どうして下座に座らせることができましょうか。ささ、貴大殿は上座でどんと構えていてください」

「そ、そうですか？　じゃあ……」

　ここまで勧すすめられて断るのは逆に失礼にあたる。

　そう考えた貴大は、遠えん慮りよがちに上座に腰こしを下ろした。

「いや、でも、やっぱり落ち着きませんね、はは」

　ぎこちなく笑う貴大に、優男が微笑み返す。

「いいのですよ。何度も言いますが、貴大殿は恩人です。弥彦様の帰き還かんは我らが主の悲願。それを果たしてくださった貴大殿を敬いこそすれ、厭いとうことはございません」

「あれはルートゥーがいたから……」

　ほめ殺しのような目に遭あって、貴大は視線をさ迷わせた。

　その様子に親しみを覚えたのだろう。播磨八将たちはわずかに頰ほおを緩ゆるませて、にこやかな顔で貴大のことを見ていた。

（やっぱりいい人たちだよな）

　座ざ敷しきには、一いつ瞬しゆん、温かな空気が広がった──。

　かに、見えたが。

「しかし、貴大殿はともかく、弥彦様の孫には困りましたな。我らが主君と同じ名でも、出来がまるで違う。覇は気きがなく、力強さもない。聞けば槍やりを握にぎったこともないとのこと。直系の跡あと継つぎが現れたと喜びましたが、ぬか喜びに過ぎませんでしたな」

「……え？」

　偉い丈じよう夫ふの言葉に、まず貴大が凍こおりついた。

　しかし他の者は気にせずに、そうだそうだと相あい槌づちを打ち始める。

「ああ、お前の言う通りだ。終始おどおどとしていて、まるで子こ鼠ねずみのようだったぞ。あれは当主の器うつわではない」

「弥彦様の嫡ちやく子しは、なんと一いち膳ぜん飯めし屋やの主だそうですよ」

「これではご子息の方も望み薄うすですねえ」

「ええ、私もそう思います」

　軽い調子でカオルとアカツキについて話す八将たち。

　貴大の顔は、話が進むにつれて表情をなくしていった。

「直系だからと鍛え上げるのも面めん倒どうだ。跡継ぎは予定通り、分家の幹みき久ひさ様で決まりだな」

「と、いうわけです。申し訳ありませんが、カオル様だけでも連れ帰っていただけませんか？　あれはお家に混乱しかもたらしません」

「もちろん、貴大殿はいくらでも逗とう留りゆうしてくれて構わん。望むならば屋や敷しきを与え、客人としていつまでももてなそう」

「カオル様さえ遠くにやってくれればな」

「どうだ？　悪い話ではないだろう？」

　中肉中背の武士が、いやらしい笑えみを浮かべて言った。

　しかし、それに貴大が答えることはなく、途と端たんに八将はむっとした顔つきになる。

「貴大殿？」

「貴殿、話を聞いて……っ!?」

　播磨八将の首筋を、冷たい何かがするりと撫なでた。

　それはナイフの峰みねだろうか？　鈍にぶく輝かがやく刀身が、その背を使って肌はだの上を滑すべる。

　一瞬遅おくれて、播磨八将の体からドッと冷や汗が噴ふき出した。

　誰だれの仕し業わざか？　それは見えた。

　どのように動いたか？　そこまでは見えた。

　だが、自分たちは立ち上がることすらできなかった。魂こん力りよく百五十を超こえた猛もう将しようたちが、首筋を撫でた「死」に、魂たましいまでも凍りつかせてしまった。

　目には見えるが防げない。目では追えるが対処ができない。まるで鬼おに姫ひめとうたわれた薫の突きのような速さに、播磨八将は揃そろって硬こう直ちよくしてしまっていた。

「弱いからいらない。弱いから主君にしたくない。それは分かる。戦国だから、それは仕方ないと思う」

　播磨八将の首筋を撫でたあと、部屋の隅すみへと移動していた貴大が、抜き身のナイフをギラリと光らせて言った。

「俺だって、カオルは大国の殿との様さまに向いてないと思うよ。だって弱っちいもんな。多分、流れ矢が当たっただけで死ぬと思う。でもな」

　部屋に敵意が広がっていく。貴大の迫はく力りよくが、部屋の空気を圧していく。

　限界まで圧縮された空気は、直後に大きく弾はじけた。

「弱いやつが無価値みたいに言うんじゃねえよ！　弱いやつが無価値なら、俺より弱いお前らだってゴミみてえなもんだろうが！　カオルはカオルで、いいところがいっぱいあるんだよ！　弱よええけど、お前らよりはよっぽどいい人間なんだよ！」

　滝たきのような汗を流して固まる八将に、貴大は怒いかりのままに声をぶつけた。

　激げき昂こうして、憤いきどおって、それでもなお沸わき上がる怒りを声にした。

「こんな国、こっちから願い下げだ！　頼たのまれなくても出てってやる！　言われなくてもカオルを連れて出て行ってやるよ！」

　そして貴大は、大きな足音を響ひびかせながら部屋から遠ざかっていった。

　播磨八将は、その間、一言も発することができなかった。殺意にも似た敵意をぶつけられた男たちは、険しい表情で虚こ空くうを睨にらみ、ある者は拳こぶしを握り、ある者は歯ぎしりをして、

「だ、駄だ目めだあっ！」

　情けない声を上げ、揃って畳たたみに突っ伏ぷした。

「ひええ!?　なんだあれ？　なんだあれ!?」

「まるで薫様のような迫力でしたねえ。体が竦すくんで動けませんでした」

「あの小刀の冷たさを感じたか!?　俺は首が落ちたかと思った！」

「ほっほ。わしなんて少しちびったんじゃよ……」

「ああ～！」と大きな声を上げ、今度は後ろに倒たおれる八将。

　男たちは額の汗あせを拭ぬぐいながら、口々に今回の策の失敗を語った。

「だから己オレは言ったのだ。策など弄ろうさず、素直に接しようと」

「いや、しかし、それでは手を抜ぬかれるかもしれないでしょう？　貴大殿の性格や実力を見定めるには、ああして怒おこらせる他ほかなかったのです」

「そのおかげで首を狩かられかけたがな」

「誰だ！　一石二鳥の策だとほざいたのは！」

「まあまあ、落ち着いて。少なくとも目的は達成したのですから」

「うーむ、そうじゃのう。なかなかの好青年ではないか。実力の方も申し分なかった」

「彼がカオル様と結ばれればお家は安あん泰たいですねえ」

「だが、彼らは彼らの生活があるだろう？　それを捨てるとは思えないのだが」

「しかし、あの力は捨てがたいものです。どうにかして定住していただいて……」

「あんなに怒らせたのに？」

「出ていくとまで言っていたのに？」

「………………」

「ああ～！」

　再び八将はひっくり返った。

　起こしかけていた体を倒し、自分たちの失策を大いに恥はじた。

　とにもかくにも誤解を解きに行かなければならない。言われなくても分かる道理に、男たちはのろのろと立ち上がった。

「発案者の大だい丸まる殿が矢や面おもてに立ってくださいよ」

「つれないことを申すな。共に頭を下げようではないか」

「潔いさぎよくないぞ！　全員で謝るのだ！　他に道はない！」

「ああ、まったく馬ば鹿かなことをした……」

　播磨八将はぞろぞろと廊ろう下かを歩いていった。

　そしてその場には静せい寂じやくだけが残されて──。

「……え？　ええ？」

　混乱した少女も残されていた。

（ど、どういうこと？　タカヒロが強いって……ええ？）

　男たちがいた部屋、そのはす向かいの廊下にカオルの姿があった。

　彼女は貴大が拉ら致ちされた段階から部屋の様子をうかがっていて──。

　それゆえに今のやり取りをすべて見ていた。そこで交かわされた会話も聞いていた。

（あの強そうな人たちより……もっと強いの？）

　そんなはずはない。貴大とはぐーたらな青年で、冒ぼう険けん者を続けられなくて辞やめてしまったリタイア勢のはずだ。器用ではあるけれど戦うことはできず、いつもユミエルに一方的におしおきされていたじゃないか。

　戦う人ではない。そのはずなのに──。

　しかし、しかし、あのとんでもない動きは──。

「なんだ、何も起きなかったな」

「うわあ!?」

　口から心臓が飛び出るほどに驚おどろいた。廊下の角、柱の陰かげに隠かくれていたカオル。その横からひとりの少女がひょっこりと現れる。

　いや、一匹ぴきの龍りゆうとでも言えばいいのだろうか。混こん沌とん龍りゆうことルートゥーが、何やら唇くちびるをとがらせて八将の去った方を見ていた。

「つまらん。喧けん嘩かのひとつも起きると思ったのだがな」

「あ、あの？　ルーちゃん？」

「なんだ小こ娘むすめ？」

「ひうっ!?　え、ええと、その……喧嘩が起きてほしかったの？」

「当然だ。そうなれば、タカヒロの戦う姿が見られたからな」

「タカヒロの戦う姿……」

　一瞬だけだがすさまじい動きは見た。

　あれよりももっと速く、もっと激しく動けるのだろうか？

　ますます戸と惑まどうカオルに対し、ルートゥーは呆あきれたようにこう伝える。

「まだ気づいていないようだから教えてやるがな」

「う、うん」

「我は混沌龍、カオスドラゴンだ。この世の頂点に位置する最強生命体である」

「うん」

「そんな我の惚ほれている男が、見た目通りの昼ひる行燈あんどんだとでも思ったか？　あれは我の心臓をえぐる、並の龍なら手も足も出ないような男だぞ？」

「えええ……!?」

「黒くろ騎き士しとかいう名で人助けもしているな。まあ、あれは仮装のようなものだが」

「えええええええ……!?」

　頭がショートしてしまいそうだった。

　明かされる情報に、しかし、カオルは腑ふに落ちるような思いがしていた。

（貴族の子たちと知り合いなのも。すごい冒険者と知り合いなのも。偉えらい学者さんに頼たよられてるのも。混沌龍に気軽にお願いができるのも）

　みんな彼が強いからだ。

　すごい実力を秘ひめていて、それをみんな薄うす々うす勘かんづいていたからだ。

　知らなかったのは自分だけ。何も気づかなかったのは自分だけ。そのことにショックを受けながら、カオルはへなへなとへたり込んでしまう。

「我は寛かん大だいだから、貴様とタカヒロが多少いちゃいちゃしようと気にせぬが」

「ううう……」

「あれの周囲は事件が絶えない。先ほどのやり取りを恐おそろしく感じるようなら……距きよ離りを取った方が身のためだぞ？」

「うううう～……!?」

　とうとう頭を抱かかえたカオルに、ルートゥーはそれ以上何も言わずに去っていった。

　残されたカオルは何分も、何十分もしゃがみ込んで、

「ど、どういうことなの～？」

　城の者に見つかるまで、答えの出ない問いを繰くり返していた。
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「はあ～あ……」

　その日の晩、カオルは重いため息をはきながら、のそのそと城の廊下を歩いていた。

　結局、貴大には何も聞くことができなかった。聞けば答えてくれそうだったが、本人の口から聞くのがなぜか怖こわく──。

　カオルは客室に引きこもり、そのまま夜まで過ごしてしまった。

「はあ～あ……」

　また重たいため息が出る。

「長旅でお疲つかれなんですね」などと城の者は察してくれたが──。

　事実はそうではない。近しいと思っていた者が遠かった。それを知ったことで、自分の心がどうしようもなく乱れただけだ。

（タカヒロは強くてすごくて偉い人、かあ）

　まるで英えい雄ゆうのような存在だ。自分のような小市民とはまるで違ちがう。

（あっ、でも！　わたしだってお姫ひめ様だって）

　判明したが、それがどうしたのだという気持ちだ。

　自分はずっと一いつ般ぱん人として生きてきた。自分にはフランソワのような気品はなく、大おお叔お母ばである薫のような強さもない。播磨八将も「器うつわではない」と言っていたではないか。あれは挑ちよう発はつのための虚きよ言げんだったが、あながち間違いとも言い切れなかった。

「なんなんだろ……」

　自分は一体なんなのだろう。自分はどうしてここにいるのだろう。

　何もかもが分からなくなって、だけど「彼とは釣つり合わない」ということを認めたくなくて──。

　こうして夜の城をさ迷っている。非常にみじめでむなしかった。

「トイレも済ませたし、もう帰ろ」

　最初はそれが目的で部屋を出たのだ。

　誰だれかにばったり出くわさないうちに、もう部屋へと戻もどってしまおう。

　そう決めたカオルは自分用の客室へ向かおうとして──。

「あれ？　ここ、どこ？」

　きょろきょろと辺りを見回す。周囲の景色に見覚えはない。

「ええ～？　迷った？」

　つぶやきながら廊下を歩く。しかしやはり、どこも初めて通る道だった。

「困ったなあ……」

　うろうろと頼りない足つきで探たん索さくを始める。

　一向に元の場所には戻れなかったが、代わりに不思議な区画に足を踏ふみ入れていた。

「これ……」

　壁かべにかけられた蠟ろう燭そくが、ぼうっと光って板張りの廊下を淡あわく照らしている。

　蠟燭の柔やわらかな光はふすまに描えがかれた古木や山河を微かすかに揺ゆらし、まるで実物であるかのような錯さつ覚かくをカオルに与あたえた。

「わあ……」

　人ひと気けが失うせた夜の城。遠くから伝わる喧けん騒そうと、どこかの廊下を召めし使つかいが歩く音。

　それらすべてをどこか遠くの世界の音のように思いながら、カオルは夢見心ごこ地ちに廊下を歩いていく。

「きれい……」

　廊下を抜けたカオルは、縁えん側がわに腰こしを下ろし、感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしていた。

　月明かりに照らされた枯かれ山さん水すい。三方を白壁に囲まれた日本庭園は、カオルを幻げん想そう的な世界へと引き込んでいく。

「ふう……」

　壁が白く、砂が白く、目につく紅葉もみじの赤が美しい。

（こんなところが、この世界にはあったんだなあ）

　極東の島国、ジパング。

　祖父の出身地。そして、貴大の生まれた場所。

　様々な想おもいが入り混じって、カオルは日本庭園をいつまでも、いつまでも、飽あきることなく見つめていた。

　すると──。

「このようなお庭は珍めずらしいですか？」

「ふえっ!?」

　一体、いつからそこにいたのだろうか。

　カオルの隣となりには、目も眩くらまんばかりの美女が座っていた。

　色とりどりの生き地じを重ねた着物。淡い金色の髪かみの毛とルビーのように紅あかい瞳ひとみ。ぴょんと尖とがった獣けものの耳、そしてふさふさとした尻尾しつぽは狐きつねのものだ。

　狐きつね獣じゆう人じんのお姫様だろうか？

　しかし、そんな人がどうして自分の隣に？　カオルは大いに戸惑っていた。

「ふふっ、ふふふっ」

「え、ええと？」

　目元に紅を塗ぬった妖あやしの美女は、慌あわてふためくカオルの様子に、袖そでで口元を押さえてくすくすと笑っていた。

「播磨の姫様は親しみやすい方ですね。貴女あなたの大叔母、薫様とは大違い」

「え、っと？　大叔母さんの知り合い、ですか？」

「ええ。薫様のことも、弥彦様のことも、よく存じておりますとも」

　楚そ々そと微笑ほほえむたおやかな女性は、カオルの目を真っ直すぐに見つめている。

　瞳の中に吸い込まれてしまいそうだ。綺き麗れいなだけではない。上品なだけではない。背筋をぞくりと震ふるわせる妖しげな美び貌ぼうは、カオルにはほんの少しもないものだった。

（きれいな人だなあ。これくらいきれいだったら、わたしもモテてたのかな）

「いえいえ。カオル様もお美しゅうございますよ」

「えっ!?」

　ぼうっと美女に見み惚とれていたカオルは、思わぬ言葉に飛び上がらんほど驚いた。

「わ、わたし、声に出していました!?」

「いいえ。でも、あれほど熱の籠こもった視線を受ければ、心は読まずとも分かりますとも」

「あ、あうぅ……」

　カオルは恥はずかしさで顔から火が出そうだった。

　見ず知らずの人に魅み了りようされ、我を忘れるほど見つめるなんて──。

　生まれて初めての出来事だ。自分はさぞかし間ま抜ぬけな顔をしていただろうと考えて、カオルはますます顔を真っ赤にして、恥ずかしそうにうつむいた。

「でも、あなたみたいなきれいな人を見たのは、本当に生まれて初めてだったから……ついつい、見ちゃいました！　ごめんなさい！」

「いいのですよ。うふふ。気にしてはおりませんから」

「だ、だけど……」

「本当にいいのですよ。私もカオル様のことを見ていましたから」

「……え？」

　今度は怪け訝げんそうな顔をして、カオルは狐耳の美女と目を合わせる。

　ころころと変わるカオルの表情が面おも白しろいのか、それとも別の何かがあるのか。美女はまたくすくすと笑いながら、そっとカオルの手を取った。

「弥彦様の孫。岩庭の直系のお姫様。見目も悪くなく、磨みがけば光る美しさがあります」

「え、いや、そんな」

「貴女は自分の美しさに気がついておられない。それはもったいないことですよ」

「そんなこと……」

「ええ、申し分ありません。申し分ありませんとも」

　思ってもみなかった賛美の言葉に、照れて頰ほおを染めるカオル。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

「……つっ！」

　彼女は手の甲こうに走った痛みに顔をしかめ、美女につかまれた手を振ふり解ほどこうとする。

　しかし、動かない。万力で固定されたかのように、カオルの右手はぴくりとも動かず、美女の左手も動かない。

「あ、あの……!?」

　美女の爪つめがカオルの手の甲に食い込んでいる。

　それは相手にも分かっているはずだ。分かっているはずなのに、なんでこの人は、

（笑っているの……!?）

　ぞっとするほど美しい笑えみだった。引き込まれそうな魅力を感じ、この状じよう況きよう下でもそう感じる自分が恐ろしく思えてくる。

「あ、ああ……!?」

　月が雲に隠かくれ、辺りに闇やみが訪おとずれる。

　それでも狐耳の美女、彼女の美しさは陰かげることがない。

　暗くら闇やみの中で光をまとい、まるで自身が月であるかのように輝かがやいて──。

「だ、れ……かぁ……！」

　異常な事態に、カオルは大声を上げようとする。

　大声を上げて、祖父を、大叔母を、そして、貴大を呼ぼうとする。

　しかし、もはや声さえ出せなかった。

　紅い瞳に魅入られたカオルは、全身を硬こう直ちよくさせて、ただ、美女の顔が近づいてくるのを見ているしかなかった。

「申し分ありません。ふふふ……これなら……うふふ」

　眼球と眼球で接せつ吻ぷんをするかのように、ゆっくりと顔を近づける美女。

　カオルの視界いっぱいに、この世のものとは思えない美貌が広がっていき、

　そして──。




「ふんふふんふふーん」

　カオルが縁側に座ってしばらく経たった頃ころ。

　同じようにトイレに行こうとした貴大は、厠かわやへ続く長い廊ろう下かを歩いていた。

「ああ、飲んだ、飲んだ」

　久しぶりの痛飲だった。播磨八将が詫わびの品だと持ってきた酒は、まるで水のように淡たん麗れいで、思わずぐいぐいと飲んでしまった。おかげですっかり千鳥足だ。貴大はふらふらと歩きながら、しかし、いい気分になって板張りの廊下を進んでいく。

「ああー、風が気持ちいいー」

　やがて庭園に面する廊下に出た時、

「……ん？」

　貴大はカオルが縁側に座っていることに気がついた。

「あれ？　カオル、何してんだ？」

　赤いメッシュの入った黒い髪。

　着物姿ではあるが、特とく徴ちよう的なその髪の毛は、貴大がよく知る少女のものだった。

「ちょっと、ね。お庭が綺麗だったから、見ていたの」

「へー。まあ、確かに立派な庭だよな」

　振り返ったカオルは柔らかく微笑んで、また庭園に目を向ける。

　彼女の視線を追うように、貴大も見事な日本庭園を見つめていたが、

「んじゃ、俺、行くわ」

「うん、またあとでね」

　ひゅうと吹ふいた秋風に、途と端たんに尿によう意いを思い出し、貴大は廊下の先へと歩いて行った。

　その後ろ姿に手を振りながら、カオルは楚々と微笑んだままで──。

「うふふ……」

　彼女の瞳が、一瞬、紅く染まった。

　そしてその顔には妖よう艶えんな笑みが浮うかんでいる。

　しかし、それを見た者は誰だれもおらず、誰も彼女の異変には気がつけなかった。
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　大だい宴えん会かいから明けて翌日。

　播磨の城は昨日にも増しての大にぎわいを見せていた。

　遠方へと出かけていた者。外せない用事があった者。そういった者たちが祝いの品を持って駆かけつけてきたのだ。これに応こたえないようでは礼れい儀ぎに欠ける。それに兄の帰き還かんは何度祝ってもいいものではないか。兄馬ば鹿かのご当主様は今日も城を開放し、臣民はこれを大いに喜び、飲めや歌えやの騒さわぎに興じていた。

「鯛たいは焼けたかーっ!?」

「はいー！　色よう焼けました！」

「主菜の盛りつけはーっ!?」

「できてます！　いつでも運べます！」

「じゃあ、お弓ゆみちゃん！　これ！　これを菖しよう蒲ぶの間に持ってって！」

「……はい」

　京の料理人でもいるのか、はんなり言葉が交ざった怒ど号ごうが轟とどろく台所。鍋なべや蒸籠せいろはもうもうと湯気を立ち上らせて、ここだけ白くけぶって見えるほどだ。

　その中を多くの男女が行き交かっている。子どもたちがちょこまかと駆け回っている。さり気なく召めし使つかいに交ざって働いているのは、もしかしなくてもユミエルだ。もうすっかり馴な染じんだもので、彼女は当然のような顔をして、お膳ぜんや徳利とつくりを運んでいた。

「あれ？　ユミィのやつ、どこに行ったんだ？」

　台所が戦場と化した一方で、客間はいたって静かなものだった。

　昼前にようやく起き出した貴大は、布ふ団とんに潜もぐり込んでいたルートゥーを部屋の外へと蹴けり出して、しわのついた寝ね間ま着きをのそのそと脱ぬぎ捨てていた。

　代わりに着流しに着き替がえた貴大は、さて、お茶でも飲むかという段階でユミエルの姿がないことに気づく。

「トイレか？」

　開いたふすまの向こうには、丁てい寧ねいに畳たたまれた布団が一組。

　ユミエルが片づけたであろう寝しん具ぐからは、ほんの少しも温ぬくもりが感じられなかった。

（あいつ、どこに行ったんだ？）

　まさか歓かん待たい先で働いているとは夢にも思わず、貴大は怪訝そうな顔をするのだった。

「しかし……よく寝たなあ！」

　昨夜ゆうべはいつの間にか寝てしまった。酔よい潰つぶれるなんて久しぶりだ。

　しかし目覚めは爽さわやかなもので、貴大はうーんと大きく伸のびをしていた。

「平日なら殺されているところだ」

　這はって戻もどってきたルートゥーに苦く笑しようしながら、貴大は緑茶を淹いれてゆっくりとすすった。何もかもが清すが々すがしい。素す晴ばらしい秋の朝の空気だった。

「タカヒロー……一人寝は切ないのだー……むにゃむにゃ」

「なんつー寝言だ」

　雅みやびやかな寝間着をこれでもかと着き崩くずしたルートゥーは、シルクのパンツを丸出しにして、すかー、すかーと能天気な寝息を立てている。それがどうにもおかしくて、貴大はちらりとのぞいていたルートゥーのお腹なかを、軽い調子でぽんと叩たたいた。




　すっかり目が覚めた貴大は、どこへ行くともなく城の廊下を歩いていた。

　朝飯を食べるには遅おそい時間だよなー、だとか、宴会に行って巻き込まれるのもなー、だとか、とりとめのないことを考えながら、彼はぶらぶらと播磨の城内を散策する。

　今日で二日目の滞たい在ざいだったが、まだまだ行っていない場所、見ていないものは多くあり、ただ歩いて回るだけでも彼はそれなりに楽しめていた。

「あそこにあるのは道場か？」

「いやー、日本っぽいなー」などとつぶやいて、彼はふらふらと廊下を歩いた。

　するとしばらく進んだところで声をかけられ──。

　そちらを見ると、何やら見覚えのある男たちが勢ぞろいしていた。

「やあやあ、佐山殿どの。おはようございます」

「あ、ども……」

「昨夜はしっかり眠ねむれましたか？　枕まくらが替わると寝付けないとも言いますが」

「え、ええと、その、はい。ちゃんと眠れました」

「それは重ちよう畳じよう。何よりのことでございます」

「は、ははは……」

　偉い丈じよう夫ふであるか、さもなくば達人か仙せん人にんか、という風ふう貌ぼうの男たちは、やたらフレンドリーな態度で貴大を囲んでいく。その男おとこ臭くささ、威い圧あつ感かんが苦手な貴大は、蛇へびににらまれた蛙かえるのように首をすくめて、曖あい昧まいな返事をするばかりだ。

　何しろ昨日はあれだけの啖たん呵かを切った相手だ。事情は説明されたがどうにも気まずく、酒が入ってないとまともに受け答えもできない状態だった。

「昨日も申しましたが、大変失礼なことをいたしました」

「そもそもお客人を試ためそうなどと、私はなんということを……」

「い、いや、それはもういいですから」

「いいえ！　私どもの気が済みません！」

「償つぐないをいたしまするぞ！　今日も大宴会でございます！」

「貴大殿にはたっぷりと楽しんでいただいて……!!」

「溜たまった憂うさを晴らしていただければと……!!」

（だから、この圧ぅ!!）

　輪になって迫せまってくるのは播磨八将の必ひつ殺さつ技わざか何かか。はあはあと息も荒あらく近づいてくる男たちに、いい加減、貴大が音を上げそうになった時、

「あら、皆みなさま。お揃そろいで」

「むうっ!?」

　播磨八将が、思わず唸うなるほどの美び姫きが現れた。

　椿つばき油で整えられ、結ゆわれた黒くろ髪かみが美しい。白い着物には赤い帯が巻かれ、裾すそに散らされた金銀紋もん様ようが美しい。薄うすく紅を塗ぬられた唇くちびるは、見る者の心をハッとさせ、彼女の口元へと視線を釘くぎづけにした。

「え……？　もしかして、カオル、か？」

「そうだよ、貴大」

　立ち尽つくす貴大に流し目を送り、妖あやしく微笑ほほえんでみせた美姫の正体は──。

　なんと貴大もよく知る少女だった。

（え？　マ、マジでカオルか？）

　カオル＝ロックヤード。岩庭家の直系の姫ひめでありながら、つい先日まで庶しよ民みんとして暮らしていた少女だ。素す性じようが判明してからも変わらずにいたカオルが、どうしたことか、今は完かん璧ぺきなお姫様と化している。その変わり身に、男たちは目を見開いて驚おどろいていた。

「くすっ。どうしたんですか？　そんなにぽかんと口を開いて」

「あっ！　ああ、いやあ、その」

「カオル様、よく似合って……おりますぞ」

「ありがとうございます」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの老将さえも、事態を吞のみ込めずに言葉を詰つまらせている。

　そうなってもおかしくないほどの変化が、今、カオルの身に起きていた。

「それでは、私はお客様への挨あい拶さつがありますので……また、後ほど」

「は、はい！　また後ほど！」

　播磨八将は動どう揺ようしたままだった。

　それをくすりと笑い、カオルは貴大に視線を移すと、

「それじゃ、貴大。またあとでね」

「あ、ああ」

　たおやかに手を振ふって、美姫はしゃなり、しゃなりと去っていった。

　男たちは最後までカカシのように立ち尽くして──。

　それを横目で見たカオルは、廊下の角を曲がったところでくすくすと笑い始めた。

「何と他愛のない。ふふふ……」

　妖艶な笑えみを浮かべ、袖そでで口元を隠かくすカオル。

　その表情、その仕草は、昨晩、カオルが出会った狐きつね耳の美女とそっくりだ。

　いや、まったく同じと言っていい。奇き妙みようなことに、寸分違たがわぬものだった。

「ふふふ……」

　カオルは笑いながらひとりごちる。

「可愛かわいいものよ、容た易やすいことよ。男など、ほんの少しの色いろ香かに惑まどわされる」

　瞳ひとみを紅あかく光らせて、カオルは大人びた表情を見せていた。

　何がそんなにおかしいのか、度たび々たび足を止めてはくすくすと笑い、赤い舌をちろりとのぞかせている。

　そんな彼女に召めし使つかいたちが見み惚とれては、仕事の手を止めていた。その様子を横目で見ながら、カオルは満足そうにまた笑って──。

　宙空に向けて、静かに言った。

「みんな貴女あなたに惹ひかれていますよ。どうです、気分がいいでしょう？」

　そこには誰もいないはずなのだが──。

　不思議と、カオルの耳に響ひびく言葉があった。

（恥はずかしいよ……わたしの体、返してよ……）

　恨うらめし気なその声は、なんとカオルと同じ声こわ色いろだった。

　それもそのはず、彼女こそがカオルであって、今のカオルはカオルではない。

　体を乗っ取られてしまったのだ。あの狐耳の美女、「玉たま藻もの前まえ」を名乗る大だい妖よう怪かいに、カオルは体の支配を奪うばわれていた。

（返して～……返してよ～……）

　弱々しく伝えるカオル。しかし美姫は笑って首を横に振る。

（嫌いやです。ふふ、目的を果たしていないのに体を返すなんて。それでは何のためにとりついたのか分からないではありませんか）

（なんでとりついたんだっけ……？）

（復ふく讐しゆうのためだと言ったでしょう？　私の美しい体に傷をつけた、あの忌いま々いましい侍さむらいの男。岩庭弥彦に復讐を果たすのです）

（復讐だなんて、自分の体でやってよ～……わたしを巻き込まないで～……）

（貴女の体を使うから面おも白しろいのですよ。ふふっ。内側から侵しん食しよくし、人や家を蝕むしばむ愉ゆ悦えつときたら。一度味わえば、貴女もきっと病やみつきになりますよ）

（嫌だよ～……そんなの、悪あく趣しゆ味みだって～……）

（嫌だ嫌だと言ったところで、貴女に抗あらがう術すべはありません。ふふふ、さあ、一いつ緒しよに男たちをたぶらかしましょう。この身に溺おぼれさせ、操あやつり人形にするのです）

（そんな悪女みたいなこと、わたしの体じゃ無理だって～……）

　抗こう議ぎすることに疲つかれたのか、カオルは力のない声を出して玉藻前を止めようとする。

　しかし、狐の大妖は自信たっぷりに微笑んで、自分を卑ひ下げするカオルを励はげました。

（貴女は姫としての素養を備えていますよ。大だい丈じよう夫ぶ、きっと上手うまくいきます。心配することはありませんよ）

（そんなわけないよ……さっきのタカヒロの顔、見たでしょ？　呆あきれてたよ……）

（あれは見惚れていた、と言うのです。貴女と私の美び貌ぼうに、あの男も夢中でしたよ）

（そうかなあ？）

（そうですよ）

（そうかなあ……）

（そうですとも！）

　自信なくつぶやくカオルとは裏腹に、彼女の体は鷹おう揚ように構え、微笑んでいた。

（さあ、行きますよ！　目指せお家の没ぼつ落らくです！）

（い～や～……）

　鼻息荒く進む玉藻前と、今や彼女のものとなった体に引っ張られていくカオルの魂たましい。

　伝統ある岩庭家に、恐おそろしい妖怪の魔まの手が迫ろうとしていた。
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　宴えん会かいは今日も大いに盛り上がっていた。

　何しろ、絶えたと思われていた主家筋に何人もの子や孫がいて、そのうちのひとりが美しい姫となって現れたのだ。ただでさえめでたい宴会は、ますますめでたく祝うべきものとなり、重臣たちを招いての酒宴はいつになく盛り上がっていた。

　功労者であるところのルートゥー、そして貴大も大いに歓かん待たいされた。

　二日目だというのにあれを飲め、これを食えと次から次へと持ってこられ──。

　夜になる頃ころにはすっかりグロッキーになっていた。ふらつく頭を押さえながら、貴大は自分の部屋へと戻もどろうとしている。

「うー……飲みすぎたかな」

　この調子では、今夜もこのまま寝ねてしまいそうだ。

　そう思いながら、ふらり、ふらりとおぼつかない足取りで進んでいた。

「しかし、カオルのあの様子……」

　ふと、何かを思い出しそうになる貴大。

　彼は一度足を止め、そのことについて考えようとしたが──。

「お？　なんだ、ここ？」

　自分がおかしな場所に立っていることに気がついた。

　まっすぐに延びる廊ろう下か、その両りよう脇わきにはふすまがずらりと並んでいる。こんな場所があったかな？　と思いながら、貴大はそのまま廊下を進んでいく。

「変なところに迷い込んだな」

　まったく見覚えのない部屋の前で、貴大はぴしゃんと頰ほおを叩たたく。

　それからぶるぶると頭を振って、どうにか酔よいを醒さまそうとした。

「酔っぱらうのも大たい概がいにしないとな。ユミィに怒おこられるぞ……」

　躾しつけの行き届いた貴大は、頭に角を生やしたメイドの顔を思い浮うかべながら、今度は来た道を引き返そうとした。

　しかし──。

「……ん？」

　微かすかな声が、彼の足を止めた。

　甘い少女の声だ。聞き覚えのある声に、彼は後ろを振り返る。

「カオル、か？」

　それは間ま違ちがいなくカオルのものだった。

　誘さそうようなその声に、貴大はふらふらと廊下を進んでいく。

『貴大……来て……ここに来て……』

「こっちか……？」

　声に誘われるように、貴大はどこともしれない廊下を歩く。

　酔いではない。夢を見ているかのような足取りで、貴大はどこまでも連なるふすまに沿って歩き──。

　やがて正面にたどり着いたところで、呼び声の主を発見した。

「カオル……？」

「ふふっ……」

　御み簾すの向こう、ブラインドに透すけて見える少女は、幾いく重えにも衣ころもをまとい、高貴な姫君のように微笑んでいる。

　彼女のそばには一組の布ふ団とんが敷しかれていて、その傍かたわらには甘い香かおりを立ち上らせる香こう炉ろが置かれている。カオルの唇には口紅さえ塗られていた。

「来て……」

　甘えるような、媚こびるような短い言葉。

　それが意味するものを理解できない男はいない。

　匂においたつような色気をまとったカオルは、艶なまめかしく腕うでを伸のばして貴大を誘う。

　その動作ひとつひとつに隙すきがある。男を誘い込むための罠わながある。そして、罠を罠と感じさせない魅み力りよくがあって、それらすべては貴大へと向けられていた。

「寒いの……ここに来て……」

　女の許しを得た男は、迷うことなく御簾をくぐる。

　それがこの世の常であり、日ノ本においては不文律の作法であった。

　言葉にせずとも伝わる意図。男を甘くくすぐる女の声。そういったものを受けて、年ごろの青年、佐山貴大は──。

「疲れているなら、早く寝ろよ」

　それきり言い残して去っていった。

　着き飾かざった美少女には目もくれず、貴大は廊下の向こうへ歩いていって、躊躇ためらうことなく角を曲がった。

　残された玉藻前は、妖あやしげな微び笑しようを浮かべたままだったが──。

　すぐに表情を崩くずし、ヒステリックな金切り声を上げた。

「な、なんだあれはーっ!?」

　信じられなかった。自分が見たものが信じられなかった。

　まさか自分の誘いを断って、あのようにあっさりと去っていくだなんて──。

「わ、わわ私の誘いを断るとは……!?　なんだ、あの男はっ！　枯かれておるのか!?」

（いや、だって、タカヒロだよ？　わたしの体で誘ゆう惑わくできるわけないじゃん……）

（くうう……！　わ、妾わらわは金毛妖狐、傾けい城せいの大妖怪ぞ!?　妾にかかれば、たとえ干ひ物もののような老人でもだな……！）

（残念だったね。でも、諦あきらめたら？）

「きいぃぃーっ！」

　悔くやしさのあまり布団に顔を埋うずめ、泣き喚わめく玉藻前。

　表情も口調も素すのそれへと戻った妖よう狐こは、枕まくらをかきむしりながら、貴大が去っていった方へ恨みがましい目を向けた。

「おのれ、佐山貴大。おのれ、人間。妾を袖そでにした罪は重いぞ」

（はあ……そろそろわたしの体、返してくれないかなあ……）

　復讐に燃える玉藻前にため息をつきながら、カオルは疲れたように頭を振ふった。




「こうなったらもう、実力行使よ！」

　女としての矜きよう持じを木こっ端ぱみじんに打ち砕くだかれて、玉藻前はなりふり構わぬ行動に出た。

　カオルの体を乗っ取ったまま、大妖は力を解き放ち、妖気をまとってふわりと宙に浮かび上がる。

『ふふふ……どうだ、これが妾の本ほん性しようよ。この美しい姿に言葉も出まい』

「えー……」

　その日の夜、貴大の部屋に、九つの尾おを生やした狐きつね耳の美少女が現れた。

　白はく砂しやの庭をバックに浮かぶカオル──いや、カオルに憑ひよう依いしたままの玉藻前は、金色に輝かがやく尻尾しつぽを揺ゆらし、寝ぼけ眼まなこの貴大に流し目を送る。
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　しかし、貴大は面めん倒どう臭くさそうにため息を吐ついたかと思うと──。

　玉藻前を追い出し、障子を閉めて、もぞもぞと布団の中に潜もぐり込んでいった。

　やがて聞こえてくるのはのん気な寝息だ。ぐーすかぴーと軽かろやかに響ひびき、それを聞いた玉藻前の額に青筋が走る。

『だから、なにゆえだっ!?』

「ええ……」

　戻ってきた大だい妖よう怪かいに、貴大はさもうっとうしそうな顔を見せた。

　かつてこのような顔を見たことがない。男たちは興奮のあまり顔を真っ赤にし、自分の体へとむしゃぶりついてきたものだ。それが今や自分が顔を真っ赤にして、男の寝しん所じよへと飛び込んでいるではないか。

　怒いかりと屈くつ辱じよくのあまり、大妖怪は細かく、ぷるぷると震ふるえだした。

『許さぬっ！　許さぬぞ、佐山貴大！』

　激げき昂こうした玉藻前は、もはやなりふり構わぬ行動に出た。

　両手の爪つめを鋭するどく伸ばして、憎にくき男ののどをかき切ろうとする。

　しかし──。

「うるさいっ！」

『ぶべらっ!?』

　別の布団からにゅっと出てきた龍りゆうの尾に払はらわれて、玉藻前は勢いよく庭の白しら壁かべに叩きつけられた。ガラガラと音を立てて崩れる壁に巻き込まれ、土砂に埋まった玉藻前は、信じられないとばかりに目を見開いた。

『馬ば鹿かなっ!?　この体はカオルのものなのに……！　この娘むすめの命が惜おしくはないのか？　なぜ躊躇わぬっ!?　なぜ殺しにかかる!?』

　玉藻前が見ている前で、障子が迷めい惑わくそうにピシャンと閉まった。

　それきり誰だれも出てこない。攻こう撃げきをしたのではない。うるさいハエや蚊かを追い払ったに過ぎないのだ。

　そのことに気づいた玉藻前は、悔しさのあまり憤ふん死ししそうになった。

『妾は、妾は大妖、玉藻前ぞ……！』

（タマちゃん……）

『うるさい、うるさいっ！　妾の名は玉藻前だーっ！』

　今にも血けつ涙るいを流しだしそうな玉藻前を憐あわれんで、カオルの魂たましいはぽんと彼女の肩かたに手をかけた。地じ団だん駄だを踏ふむようにそれを振り払った玉藻前からは、威い厳げんや威容など欠片かけらも感じられない。

（タマちゃん、本当に大妖怪なのかしら？）

　もしかして子狐が背せ伸のびをしているだけではないか。カオルにすらそう思われて、今にも自我を崩ほう壊かいさせそうな大妖に──。

　それでも、声をかける者がいた。

「そうか、お前は玉藻前だったか」

『むっ!?』

「様子がおかしいと思ったが……玉藻前がいたのだな」

『おおっ！』

　正しく呼ばれた自分の名前に、玉藻前はすぐにも立ち直り、顔を上げて胸を張った。

『そうだ、妾こそは妖怪の中の妖怪。金毛の大狐とは、妾のことよ！』

　ふふーんとふんぞり返って、得意げに笑ってみせる玉藻前。

　孔く雀じやくのように尻尾を広げた彼女の胸に──。

　ギラリと輝く白はく刃じんが突つきつけられた。

『……え？』

　刀身から立ち昇る冷たい殺気に気がついて、玉藻前はようやく正面を見た。

　きょとんとした彼女の前には、悪あつ鬼きかと見まごうばかりの老人が立っていて──。

「久しいな、玉藻前……お前のことを忘れた日はなかったぞ……！」

『ひっ!?　や、弥彦!?』

　全身から怒ど気きを発する老人。彼の名は岩庭弥彦。

　彼こそは、かつて玉藻前によって異国の地に飛ばされた男である。玉藻前にとっては憎い相手であったが、それ以上に、弥彦にとっての玉藻前は仇きゆう敵てき以上の怨おん敵てきだった。

「黄よ泉み路じよりさ迷い出たか、狐ぇぇ……そればかりか、我が孫にとりつくなどと戯たわけたことを……！　今度こそ、引導を渡わたしてやろうぞ!!」

『ひいいっ!?』

　目にも留まらぬ速さで振り下ろされた刀を間かん一いつ髪ぱつで避さけた玉藻前は、愕がく然ぜんとしながら大声でわめき散らす。

『こ、こ、この体は、この体はお前の孫のものぞ!?　今の妾を傷つけるということは、カオルを傷つけることと同じ！　それが分からないお前では……』

「喝かつッッッッッ!!」

『いひいっ!?』

　叩たたきつけられた裂れつ帛ぱくの気合いに、カオルの体から玉藻前がすぽんと飛び出した。

　豪ごう奢しやな着物をまとった狐耳の美女は、今まで自分がとりついていた少女と、抜ぬき身の刀をぶら下げた老人を交こう互ごに見やり、飛び退のくようにその場から逃にげ出した。

『ば、馬鹿な……!?』

　ただでさえ白い顔をますます青白くさせながら、玉藻前は白はく煙えんに乗って、流れるように廊ろう下かを進む。想定外の事態に混乱した妖狐は、童わらべのように泣きじゃくり、顔を袖で覆おおって逃げ去っていく。

　だが、彼女が進む先には、もうひとりの悪鬼が立ち塞ふさがっていた。

『お、お前は薫!?』

「この日を夢にまで見ましたよ、玉藻前。憎い貴女あなたに刃やいばを突き立てるこの時を……!!」

『ええい、退のけ、退けぇ！　そこを退けぇい！』

「黙だまれ、女め狐ぎつねぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

『なあああああっ!?』

　薫がくわっと目を見開いた瞬しゆん間かん、彼女の体から金色の光が溢あふれ出した。

　それは仏像、仏ぶつ壇だんを思わせる光だ。その光、御み仏ほとけの加護は鎖くさりと化して、玉藻前の体をがんじがらめに縛しばり上げていく。

『こ、これは一体!?』

　身動きひとつ取れなくなった玉藻前。

　彼女は廊下に転がりながら、光り輝く薫のことを見上げる。

　そして薫は、そんな玉藻前に近づいていき──。

「お兄様を妖怪に隠かくされた私が、何の対策もしていなかったとお思いですか……」

『ひっ!?』

　玉藻前の肩に、ずしりと薙刀なぎなたの刃が載のせられた。

「妖怪に苦しめられた私が、何の研けん鑚さんも積んでいなかったと思ったか……」

『ひええっ!?』

　反対側の肩には、刀の腹が載せられた。

　そのどちらの刀身も玉藻前の首筋に向けられており、それは今にも動きだし、彼女の首を切断しそうに見えた。

『うわあああっ!?　やめろーっ！　やめろーっ!?』

「因果応報……」

「冥めい府ふに落ちろ、性悪狐!!」

『い、命だけはお助けをーっ!?』

　刀と薙刀を構えた老兄妹きようだいを見上げ、玉藻前は涙なみだを浮うかべて助命を願った。

　しかし、弥彦たちの表情は変わらず、彼らの瞳ひとみには殺気が渦うず巻まくばかりで──。

「こ、このままだとタマちゃんが死んじゃう」

　あまりに不ふ憫びんなその姿に、思わずカオルが助けに入った。

　そうでなければ妖怪の命はそこで終わっていただろう。泣きじゃくる狐に抱だきつかれながら、カオルはやれやれとため息をつくのだった。




　まさかの妖狐復活も、過ぎてしまえばいいにぎやかしであった。

　滞たい在ざい三日目。弥彦と薫が修しゆ羅らと化した日の翌日。妖狐復活のドタバタによって放置されていた貴大は、その夜、縁えん側がわに座ってお茶を飲んでいた。

「まったく……」

　ぼやきながら思うのは、記き憶おくにも新しい玉藻前のことだった。

　カオルの体に憑依して、貴大をたぶらかそうと色いろ仕じ掛かけをする。それが通じないと分かれば、今度は正体を現して実力行使に出ようとする。

「日本昔話か」

　ある意味ではお約束な妖狐のことを思いながら、貴大はまた、湯ゆ吞のみに口をつけた。

「あっ、ここにいたんだ」

「ん？　カオルか」

　一昨日おとといの夜とは反対に、縁側に座る貴大にカオルが声をかけてきた。

　彼女はいつものような気安さで、ひょいと貴大の隣となりに座ってくる。

「あの妖怪、どうなったんだ？」

「あー、タマちゃんね」

「タマちゃん」

「そう、タマちゃん。お爺じいちゃんたちは『寸刻みにして、肥こえ溜だめにばら撒まいて、そこに火をつける』とか物ぶつ騒そうなことを言ってたけど……かわいそうだから助けてあげたよ」

「え？　よく許してもらえたな。お前の爺さん、絶対に殺すってノリだったのに」

「そこはほら、岩庭家の守り神になって尽つくします、ってことで手打ちにしてもらったの。悪さをした分の何倍も人助けをするってことでね」

「えー……でも、妖怪だろ？　ってことは魔ま物ものだぞ、魔物。共存できるのか？」

「根は悪い子じゃなかったし……それに、ルーちゃんだって魔物でしょ？　タカヒロたちはうまくいってるじゃない」

「あ、そうか」

　縁側に並んで茶飲み話をするふたり。

　月明かりに照らされた貴大とカオルは、茶を飲み、菓か子しをつまみながら、あれやこれやと話を続ける。そうするうちに、ふと気になることを思い出したカオルは、流れに乗ってそのことを聞くことにした。

「そういえば、タカヒロ。よくタマちゃんに抱きつかなかったね」

「ん？」

「ほら、昨日の晩。タマちゃん、気合いを入れてたじゃない」

「あー、そのことか」

　貴大に聞いてから、カオルの心に後こう悔かいが湧わき上がってきた。

（あれ？　ちょっと待って？　これって聞いて良かったの!?）

　美女妖よう怪かいが相手でも、体がカオルじゃな、と言われるかもしれない。

　いや、大いにあり得る。きっとそうに違ちがいない。自分の容姿に自信がないカオルは、動どう揺ようを隠すように笑って先手を打った。

「まあ、わたしの体じゃ無理もないか。色気ないもんね、わたし」

　想おもい人に言われるよりは──。

　先んじて自分を卑ひ下げしたカオルだが、彼女の予想に反して貴大は首を横に振ふった。

「いや、違うぞ。ちょっと考えてみろよ」

「え？　何を？」

「たとえば俺がだな。ある日突とつ然ぜん、貴族みたいな格好をしてだな。半はん裸らでベッドに寝ねそべって『来いよ、子こ猫ねこちゃん』とか言い出してみろ。おかしいと思うだろ、普ふ通つう」

「あっ!?　あーあー、そうね！　そうなるね！」

「俺もそうだったんだよ。不自然に思ったの」

「だよね～」

　合が点てんがいったカオルは、何度も何度もうなずいていた。

　それに対して貴大はため息をつきながら続ける。

「それに俺は、魅み了りようとかを防ぐアクセサリをつけてるからな。そうでなきゃ、とっくの昔にイヴェッタさんの【チャーム】で骨抜きにされてる」

「へー。あれって、そういうことだったの。わたしはてっきり」

「てっきり？」

「う、ううん、何でもない！」

　てっきり、男として枯かれているのかと思ってた。

　そういった言葉をごくりと吞のみ込んで、カオルは笑いながら両手を振る。

「じゃあさ、タカヒロってどういう子が好みなの？」

「好み？　女の子の？」

「うん、そう。どういう子なら彼女にしたい、とかさ」

「んー……？　好みかあ」

　誤ご魔ま化かすためにカオルが放った言葉を、意外にも貴大はまともに受け止めた。

　腕うでを組み、体を反らせて考え込む貴大。彼は月を見上げながら少しずつ語り出す。

「まともな子だな。ほら、俺の周りには変わり者しかいないだろ？　平へい々へい凡ぼん々ぼんとした女の子がいい。恋こい人びとってか、嫁よめにするならカオルみたいな子がいいな」

「えっ……」

　思わぬ言葉に、カオルは動きを止めてしまった。

　自分だけはない。自分だけはあり得ない。そう思っていたからこそ聞けたことだった。

　それなのに返ってきたのは「カオルみたいな子がいい」？　カオルは一瞬、わけが分からなくなってしまった。

（な、なんで？）

　貴大は特別な存在だ。混こん沌とん龍りゆうとも知り合いになれる英えい雄ゆうだ。

　そのそばにいられるのも特別な存在で、釣つり合いが取れるのも特別な存在のはず。

　そう思っていたからこそ、カオルは自分の普通さ、小市民っぷりに引け目を感じていたのだが──。

（違うのかもしれない）

　人と人とが仲良くなるには、そういった事こと柄がらはあまり関係ないのかもしれない。

　貴大は貴大。カオルはカオル。大事なのはそれだけで、肩かた書がきや能力、そういったものには左右されないのかもしれない。

　今回のことも、自分が勝手に引け目を感じていただけだ。貴大はそんなことを気にしない人で、もしかすると自分にもいくらかの可能性が──。

「ね、ねえ、タカヒロ」

「うん？」

「あの、さ。あのね……」

　カオルは貴大の心をもっと知ろうと、ついつい身を乗り出した。

　そしてそっと彼の胸に手を添そわせようとして──。

　懐ふところに飛び込んできた少女に押し倒たおされて、勢いよく廊ろう下かにひっくり返った。

「カオル！　カオル！　助けてたもれ！　ルートゥーが妾わらわをいぢめるのじゃ！」

「どうなっておるのだ？　その尻尾しつぽの生え際ぎわはどうなっておる？」

「ひいっ!?　ち、痴ち漢かんが来おった……！」

　余分な力を封ふうじられ、十歳そこそこの少女の姿になった玉藻前は、同じような背せ丈たけのルートゥーに尻尾を引っ張り回されていた。

「なぜこんなに尻尾が生えておる？　力の源なのか、これは？」

「わーっ!?　助けてたも！　妾を守ってたもれ！」

　巣穴に潜もぐり込む子こ狐ぎつねのように、カオルの胸に顔を埋うずめる玉藻前。

　その情けない姿を見て、ルートゥーは興味をなくしたように去っていった。

「あー、ビックリした」

「ふー。助かったのじゃ」

「はいはい、よかったね」

　ひっくり返っていたカオルは、玉藻前を抱いて起き上がった。

　命を助けてくれた少女に懐なついているのか、小さな大妖怪はそのまま彼女に身を預ける。

「カオルー。カオルー」

「ん？　なあに、タマちゃん？」

「今夜は一いつ緒しよに寝てくれるな？　ひとりで寝るのは怖こわくてたまらん」

「まあ、いいけど。なんかタマちゃん、幼児退行起こしてない？」

「力が封じられておるのじゃ！　仕方なかろう！」

「とか言って、案外キャラを作ってんじゃないのか？」

「黙だまれ、佐山貴大！　お前はその辺でのたれ死ね！」

「ああん？」

「ひいいっ!?」

　また胸むな元もとに潜り込んでくる玉藻前。

　その背中を優やさしく撫なでながら、カオルは「まあまあ」と場をとりなす。

　すっかりコミカルな雰ふん囲い気きになってしまった。少なくとも愛や恋を語らうような雰囲気ではなくなった。

　熱に浮かされたような気持ちも、胸の高鳴りもどこかへ消え失うせている。

　しかし、不思議とカオルの心はぽかぽかと温かく、ちょっとした幸せに彼女は満たされていた。

（お嫁さんにするなら、わたしみたいな子かあ。ふーん……ふふふ）

　今日は十五夜。

　すっかり丸くなった月は、優しくカオルたちを見守っていた。
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　ふと深夜に目が覚めた。

　そして自分が今、どこにいるのかが分からなかった。

　畳たたみ敷じきの部屋？　和風の布ふ団とん？　障子に床とこの間、掛かけ軸じくなんて──。

（ああ、日ノ本に来てたんだったな）

　すぐにも今の状じよう況きようを思い出す。そうだそうだ、日ノ本に来ているんだ。カオルの爺ちゃんを送るついでに、俺たちもここにやってきていたんだ。それで宴えん会かいやら妖よう怪かい騒そう動どうやらまたまた宴会やらに巻き込まれて、で、今に至るというわけだ。

　あれは本当に大変な騒さわぎだった。いつも通りと言えばそうなんだけど、王都とはまた違ちがった騒動のようにも感じる。

「和服とか着てるからかな？」

　俺もみんなも和服を着ている。そして舞ぶ台たいは和風な国のお城の中だ。

　馴な染じみがあるようでない、まるで時代劇の中のような出来事。久しぶりの和の景色は、まるで夢の中の風景のようだった。

（しかし……）

　どうにもおかしな気分だな。ふとひとりになると、そんな気持ちがこみ上げてきた。

　今、俺は日本にいる。しかしここは日本ではない。ここは《アース》という世界の日本であって、俺の世界の日本じゃないんだ。

　それは分かっている。重々承知していることなんだが──。

　なぜか俺は、妙みような気分を感じていた。

（これは……）

　望郷の念というやつだろうか？

　弥や彦ひこさんが感じていたものを、俺も今、感じているんだろうか？

（なんでだ？）

　純じゆん粋すいに疑問に思う。俺は別に故郷に愛着など持っていなかった。

　大事なのは友だちであり、その中でもれんちゃん、優ゆう介すけは別格だった。

　あの別れの日、心が折れたのはふたりが消えたと思ったからだ。あいつらのいる場所に戻もどれなくなった。そう思ったからこそ、俺はあそこまで憔しよう悴すいしてしまった。

　故郷は俺にとって大事なものではなかった。

　そのはずだ。そのはずなんだ。そのはずなのに──。

「うーん？」

　もやもやとした気持ちを抱かかえたまま、俺は部屋から庭へと出た。

　品のいい日本庭園だ。一面に玉たま砂じや利りが敷かれていて、歩く度たびにサクサクと気持ちのいい音が聞こえた。

　やはり不思議な気持ちが湧わいてくる。夜空に浮うかぶ丸い月、あれを見ているだけでも胸が苦しくなるようだった。

　俺は俺が思う以上に、元の世界を大切に思っていたのだろうか？　故郷に戻りたい。あの場所へ戻りたい。そういった気持ちが俺の中にもあるのだろうか？

　答えが出ないまま、俺は何とはなしに庭を歩き続ける。

　初秋の風が気持ちいい。虫の声も聞こえている。そんなことを感じながらも、俺はどうしても考えることを止められなかった。

「故郷、なあ」

　大事な家。戻るべき場所。

　俺にとっての日本とは、弥彦さんにとっての日ノ本と同じものだったのだろうか？

　戻りたいのか？　あの場所に戻って、俺は──。

「悩なやんでいるな、貴大」

「えっ……？」

「帰りたいのか、故郷へ。俺たちが暮らしていた街にさ」

「優介……？」

　優介だ。あの不敵な笑えみ、間ま違ちがいなく優介だ。

　眼鏡めがねをかけたローブ姿の少年。くしゃっとした黒くろ髪かみに、スリングの付いた独特の杖つえ。

　月明かりの下、かつて別れたはずの親友が笑っていた。








あとがき






　フリーライフ８巻、いかがだったでしょうか？

　あのカオルが実は小国のお姫ひめ様！　身分で言えばフランソワよりも高い！

　その衝しよう撃げきの事実に、他ほかでもない本人が一番驚おどろいていそうな気がします（笑）。

　さてさて、そんな８巻の内容ですが、舞ぶ台たいは秋、実りの秋へと移り変わりました。

　ちょうど作中の季節も一いち巡じゆんしたわけですね。前回の秋は「繁はん殖しよく期きだー!!」「憤ふん怒ぬの悪あつ鬼きだー!!」と大おお騒さわぎでしたが、今回はしみじみと秋を感じるような内容に……。

「新米だー!!」

「玉たま藻もの前まえだー!!」

　あ、秋らしい話になっているとは思います。

　前半はコロッセオにバイオハザードとドタバタが続きましたが、８月が終われば夏の騒さわがしさも収まりまして。９月になった後半部分、ジパニア村やジパングに行く話になると、少ししんみりとした要素も混ざるわけですね。

　貴たか大ひろも月を見上げて物思いに耽ふけるようになりました。これから秋が深まっていく中で、フリーライフはどのような展開を迎むかえるのか。

　それをぜひ確かく認にんしていただければと思います。




　さて、最後になりましたが、関係者の方への謝辞を。

　編集Ｋさん。今回も大いに尽じん力りよくしていただきました。苦労ばかりかけてしまって恐きよう縮しゆくですが、次の巻でも頼たよりにさせていただきます。

　かにビームさん。キャラの着物姿が素す晴ばらしいですね……！　出来上がっていくイラストを見るのも作者としての楽しみです。次回もよろしくお願いします。

　森もりあいりさん。コミックでもルートゥーが登場しましたね！　よく動き、ころころと表情が変わるキャラは見ていて飽あきません。漫まん画が版のルートゥーの活かつ躍やく、これからも楽しみにさせていただきます。

　その他、装そう丁ていや制作、この本に関かかわったすべての人に感謝を送ります。そして何より、この本を読んでくださった方へ。本当にありがとうございました。次の巻も楽しんでいただけるよう、頑がん張ばりますね。

　それでは、次は９巻でお会いしましょう。ではでは。


気きがつけば毛け玉だま
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